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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。









本作品は横書きでレイアウトされています。


また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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危険人物







その男との出会いは、私の世界を一瞬にして変えた。

穏やかだったはずの世界が、異質な存在で脆もろくも崩れ去る。

何かに餓え。

何かに苛いら立だち。

何かに耐えているかのような姿は、まるで生きとし生けるもの全てが、気に入らないとでもいうように見え。

危険な香り、絶対的王者の風格、心にもない忠義。

そんなものいらない、出て行って欲しい、お願いだからそっとしておいて。

静かで心地いい、何不自由ない、穏やかな世界がここにはあるのだから。







やめて……どうして──。

不機嫌なオーラを身に纏まとう男が、今日も私に会いに来る。







危うい世界







最近私の朝は、メガネを選ぶことから始まる。

お気に入りのコレクション収納ケースに並ぶメガネは、ざっと数えて10本ほど。

そこから気分に合わせて一つ取り、フレームを耳にかけると、霞かすんだ世界が一転してクリアになる。

私はこの瞬間がとても好き。

世界は何も変わらず、今日もここにあると感じさせてくれるこの安心感は、何物にも代えがたい。

ピンクフレームの軽量メガネをかけ、部屋を出るとリビングから聞こえてくる母親の声。

「乃の愛あぁ、時間ないわよ」

「うーん」

そんなことはわかっている。

朝の準備を急ぎ制服姿でリビングに入ると、パンの焼けるいい匂いが漂っていた。

テーブルの椅子に座り、焼き上がったトーストにバターを塗っていると、忙しくキッチンで用事をしていた母親がふと顔を上げた。

「またメガネなの」

「うん」

「コンタクトは？」

「痛くなるから」

「合うの作ればいいじゃない」

「いいよ、メガネ好きだし」

軽く言うと、母親は納得したのか視線を手元に落とした。

本当は、そうでもないんだけどね。

メガネをかけた瞬間は好きでも、別にメガネ好きってわけじゃない。

ただコンタクトだと、目が痛くなるのは事実だから。

パンをかじりながら、ミルクティーの入ったカップを引き寄せる。

キッチンにいる母親が、テーブルへと手を伸ばし、布に包くるまれた物をそこへ置いた。

「これお弁当」

「うん」

「夜は？」

「いい。塾行くし、適当に食べるよ」

「またなの？　塾ばかり行って、少しは家にいたらどうなの」

不満げな声を出し、再びテーブルへと手を伸ばして来る。

そして置かれた、二つのお弁当。

一瞬チラッと母親を見ると、少しだけ困ったような笑みを見せた。

「お願いね」

別にいいけど……。私はいいんだけど。

お弁当渡すくらいのこと、本当に何でもない労力だとは思うんだけど。

「もういいんじゃない」

私がそう言うと、更に困った顔になり。

「迷惑そう？」

「ううん、そんなんじゃないけど。好きにやってるみたいだし、少しは放っておけば？」

「そういうわけにはいかないわよ。ちゃんと食べてるって言ってる？」

「知らない」

「もう、そういうの聞いてきてよ。お父さんも、顔見せてるのか気にしてるんだから。たまには帰って来て一緒に食事でも……」

「はいはい。言っとく」

長くなりそうな話に、パンを諦め、ミルクティーを飲んで立ち上がる。

「ちょっと、乃愛っ」

「いってきます」

「週末にでもっ……」

母親の声をリビングに残し、サッサと家を出た。

自分で言えばいいじゃない。そんなことを思いながら、今日も私は二つのお弁当を持って学校へ向かう。

ハッキリ言わせてもらうと、微妙な距離感の義理の親子関係に私を巻き込まないで欲しい。

そもそも最近、何か変だったりするから。

梅雨の最中にしては、珍しく晴れた空が気持ちいいと思いながら、学校の門をくぐる。

私の通うこの学校は、ありえないほど適当で、ありえないほど学力が低い。

生活指導は機能せず、学習意欲の低い生徒ばかりのおかげで、教師までもが怠慢さを身につけ、授業の質は悪化の一途をたどるばかり。

まあ、それも仕方ないと諦めてはいるけれど。

世間で知られるところの、悪の街“Blackブラック Townタウン”が近くにあるこの学校には、当然近くに住んでいる人間が多く通う。

派手な女子達。荒すさんだ男子達。一部の体育会系の生徒達。

そして私のようなごく普通の生徒達。

きっと割合なんだと思う。

今の日本は、多数派が支持される民主主義社会。

そんな社会の縮図である、学校という世界。

となると、多数派が基準になるのは当然だと言え。

３割の体育会系生徒。１割しかいない普通の生徒。

その残りである６割の生徒が、この学校を作っているということになり。

遊びなれた女子達が、世界史や科学技術の発展に興味など持つはずなく。

日々快楽だけを追い求める男子達が、古典や芸術に歩み寄り、理解を深めるわけがない。

しかも６割のうちの大多数、全体からすると４割強いる生徒の将来がすでに決まっているとするならば、授業や進学に力を入れない堕落した教師がいるからといって、誰が責められるというのだろう。

私は一般的に言う不良ってのは、この学校にはいないと思っている。

Black Townで遊び、そこを拠点に生きる人間は、不良という枠ではくくれない気がするから。

だってこの学校には、不思議なくらいイジメもなければ、目に見える権力争いも存在しない。

誰もが他人を他人だと認識し、自分とは分けて考える。

だから少数派の私達、いわゆる普通の生徒だからといって、けして居心地が悪いわけではなく。

無関心というありがたい穏やかさで、日々を快適に過ごさせてくれる。

ただ学力だけは、間違っても快適とは言えず、進学するつもりの生徒にすると、残念なほど間に合っていない。

とはいっても、間に合わないなら間に合わせればいい。

塾へ通い、知識を補えば、何の問題もなく。

そもそも私は、そんなことを憂う立場にない。

なぜなら……Black Townという街は、私の父親の抱える巨大な組織の、歯車の一つだったりするのだから。




２年の私が３年の教室に行くのは正直面倒だけど、校舎前で待っているのなら、労力は大幅に抑えられる。

お弁当の入る巾着を持って、少し待っていると、目的の相手が門をくぐりこちらへと歩いて来た。

相変わらずの無表情。

首にかろうじてぶら下がる、ネクタイの緩み。

せっかくの晴天だというのに、世界は今日も狭く閉じたまま。まあ、いつもこんな感じだけど。

というより、今までもずっとこんな感じだったし、驚くことは何もない。

だけど最近、どうも変な気が……。

「仁じん内ない君」

閉じた世界にいる人間は、基本周りを見ていない。

だから呼びかけないと、気づかないのは仕方ない。

なのに、その呼びかけすら届かないのか、私に気づくことなく歩き続け。

ちょっと、最近ホントどうしたの？

私の横を通り過ぎようとするので、思わず腕を摑つかんだ。

ほんの少しだけ驚いたような顔をして、引き止めた私を見た。

「……乃愛か」

「おはよ」

「ああ……」

「どうしたの」

昇降口から少しずれ、校舎横に引っ張って行くと、嫌がるわけでもない仁内君が素っ気ない声を出した。

「何が」

「何がって、最近変じゃない？」

「そうか？」

「うん。まあいいけど、これ」

母親に持たされたお弁当を差し出すと、一瞬躊躇ためらいながらも、一応は受け取るから。

「言ったんだよ、放っておけばって。でも、持って行けって言うし」

「いつも、悪いな」

「ちゃんと食べてるか、気にしてた」

「食ってる」

「たまには帰ってきて食事でもって」

「ああ」

「お父さんと、会ってないの？」

「最近会ってねえな。でも、話はしてる」

「何か言ってる？」

私がそう聞くと、少し考えるように黙り。

「顔見せてやれってのは、ときどきな」

仁内君が、手に持つお弁当の巾着に視線を落とすのを見ながら、微妙な空気に思わずため息が出た。

「いいよ。お母さんには忙しいって言っておくよ」

「別に忙しくねえよ」

「でも帰って来たくもないんでしょ」

私のその言葉に少し笑って。

「んなんじゃねえよ。また行くって言っといてくれ」

また行く……。

帰るじゃないんだ。

そんなことを思っていると、門をくぐり、こちらへと歩いてくる男が見えた。

鮮やかな金色の髪が、梅雨の晴れ間の明るい日差しにキラキラと反射し。

デザイン自体は落ち着いてはいるけれど、数多いシルバーのアクセサリーが胸元や手元で光っている。

ありえないほど派手なわりに、趣味が悪いと感じないのは、この男の持つ妙な透明感のせいだと思う。

透明感なんていうと、ちょっと語弊があるのかもしれない。

いい意味での透明感ではなく、言葉通りの透明感。

色が白く、瞳の色も薄い男は、とにかくサラッとしすぎている。

そんな人間はどれだけ派手な物を身につけようと、それくらいでちょうどいいように見えるらしい。

この男に限っては、間違いなくそうだと言える。

シルバーアクセをいくつもつけ、派手な容姿をしているわりに、意外と性格は細かいのか、制服姿がダラしないなんてことはなく。

昇降口付近まで来た男が、一瞬こちらを見て、何も言わず行こうとするので、声をかけた。

「京きょう市いち君、おはよ」

声をかけられたことにより、嫌でも無視できなくなったのか、仕方なさそうに立ち止まったのは私と同じ２年の夜よ見み京市。

「はよ」

いつもは口数が多いのに、今日の挨拶は短い。

それは、ここに仁内君がいるから。

義理の親子関係と同じくらいの、微妙な空気が朝の昇降口に漂う。

仁内君が京市君に挨拶することなく、いきなり話し出した。

「この前の件、どうなってる」

「どれだよ」

「どっかの学校で出回ってるとかいう」

「ああ……あれか。今調査中」

「早く片付けろ」

「はいはい」

仁内君を見ようともせず、素っ気なく答えた京市君は、そのまま昇降口へと入って行った。

相変わらず、あまり仲の良くない微妙な２人。

いつものことなので、驚くことはないけれど、最近特に微妙な気がするなと思っていると、ため息を吐ついた仁内君が歩き出し。

「母さんに、礼言っといてくれ」

「あ、食べたら帰りに返してね。持って帰らないと、お母さん気にするし」

「わかった」

軽く答えた血の繫つながる私の兄、雨あめ宮みや仁内は、３年の校舎へと歩いて行った。

大体、放っておけばいいんだよ。

血の繫がらない母親が気を使えば使うほど、居心地が悪くなるってことにどうして気づかないのか。

今のマンションに、家族が引っ越す前。

仁内君が高校に入るまで、私達はずっと一緒に暮らしていた。

だけど引っ越しを機に、家を出た仁内君は、今の家には一度も住んだことなく。

そのため、自分の家という感覚がないので、帰るっていう発想が仁内君にはない。

というより、別にそれでもいいと思うんだけど。

そもそも仁内君は、実際の年齢より遥はるかに大人だし、そんなことで卑屈になったりするような人間じゃない。

その証拠に、母親に対して、嫌な顔や不満をぶつけるなんてことしたことがなく。

ただ、お互いが気を使い合うって空気が、ちょっと面倒なんじゃないかと。

機嫌良くやってるのだから、気にせず好きにさせてあげればいいのに。

そんなことを思いながら、２年の校舎へと入ると、廊下で女子達に捕まっている京市君がいた。

「聞いたよ。この前、珍しく京が女連れてたって」

「噓うそ、京が？　ふーん、確かに珍しいね。何どっかの店の子？」

「それが違うって。ね？　Bibiビビに連れて行ったんでしょ」

「別に連れてったわけじゃねえよ。つーか、退どけよ」

鬱陶しそうに京市君がそう言っても、遊びなれた女子達がそれくらいのことで引くわけなく。

「ちょっとぉ。でもいいの？　そんな風に女子と遊んでんの、乃愛ちゃんにバレるとマズイんじゃない」

「ホントだよね。まあ、でも内緒にしててあげるよ」

「うんうん。京のいじらしい、乃愛ちゃんへの純粋な想いは私達が守ってあげるから」

「んなもん、いらねえーよ。つーか、マジで退けよ」

本気で面倒になってきたのか、京市君の口調が素っ気なくなると、女子達が笑いながら金色の髪に触れ。

「好きなくせにぃ」

なんて言いながら、頭をクシャっと撫なでたりして。

完全に、からかいムードになっている横を通り過ぎようとすると、女子達が私に気づき笑顔を見せる。

「あ、乃愛ちゃん、おはよう」

「おはよう」

私が軽く返すと、今の今まで京市君をからかっていた女子達が、一転して今度はこちらへと関心を向け。

「ねえねえ、乃愛ちゃん。この前、京が可愛かわいい女の子連れてたらしいよ」

聞こえていたので、驚きはしないけれど、私には内緒にするって言ってたんじゃないの？

とは思っても、早いうちから遊び慣れ、スッカリ大人としての色気を身につける、少々スレた女子達にそんなまともな返しはするだけ無駄。

「しかもさぁ、その子のこと、タダでヤれる女って平然と言ったらしいよ」

「えぇ最低、マジでっ！　京、あんたどういう性格してんのよ」

「乃愛ちゃん、気をつけた方がいいよっ。京もこう見えて、性欲は人並みにあるらしいし」

「ちょっと、やめて。その言い方、何か生々しいよ」

「だってそうじゃん。でもさ、タダでヤれるってどういうこと。普通タダじゃないの？」

「そう言われてみれば……お金払ってする方が、ある意味ハードル高いよね」

「でしょぉ？」

なんてどうでもいい話になってきて。

ついていけない話に、ついていく気もない私が、黙ったまま女子達を置いて歩き出す。

同じく歩き出した京市君が、隣に並んだ。

「今日も塾なのか？」

いつも通りの口調で聞いてくる男は、タダでヤれる子の話題は、なかったことにするらしい。

だからって私も気になるわけでもないので、それで問題ないし、京市君もそれをわかっているからこそ、なかったことにする。

私達は、言い訳をしなければいけないだとか、問いたださなければいけないような関係じゃない。

周りはなぜか、京市君が私を好きな体ていで話をしたがるけれど、実際は違うと思っている。

本気で好きなら、他の女子とそんなことはしないはずだし、何より、好きらしきことを言われたこともない。

だけど私にだけは、親切で優しいってことも事実なので本当のところはよくわからず。

でも私だって、嫌なんて思いもしていないし。

京市君は私にとって、何でも話せる相手でもあり、何かあれば助けてくれる人なので、ある意味とてもいい関係だと言え。

「大丈夫なのかよ、夜遅おせえんだろ？　帰りとか気をつけねえと危ないんじゃねえのか」

何気なく言われ、ふと隣を見ると京市君は至っていつも通り。

よく言うよ。そう思った私は、笑顔で答えた。

「京市君が、見張りつけてくれてるし、大丈夫だよ」

隣を歩く男は、私の言葉に驚くわけでもなく。

「なんだ、知ってたのかよ」

少し拗すねたような口調で言うので。

「いつも、ありがと。でも、心配してくれるようなこと別にないよ」

「わかんねえだろ。大体んなことまでして、勉強ってしなきゃなんねえのかよ」

「だって、大学行きたいし。志望してるとこ、私にはちょっとレベル高いんだよね」

だから嫌でも、進学塾は避けられない。

「まあ、乃愛がそれがいいっつうなら、それでもいいけど、夜はマジで気をつけろよ？」

そう言われて素直に頷うなずいた。

「わかった。でも、塾行けば誠せい二じ君もいてくれるし、ホント大丈夫だよ」







私の世界は、今日も至って穏やかだ。

どれほど学校が荒れていようと。

どれほど周りの人間がスレていても。

どれほど家族関係が少し微妙でも。

私自身には何も降りかからない。

誰もが私の望む、普通の生活を認めてくれて、それぞれがそれぞれのやり方で、愛情を注いでくれているのだから。

だからなのかどうかはわからないけれど、私はときどき忘れることがある。

Black Townという街が、どういうところかを。

昔は街中に住んでいたこともあり、忘れるなんてことはなかった。

だけど最近暮らす家は、街から少し離れた場所だったりするから、日常的にBlack Townを目にする機会も減っている。

当然学校へ行けば、耳にすることもあるけれど、基本的に１割しかいない少数派の中では話題に上ることも少なく。

そもそもBlack Townは、大人の街だ。

ありとあらゆる歓楽が、道行く人達を誘い込み、お金を落とすようにできている計算された街。

スナック、ラウンジ、クラブ、キャバクラ、ソープ、ホスト、ホテル、カジノ。

あそこにない娯楽はない。というほどのもてなしで、遊びを求める大人達を誘惑する。

当然、快楽を極める街には、年齢的に早いとわかっていながらも、遊びたい盛りの若者も集まり。

まだ若く客ともいえない子供達が商売の邪魔にならないよう、誰かが見張り仕切っておかなければ、街は正常に機能しなくなるらしく。

現在、事実上その役目は京市君が引き受けている。

Black Townを仕切り、街で起こる、子供達の動き全てを把握しているのが、よく知る相手というのはいまいち危機感に欠け。

あまりに当たり前すぎる話は、日常の中で改めて意識することもしなくなる。

だからその日の夜の出来事は、クリアで穏やかな世界で生きていた私にとって、晴天の霹へき靂れきでしかなかった。

実際は大雨が降っていたので、皮肉にも晴天とは言えなかったのだけど。




「期末どう？」

塾の談話室で、休憩中にそう聞いて来たのは守もり谷や誠二。

簡単に言うなら、幼馴染おさななじみという関係の誠二君は、とても穏やかで優しい人。

引っ越す前の家が近所だったこともあり、小さなときからいつも私の勉強を見てくれたりしている誠二君は、あまり友達のいない仁内君の唯一の友達でもあり。

いつも私の勉強の進み具合などを、気にしてくれている。

仁内君と同い年なので、受験が控えている誠二君は、私なんかより遥かに頭が良く。

「うん、まあいけると思う」

レベルの低い授業は、当然テストもそれほど難しくもない。

「そう、じゃあ来てるかいあるね」

誠二君が先に入っていた塾に、私が入ったのが去年の夏休み。

どこか塾に行きたいと言うと、だったら誠二と同じところにしろと言ったのは仁内君だった。

その夏期講習以来、私達はこうして塾で会っている。

「今年も夏期講習、申し込んだんだろ」

「うん。お父さんがいいって言うから」

「でも、毎日にならない？」

「え？」

「夏休み、フルで潰れるんじゃないの」

まあ、そう言われてみれば。

でも別にいい。

夏休みが潰れて困るような生活、してるわけでもないし。

「いいよ」

笑って返すと、少し長めの黒い髪を揺らす誠二君が、持っていたペットボトルのお茶を飲み。

「乃愛はもったいないな」

もったいない？

「何が？」

よくわからず聞くと、穏やかな笑顔を見せ。

「せっかく綺き麗れいなのに、勉強ばかりしてて」

「何それ」

笑って返すと、誠二君がふと私の方へと傾いてきて。

まるで内緒話でもするように、小さな声を出した。

「言われてるよ。雨宮さんは、掃はき溜だめの鶴だって。ここの塾の子はみんなそう言ってる」

掃き溜めの鶴？

思わず塾内を見渡したのは、掃き溜めってのを塾の汚れ具合を表現したのかと思って。

そんな私に。

「ここじゃなくてBlack Townのことだろ。乃愛が仁内や京市達と関わりあるのは、何だかんだでこの辺の子なら誰でも知ってるしね」

まあ確かにそうだけど。

「鶴って……」

鶴ってのがいいのか悪いのか、いまいちピンと来ないでいると。

「でも、俺もわかる気がするよ。乃愛は、周りにどれだけBlack Townの人間がいるとしても、染まらない感じあるしね」

「染まらない？」

「どう言えばいいのかな……たとえば、どれだけ汚くて下品な話を聞いてても、それをサラッと流せてるところとか」

サラッと流せてる。

そう言われてみれば、そんな気もしなくもない。

「頭いいんだけど、吞のん気きなマイペースってとこだね。そこに高貴な気品と、スレた冷たさをプラスするって感じだな」

アッサリそんなことを言われ。

高貴な気品って……そんなのが、私に本当にあるのかどうかはあやしい。

だけどスレた冷たさってのは、少しわかる気がした。

というより、あんな環境に毎日いれば、嫌でもそうなって来る。

そもそも、私はけしていい子じゃない。

いい子じゃないというより、いい家の子じゃない。

どれだけお金があり、高級マンションの上階に住んではいても、そこに住めるだけのお金を父親がどうやって稼いで来るのかってのを、薄々は知っている。

仁内君と、京市君の会話だって、とっても危ない話を片付けろと言っているのだろうと、予想はついている。

だけどそんな相手が、親だったり兄だったりするから、ある意味諦めもついていたりして。

だって、それを否定してしまうと、自分自身を否定することになる。

そんな稼ぎ方をしたお金は嫌だなんてことを、真剣に考え出せば、親を捨て、家を捨てるしか道はなく。

そんな危ない話と関わる人間は嫌だと思えば、兄と絶縁するしかない。

だからその辺を、見ないふり、感じないふりで、やりすごす習慣も身についていて。

「誠二君」

「ん？」

「完全に褒めてないよね」

私がそう言うと、明らかに楽しそうな微笑ほほえみを見せ。

「いや、褒めてるよ。乃愛はいつだって俺の憧れだしね」

よく言うよ。

誠二君こそ、憧れられる存在なくせに。人ってのは、自分にないものを、無駄に求めたりする生き物だと思う。

たとえば、夜な夜なBlack Townで男を漁あさり、乱れた遊びをしている女子でも、意外に理想というのはごく一般的だったりする。

普段の自分と、理想の自分は違う。そうなると当然、普段好きになる男と、理想的だと思う男は違ってくる。

誠二君は、そんな女子達の憧れの的だった。

現実問題、誠二君を、どうこうしようというわけでもないらしく、学校で見かけると声をかける程度で終わっている。

だけどそれは、誠二君が私など選ぶわけないという、ある意味謙虚な気持ちの表れなんじゃないかと。

男に慣れてはいるので、声をかけることに躊躇いはない。

だけど、誠二君は犯せない聖域のような存在でもある。

だからこそ、男に慣れた女子にでも、それ以上踏み込まれることなく無難な距離感で憧れられているんじゃないかと。

そんな誠二君は、優等生風の爽やかな見た目で誤魔化してはいるけれど、私なんかより何枚も上手だ。

だって誠二君の親も、私の父親と同じ“極道”という、特殊な職業に就いているのだから。







危機的状況







「雨凄すごいけど、大丈夫？」

塾の授業が終わり、傘を手に持ち、帰ろうとしていると誠二君が声をかけて来た。

「うん、大丈夫」

「俺が終わってれば、送って行くんだけどな」

外の雨を気にしながら言われ。

「いいよ」

受験生である誠二君は、私より授業量も多いらしくまだ帰れない。

とはいっても、送ってもらう気など最初からなく。

「でも、やっぱ送ろうか？　どうしても受けなきゃいけない授業でもないし」

「いいって。ホント大丈夫。最悪何かあれば、京市君がつけてる見張りもいるだろうし」

そもそも、どうして見張りをつけるのか理解できないところだけど、あまり深く考えたことはなく。

でも、私が気づいた感じで言うと、単純にその辺をウロついている人間に、ついでに見張らせているのだと思う。

この時間、この辺りにいるのなら、家に帰るまで見ていてくれと。

その途中何かあったら、助けてやれ程度の話。

ここはBlack Townの中じゃないので、いくら京市君でもわざわざそのためだけに、人を使っているってのは考えにくい。

それに現実的な問題として、何があるわけでもない。

この辺りの人間は、基本私が誰か知っているのだから。

「やみそうにもないし、もう行くね。また」

誠二君にそう言って、塾を出た。

「乃愛っ」

「うん？」

雨が傘に降り注ぐ音で、声だけでは聞き取りにくい。

なので、振り返って誠二君を見ると。

「夏休み、どっか行こう」

「え……」

「休みの日、息抜きのデート付き合ってくれよ」

誠二君とデート？

今まで一度もそんなことを言われたことがなく、少し驚いていると。

塾のガラス扉を開けたまま、私を見ている誠二君が穏やかな笑顔を見せた。

「さっきのに、興味ないことには鈍感、ってのもプラスするよ」

さっきのって……。

「じゃあ、気をつけて」

そう言ってガラス扉を閉め、塾へと入って行く。

予想外のことを言った誠二君を雨の中見送りながら、私は嫌なのかどうかを考えていた。

ボトボトと傘を叩たたく大雨の音は、何一つ美しくなどなく。

雨の湿度でレンズが曇り、ただでさえ悪い視界がより悪くなった。

今日はコンタクトにすればよかった。

失敗したと思いながらも、今更どうしようもないのでメガネを外し、鞄かばんに入れた。

誠二君とデート。

正直、ありかもと思った。

好きだとかそういうことではなく、もっと単純に誠二君ならいいんじゃないかと。

私の周りにいる人間の中で、一番、違和感がない相手。

同学年の少数派仲間の男子よりも、Black Townの中で忙しく動き回っているだろう京市君よりも、誠二君ならより私に近い気がして。

勉強の話ができて、わからないことは教えてくれるのだから、会話もそれなりに楽しい。

それでいて、やっぱり誠二君もBlack Townの人間だったりするから、気心も知れている。

何より、誰もが納得する気がして。

仁内君の唯一の友達で、申し分ないほど頭がよく真面目な男は、それだけでありなんじゃないかと思えた。

そうか、デートね。

あまり堅苦しく考えず、好きなところに連れて行ってもらえばいいんじゃないかと。

そんなことを吞気に考えていた私は、あまり周りを見ていなかった。

とはいっても、メガネを外している今、視界にはフィルターがかかっていて、見ようと思っても無理だっただろう。

大雨の道路を、靴が濡ぬれるのを覚悟で歩いていた私は、車がザッと音を立てて水しぶきを上げたとき、思わず避よけようとして顔を上げた。

紺色のワゴン車のドアが横に開くのが、フィルター越しにでも感じられ。

え……待って。噓、何っ……。

そう思ったときには、持っていた傘が手から放れ、路上に落ちていた。

それは一瞬の出来事だった。

身体が宙に浮いたのは、強引に抱きあげられたからだと気づくのが遅れ。

傘から手が放れたのは、車に無理やり引っ張り込まれたからだと気づくのも遅れ。

道路に落ちた傘を回収するのが、見知らぬ男だと気づくのも遅れる。

そのどれもが、気づいたときには終わっていた。

スライドドアがバタンと閉まると同時に、車が動き出す。

一番後ろの座席に強引に押し込まれるとき、足首に強い痛みが走った。

足がシートに引っ掛かっていたのに、無理やり後ろへと押し込まれたことで、変な方向に力がかかったらしく。

「痛っっ！」

本気で痛かった。思わず声が出ても解放してはもらえず。

引っ掛かっている足が慌てて外され、やっぱり奥へと押し込まれる。

「どうすんだよ」

「とにかく、連れて行くしかねえだろっ」

「マジでやるなんて……」

「うっせー、お前が言い出したんだろっ！」

「わかってる、ちょっと黙れっ」

男達が車の中で言い合うのを、押し込まれた一番後ろの席で愕がく然ぜんとしながら聞いていた。

今の状況が、私に理解できるわけもなく。

待って、どういうこと。

今にも恐怖に震え出しそうな身体を、両手で抱き締めながら、必死で頭を働かせる。

パニックになったら、何も考えられなくなるから。

だから、待って……。

自分で自分に言い聞かせ、恐怖に吞のみ込まれないよう、とにかく必死で考える。

どういうこと。何人？　そう、何人いるの？

車内を見回しても、暗くてハッキリ見えず。

どうしてメガネを外したんだろう……。

いい、そこはいい。そうじゃない。人数は５人。

全員見たわけではないのでわからないけれど、チラッと見えた２人は少なくとも見知らぬ顔だった。

ということは、全員知らない人間なのかも。

そう思ったとき、恐怖が足元からゾクリと這はいあがり。

ガタガタと震え出す身体。

マズイ。だめ、待って。

誠二君は？　だめだ、塾へと入って行った。よほどの用事でもない限り、この雨の中、また出て来た可能性はない。

だったら？　だったら……そうだっ、京市君は？

ふいに絶望という感情が、胸を押し潰そうとしてくる。

今日は大雨。

斜め向かいのコンビニの前に座り込み、いつもはガラ悪くたむろしている男達の姿を、今日は見なかった気が。

何より、一度は落とした傘も拾われている……。

「予定通りで行くのか？」

「ああ、それしかねえだろ」

「マズイぞ、誰かに見られてたら」

「いや大丈夫なはずだ、すぐだっただろ。周りに人もいなかった」

男達にも多少の動揺があるのか、早口で言い合い。

そして一瞬車内が静かになったとき、運転席から今後の行動を決めかねるとでもいうような声が聞こえた。

「マジでやるのか……？」

マジで何をするのか考えたくない私は、痛む足首を押さえながら、シートの上で小さくなり怯おびえていた。

金銭目的の誘拐にしては、男達が若すぎる。

きっとそうじゃないだろうと思えた。

ただ、そこに私がいただけなんじゃないかと。

違う女の子が通りかかっていたら、その子が被害者になったんじゃないだろうか。

でも、予定通りって……それしかないって。

だとしたら、私が誰かわかっての犯行ってことになる。

どうして私？

そう考えると、今度は急に理由が溢あふれて来た。

父親の関係だろうか。

大きな組織のトップにいる父親は、それなりに名前も顔も知られている。

関係ない世界の人間は知らないとしても、興味を持つ人間からすると、父親は知る人ぞ知る人間ってことになり。

何よりBlack Townは私の身近に存在する。

だけどBlack Townは基本的に街ってだけで、特別なチームやグループがあるわけではない。

いつかはカモになる人間を、今から飼いならすのが目的の街、ってだけだと思っていた。

だから、敵がいるなんてことは、考えもしなかった。

一般的に言う、不良なんていないと思い込んでいたから。

どこに連れて行かれるのか、そこで何をされるのか。

考えると怖かったので、できるだけ考えないようにしながら、とにかく逃げることを最優先にしようと思った。

誰かに連絡を……。助けに来てくれる誰かに。

鞄は前の座席にある。でもケータイがポケットに入っているのを思い出した。

幸い私は、一番後ろの座席に押し込まれている。

隣には誰もいない。

震える手でポケットから静かにケータイを取り出し、声を出すわけにはいかないのでメールを開く。

真っ先に仁内君にと思ったが、メールのアドレス欄にはなく。そうか、メールは知らないのか。

世の中の兄妹きょうだいって、普段メールでやり取りとかするのだろうか。

一瞬、今はどうでもいいようなことが頭をかすめる。

違うそんな場合じゃない。焦る気持ちからくる、パニックを落ち着かせ、京市君のアドレスを表示する。

どう知らせるのが、簡潔でわかりやすいのか必死で考える。

─助けて、車の中、知らない人、連れて行か──

車内は雨の音と、男達の押し黙る空気と、暗い闇しかない。

そんな中でのケータイ画面は、思いがけず明るく光り。

「電話持ってんぞっ！」

その声にハッと顔を上げると、バックミラーに映る運転する男の、慌てた声が聞こえ。

前に座る男が振り返ったとき、誰かに伝えることも、逃げるすべも、全てが失われた。

取り上げられるケータイ。

３人目に見た男の顔も、やっぱり知らないという絶望。

何をされるのだろうと考えるときだけ、やけに冷静で、簡単に想像ができる、他人事のような感覚。

恐怖が濡れた足を冷やし、身体を冷やし、湿った自分の髪に不快感が募る。

車が止まったのは、思いがけず、何もないところだった。

どこかに連れ込まれるということを想像していたので、川沿いの橋の下に、隠れるように車を停めるとは思っていなかったから。

それでワゴンかと思った。これならわざわざ、他の場所を用意する必要もない。

橋の下に入ったことにより、雨から逃れられ、車がアイドリングの音だけになった。

突然、静寂が訪れた気がした。

不気味な静けさ。

暗い車内。

慣れない車の匂い。

ズキズキと痛む足首。

曇る窓ガラス。

「やるか……」

「だな」

「やるって、あのヤる……だよな？」

「ああ、普通はそうだろうな」

静かに交わされる会話は、まるでお互いがお互いを確認し合っているかのようで。

乗り気じゃない……。

そんな気がした。好きで、こういうことをしようとしているわけではないのだと。

もしかしたら、上手くいけば、何事もなく帰ることができるんじゃないかと思ったとき。

「いや、ヤる。考えろ、彩あやちゃんも同じめに遭ってる。あっちは、同情なんて感情持ち合わせてねえぞ」

彩ちゃん？

誰……彩ちゃんって誰？

「だな。これが向こうの連中だと、完全に振り切ってやりたい放題してるはずだ」

「ああ、だから嫌きれーなんだよっ。あっちの連中は、やることと物の考え方が、半端なくタチ悪わりぃんだよっ！」

それは、自分達がこれから犯す罪の正当性を、無理やり見出そうとしているかのようで。

ということは、やはり実際は乗り気じゃないのだと思った。

だけど、だからこそ、こういう場合はきっと、一度始めると止まらない。あとに引けなくなる。

ふいに前の座席が動き、背せ凭もたれが倒れてくる。

突然フラットになった座席は、車内に驚くほど広い空間を作り出し。

運転席と助手席に座っていた男が、それぞれ車から降りる。

普段から夜に人が通るような場所でもないのか、街灯の明かりなどは見当たらず。

ワイパーの動かなくなった、フロントガラスの向こうでは、橋から落ちてくる大量の雨が、ボトボトと流れ落ちているのがぼんやりと見えた。

考えないようにしようと思った。

男の手が私の腕を摑んでも、フラットになったシートの上で、暴れる私を押さえつけようとする別の男の手も。

全部考えないように。

恐怖に震える身体が、どこまでも冷たくなっていっても、どれも考えないように。

すでにフィルターがかかっている視界は、強く閉じ、何も見えない状態で考えない。

服が引っ張られ、ブラウスが破れる音がしても、聞こえなかったことにして。

摑まれ押さえつけられる足首が痛い。

下着に男の手が触れたとき、ふいに叫び声が聞こえた。

「くそっ！　誰か来たぞっ！」

その声に、車内の動きが止まる。

反対に外にいたはずの運転手と助手席の男が、慌てて車の周りを走る音が聞こえ。

運転席と助手席のドアが開く。

「誰だよっ、見られてねえって言ったのっ！」

「やべえぞ、あの人数じゃ無理だ。逃げるしかねえっ」

「早く出せっ！」

そう言いながら、車に乗り込んでくる男２人。

ドアがバタンと２回閉じる男が聞こえたのと同時に、そのドアが外から強い力で蹴られる音がした。

「ぶざけんなっ！　出て来いっ！」

ロックがかかるより前に、ドアが開けられる。

引きずり降ろされる運転席の男を見たとき、私の身体は解放された。

慌てて誰かに電話する別の男。

状況を説明し、助けを求める声が車内に響く。

「禅ぜんさんに伝えてくれっ……人数が多くてっ、夜見だっ、夜見もいるっ、わかってるっ、でもこのままではっ……」

車内ライトが点灯したことにより、視界がわずかに戻って来る。

後ろのスライドドアが開き、見知った顔を確認して、涙が零こぼれた。

助かった……。

「殺すぞっ！　何やってんだよっ」

「うるせえっ、やめろっ！」

「ふざけんなっ！」

突然始まった暴力。全ての男が車内から出て行き、外にいる人間と殴り合う。

半端な開け方だったからか、自動で閉まろうとするスライドドアから見える、金色の髪が私をホッとさせた。

それは運転席にいた男とやり合う、京市君の姿だった。

ブラウスの胸元を搔かき合わせ、私は車の隅でジッとしていた。とにかく助けは来た。

ぼんやりとしか見えないけれど、外の人数は多く。

車の男達が５人だったので、そう考えると遥かに助けの方が多かった。

スライドドアが勢いよく開くと、無意識にビクリと身体が跳ね上がる。

「乃愛ちゃん……大丈夫？」

見知った男に聞かれ、何度も頷いた。

「よかった」

心底ホッとしたように呟つぶやく男が、自分の着ているジャケットを脱ぎ私にかけてくれる。

「降りられる？　向こうに車ある。そこまで行ける？」

震えている私を心配してなのか、そう聞かれ。

ふと外を見ると、いまだ殴り合う男達の姿に、今度は別の意味で怖くなり。

どれだけ周りに、暴力や犯罪や無秩序が横行しているとしても、私自身は別の世界で生きていて。

「いいよ、あとでも。もう大丈夫だから。他の人間も向かってるし」

そう言われて安心した。これで本当に大丈夫なのだと。

なのにそうはいかないのが、世の中ってものらしく。

暴力が収まるのを車内で待っていると、突然フロントガラスから眩まぶしい光が差し込んできた。

「誰だ？」

車内で私についていてくれる男がそう言ったとき、眩しい光が消える。

それは向かいから来た車のライトだったらしく。

バタンという音と共に、１人の人間が降りてくる。

「舐なめたことしてんじゃねえぞっ！」

そう言った男が、走ってきてその勢いのままこちら側の人間を殴り付けた。

「マズイっ！　加勢だ。乃愛ちゃん、ここにいて、動かないで」

男が慌てて車を降りる。

「どっちが、舐めてんだ？　ああっ？　ふざけんなっ！」

京市君が、殴られた男が倒れ込むのを見て、殴った男に摑みかかった。

最悪だと思った。

だって、その男はあまりにも強かったから。

「先に手を出してきたのはどっちだっ！　何がBlack Townだっ。女見りゃあ、すぐ犯すことしか考えてねえゲスな集団のくせしやがってっ！」

たった１人なのに。

その男を乗せていた車はバックしたのか、離れた場所へと避難している。

「京市っ！」

京市君の身体が男に殴られ、地面に叩きつけられるのを、私は車内から啞あ然ぜんと見ていることしかできなくて。

一度はホッとしたはずの身体が、また震え出す。

完全に圧おされだしたこちら側。

「京市？　ふーん、お前が夜見か。初めましてだな」

嫌味っぽく言ったその男の余裕の声。

「……大おお森もりか」

「何だよ、知ってんのか。俺も有名なんだな。つーか、来んの早はえーだろ？　ちょうどBlack Townから帰る途中だったんだよ。運がよかったな」

視界が悪いので、ハッキリとは見えないけれど、けしておおがらな男ではないのだけはわかり。

それなのに、男の動きは鮮やかだった。

「どうした？　せっかく俺が相手してやろうと思ってんのに、その程度なのかよ」

倒れ込む京市君を、無情にも蹴りあげる。

そうしながらも、周りの人間の攻撃を避け、殴り、ときに蹴りつける。

ふとフロントガラスの向こうで人影が見えた気がしていると、離れた場所に停めた車から降りて来たのか、別の男が静かに歩いて来た。

間違っても、慌てている様子ではない男が近くまで来ると。

「龍たつ輝き、やりすぎんな。手を出してんのはこっちだ」

「何言ってんだよっ、彩さん怯えてるだろ、もともとこいつらが……」

「それでもだ」

「仲間割れかよ……族の……いまどき寒さみぃ、友情ごっこも……その程度なのかよ」

倒れ込んだ京市君の声を聞き、龍輝と呼ばれた男が黙ってろとでも言うように、再び蹴りあげ。

もはや形勢は完全に逆転した。

たった２人の男の登場に、圧されはじめるこちら側。

しかし、こちら側の人数が再び増え、相手の動きを止めようとしたとき、更に何台かの車が川沿いから橋の下に滑り込んできた。

もう何が何だか私にはわからず。

だけど、その男の登場は、間違いなく事態を収めるだけの威力があった。

何人かの男が車から飛び降りて、向こう側が駆けつけて来る。

そんな中、１台の車から降りて来た男に、こちら側に動揺が走った。

「竜りゅう崎ざきだ……」

「マズイんじゃねえのか。仁内に連絡した方が……」

「いや、京がそれはするなって」

その声を最後に、橋の下の全ての動きが止まった。

雨の音だけが聞こえる中、竜崎と呼ばれた男がこちらへと歩いてくる。

ああ、トップだと思った。

なぜかはわからないけれど、その男は間違いなく頂点に立つ人間だと、空気だけで私に知らしめ。

そしてその男のしたことは、あまりにも意外だった。

迷いなく向かった先にいた相手の頰が、無言で殴りつけられる。

殴られた男の身体が、ズザッと地面をわずかに滑ると。

「誰が許したんだ？」

それは低く、地を這うかのような、ぞっとする怒りを湛たたえた声だった。

「……あ、すみませんっ」

慌てて謝るのは、私を抱きあげ車に乗せた男。

「俺は許してねえな？」

「はいっ……でも……」

言い訳しようとする男から視線を逸そらし、周りを見て。

「夜見ってのは？」

「俺だ……」

倒れ込んだままの京市君が声を出すと、男が傍そばまで行き、その前にしゃがみ込んだ。

「先に彩がそっちで襲われてる」

「だから、何だ……」

「ここはお互い様ってことで、今回の件は許してくれるとありがたい」

「ふざけんなっ……乃愛まで巻き込みやがって……」

そう言った京市君の声からは、深い後悔が聞き取れ。

ふいに男が立ち上がり。

「今日はここまでだ。どっちにしても、その人数だと勝ち目はねえよ」

それは間違いなかった。

そもそも、あの異常に強い男がいる以上、こちらの人数がどれだけいようと勝てる気がしない。

「黒こく統とう会かいが出てくんなら、話は別だけどな」

「出してくれって……話なのか？」

京市君が嫌味っぽく笑うと、男はそれに答えず一瞬周りを見渡し。

「終わりだ」

その一言で、全ては終わったとでも言うような空気が辺りを支配し。

まだやられていなかった男達が、倒れた男達に手を貸し。

車を移動させるためか、走って戻って行く男。

それぞれが解散を始める中、その男がこちらを見た。

静かに歩いてくる男が、開け放たれたままのスライドドアから車内にいる私に気づき。

怖かった。ただ、ただ怖かった。

今日の全ての出来事も、今私に近づいてくる男の存在も。

全てが怖かった。

車に近づいてきた男が、ドアの前で足を止め、怯える私を見た。

後悔した。視線を合わせていたことに。その男に見つめられて、逸らせなくなったから。

簡単には消えない恐怖に震える身体。

男の鋭い視線。

肌けた胸元を握り締めたまま、動けなくなった私。

ふいに振り返った男は、近くにいた別の男に声をかけた。

「降ろしてやれ。これ以上、怖がらせねえようにな」

それが“Dragonドラゴン Blackブラック”という名の、有名な暴走族の総長だとは、このときの私はまだ知らなかった。







危険回避







その日、その後、Black Townへと戻り、仁内君にことの全てが告げられると、私は着替えさせられ家へ帰された。

母親に心配かけるつもりもなかったし、そうして欲しいと頼まれもしたので、とりあえず親には黙っていることにした。

ただ京市君だけは、何かを強く後悔しているような顔をしていて、けして私を見ることはなかった。

家に帰った頃、降り続いていた雨が上がり、そのことが皮肉だと変に笑えたのは、雨さえ降っていなければと思ったのかもしれず。

雨だったから、きっと気づかなかったのだ。

もし雨さえ降っていなければ、あんな目に遭うこともなかったんじゃないか。

雨でなければ……。

考え出したらキリがなかった。

次の日は日曜で塾はなかったけれど、あったとしても、行くことなく家に籠っていただろう。

部屋から出ずに、母親には具合が悪いと噓を吐く。

雨でなければ、噓を吐く必要もないのに。

そんなことを考えていた日曜の昼過ぎ、家に来たのは仁内君だった。

「仁内君が、話があるそうよ。乃愛、出て来れる？」

部屋の外から聞こえる母親の声は、突然の義理の息子の訪問に少し嬉うれしそうにも聞こえ。

私が仁内君のことをお兄ちゃんと呼ばないのは、小さい頃からずっと、母親がそう呼んでいたからだろうと今更気づいたりした。

「こっち来てって言って」

「部屋に？」

「うん」

間違っても、母親の前で話せる内容じゃないことは予想がつく。

「今日はご飯食べて行く？」

「ああ、いや……」

「忙しいの？」

「夜は用事あるんだよ」

「そうなの。だったらお昼は？　食べたの？」

「いや、まだ……」

「それならすぐ用意するわ。何かあったかしら。そうだオムライスは？　仁内君好きよね」

「いいよ母さん、すぐ帰るから」

「そう言わずに、お昼くらい食べて行ってよ」

また言ってる。

すぐ帰るって……。すぐ出る、じゃないんだ。

ベッドの中でシーツを頭からかぶり、そんなことを考えていると部屋のドアが一度開き、閉まる音がして。

「乃愛……」

仁内君の声が聞こえ、ベッドが小さく揺れる。

ベッドに座ったらしい仁内君が、どこか困ったようなため息を吐いた。

「大丈夫か？」

「大丈夫じゃない」

「乃愛……」

「足が痛いの」

「足？」

「車の中で……足を引っ掛けて。腫れてるし……」

「病院は？」

「行かない、絶対行かない。もう外には出ない」

馬鹿げたワガママだとわかっていた。

だけど、言わなければ気が済まなかったのも事実で。

だってこうなったのは雨のせいだけじゃないと、私には薄々わかっていたから。

京市君が言ってたし。乃愛まで巻き込んでって。

“彩ちゃん”ってのが誰なのかは知らないけれど、話の流れから先に襲われてるのはその子みたいだったし。

だから私が……。

「乃愛、悪かった。まさかお前までこんなことになるとは、思いもしてなかったんだよ」

「……誰なの」

「ん？」

「あの人達、誰なの？」

「……族だ。Dragon Blackって言って、暴走族だ」

何なのそれ。好きにやってよ。

どれだけBlack Townが身近だからって、私には関係なかったんじゃないの？

そっちで勝手にやればいい。

あんな風に男の欲望を満たすことで成り立つ嫌がらせも、激しく容赦ない暴力も、全部そっちで勝手にやってよ。

「仕返ししてくれた？」

「……乃愛」

「してきてよ。私が怖かった分だけ、あの人達に仕返ししてきてっ、どうして私がっ！」

シーツの中で思わず叫ぶと、ふいに痛い足首に温かい手が触れ。

「明日、病院行け」

「行かない」

「乃愛」

「絶対行かないっ！」

「悪いな」

「悪いと思うなら……」

「仕返しはしねえんだよ」

静かな声でそう言いながら、腫れた足から手を放す。

仁内君はいつも私のお兄ちゃんだった。

そこにブレは絶対になかった。

どれだけ母親との関係が微妙だとしても、私の兄としての仁内君はいつだって完璧だった。

それなのに……。

思わずシーツから顔を出すと、足を見ていた視線が上がり。

「こうなったのは、俺のせいだ。でも、仕返しはしないつもりだ」

「どうして……」

「好きな女がいる」

好きな女って……。だから？

だから何なの。それとこれに何の関係が？

思わず呆あきれて笑いそうになった。

どうして好きな人がいると、妹の私が襲われるわけ？

馬鹿にしてる。

私を馬鹿に……。

「その女が、向こうの幹部の妹なんだよ」

「だから？」

「元はと言えば、俺が知らずにその女に会ってたことで、ドラブラとの関係が……」

「彩って人？」

「彩？　いや、違う」

違うって……。

全くわからない。全然わからない。

「お前には悪いと思ってる。でも、仕返しってのはしない」

「どうして、私がこんな目に遭ったのに。怖かったのに？　凄く怖かったのにっ……」

「悪いな」

「謝って欲しいんじゃなくてっ……」

「その女を手に入れるためには、こっちもどこかで譲歩する必要がある」

何それ。本気で何なの。

「乃愛をこんな目に遭わされてんだ。本当なら許そうとは思わねえよ。でも、そこを耐えねえと、前に進まねえんだよ」

「京市君は？」

「京市も納得済みだ。大体、あいつが全ての元凶でもあるし、さすがに後悔してんのか……」

「噓っ、京市君凄くやられてた。なのにいいの？　何よ暴走族って。そんなの私には関係っ……」

「乃愛。もうねえよ。これからは絶対にこんなことない」

「わかんないよ、仁内君は知らないからっ、どれだけ怖かったと……」

どれだけ怖い思いをしたと思ってるの？

本気で怖かったのに、それをなかったことにしろと？

「向こうも、そこは約束してる」

「何言ってるの？　そんなの信用できないよっ」

あんなことをする人達なのに、信用なんて。

鮮やかだった暴力も、突然出て来たあの男の空気も、全部私の知らない世界だった。

Black Townにはない、何かがあの人達にはあった。

娯楽と、快楽と、お金が全ての、他人には無関心な世界Black Townにはない何かが、あの人達には。

「総長の竜崎って男は、こういうことは望んでない」

「でも、現実にっ……」

「乃愛。ドラブラは、遊びで族をやってるわけじゃねえ」

遊びでやってない？

暴走族が遊びじゃない？

それこそ馬鹿じゃないの。

暴走族が何を生み出すの？

「今回のことは異例中の異例だ。本来のドラブラは総長の竜崎禅がそう言うのなら、それは絶対なんだよ」

その男がそう言うのなら、それは絶対……。

ふとあのとき見た男を思い出す。

絶対的な何かを持っていた男。

人の上に立つことを疑いもせず、堂々とそこに君臨する。

あの状況で自分側の人間を、迷いなく殴った男。

俺は許していないと。こんなことをするのは、けして許していないと。

だからって……。

「乃愛に対して、謝罪の意思はあるって聞いてる」

「聞いてる？」

「ああ、京市がすでに、交渉始めてるからな」

「どうして仁内君がしないの？」

だって、元はと言えば仁内君のせいなんでしょ？

そう思っていると、少し笑ってため息を吐き。

「俺が出ると、お互い感情的になって、話し合いにならねえしな」

好きな人を、手に入れたいがために。

「ドラブラにも、交渉ごと引き受けてる人間がいるし、直接の対話は避けてる」

何だか自分の怒りも忘れ、単純に凄いと思った。

絶対的な総長がいて、あれほど喧けん嘩かの強い人間がいて、更には何か交渉ごとがあるときには、それを専門にする人間が出てくるなんて。

遊びじゃないっていうのが、それでよくわかり。

「向こうは？」

「ん？」

「向こうにはどんなリスクが？」

だって私の仕返しはせず、京市君の仕返しもしないとなると、こちらばかりが譲歩してるんじゃないの。

そう思ったとき、仁内君がどこか寂しそうに笑い。

「極道なんかになる男に、自分達の大事にしてる女差し出すなんてこと、どれだけの譲歩されても、普通は納得しねえよ」

そうだった……。

こっちはそんな世界なんだった。

忘れかけていた。

どれだけ私が普通でいようと思っても、いい家でいい育ちをしているわけじゃない。

あんなことをされてと傷ついているけれど、この家も私の食べる食事も、塾に通うお金さえも、全て誰かの犠牲の上に成り立っている。

仁内君が家を出たのは、母親との関係だけじゃない。

逃げられない自分の未来から、少しでも目を背けたいから。

仁内君を含め、学校にいる４割強の、未来を約束された生徒達も同じ。

進学することなく、大きな組織に取り込まれることが、すでに確定している人間にとって、授業で習うことなど意味がなく。

それでもみんな学校に来るのは、違う道を見つけられるんじゃないかと、どこかで思っているからなのかもしれず。

黒統会という強大な力があるんだから、仕返しして欲しいと簡単に考える私だって、結局はそんな世界の人間だということで。

「そんなに……」

「ん？」

「妹の私がこんな目に遭ってても、その子がいいの？」

そういうことでしょ？

仕返しってのはもういいとしても、私のことをなかったことにするから、その子が欲しいってことなんじゃ……。

そう思ったとき、仁内君が私から視線を逸らし。

「そうだな、あいつがいい……」

それはずっと一緒にいたはずの、絶対的な愛情をくれると思っていた兄の……。

初めて見せた、苦悩に満ちた顔だった。

けして簡単に、許そうと思っているわけじゃない。

本気で相手を潰そうと思えば、組織をも動かせる仁内君にはやれるだけの力だってある。

だけど、それをせず、私にこうして謝りながらも、それでもその子がいいのだと。

私はどこかで思っていた。

どれだけ離れて暮らしていても、仁内君は絶対なのだと。

だからこそ、放っておけばいいと少し冷たいくらいの感情でいられた。

だってずっと小さな頃から一緒にいたし。

他よりちょっとだけ複雑な環境のせいか、私達は普通の兄妹より仲が良かった。

母親に気を使う仁内君を見ている私と、そんな私を安心させるため、より普通に振る舞おうとしていた仁内君。

もしかしたら、母親だけじゃなく、それら全てが仁内君にとっては、重荷になっていたんじゃないかと。

「その子って……可愛いの？」

私がそう聞くと、一瞬笑った兄は、小さく頷いた。

「そうだな」

何だか、もういいと思った。

そのたった一言が、あまりにも私に響いたから。

母親と話しているときも。

父親と一緒のときも。

小さな頃私と遊んでいるときだって……。

これほど穏やかな顔をした仁内君は、見たことがなかったから。







その日、母親の作ったオムライスを一緒に食べた仁内君は、事実を隠しながらも、私の足のことを母親に告げた。

明日病院に連れて行くと言い、自分の居場所である家へと帰って行った。

心配する母親に理由を聞かれるので、大雨の中滑ったときにくじいたんじゃないかと、適当に噓を吐いておいた。

だから次の日の月曜の朝、当然私は仁内君に病院に連れて行ってもらえるものだと思い込んでいた。

それなのに、家を出ると、その電話はかかって来た。

『壮そう市いちが下で待ってる。送ってもらえばいい』

壮君が？

いや、壮君のことは嫌ってほど知っている相手なので、そこは驚きもしないんだけど。

送ってもらえばいいってのに引っ掛かり。

「え……じゃあ、仁内君は来てないの？」

でも考えると、別にそれもいいんじゃないかと。

壮君がいるなら、何も問題はないし。

私の中で、壮君と言えば、全てが間に合う人という認識がある。

ヤクザだけど、大人で車にも乗れるし、お金だってもってるし、その上優しいし。

『壮市には事情を説明してある。親父に口止めもしてるから、気にしなくていい』

そうなんだ、じゃあ別にいいか。

なんて思った私に。

『病院代、向こうの言う通り、勝手に出させりゃいい。壮市もいるから、その辺は安心してろ』

「え……」

誰に病院代を出させるの？

壮君って意味……。

『いくら竜崎でも、こっちに来てる以上、勝手なことはできねえしな』

いくら竜崎でも？

こっちに来てるってことは、壮君もいるし安心だってことは、その男が一緒に行くってことに聞こえるんだけど。

「え、どういう……」

私がそう聞くと、仁内君がため息を電話越しに吐き。

『向こうにすると、このことで借りは作りたくねえんだろ。自分側に非があるままだと、強く出られなくなる』

知らないんだけど。

そんなの、本気でどうでもいいけど？

だって私には関係ない話だよね。

仕返しはもういいし、そこは諦めたんだしそれでいいんじゃないの。

『こっちがよければ、病院連れて行くってのもするし、最悪治療費だけは、譲らねえって言うから、だったら勝手にやってくれって話になったんだよ』

「ちょっと、待ってっ。そんなの、だったらその最悪ってやつの、お金だけもらえばいいんじゃ……」

どう考えてもそう思うんだけど。

病院に連れて行くってのは、こっちが断れば済む話なんじゃないの？

そう思っていると。

『京市が言い出した。向こうに恩売るのもありだって』

恩を売る？

それって……。

『俺は反対したんだけど、京市がそれくらいしないと、相手にこっちの痛みが伝わらねえって』

「何それ」

『金払って終わりなのと、実際に病院まで連れて行かせて、怪け我がの具合見せるのとではわけが違うってな』

確かにそうかもだけど。

いや、だからって……。

『向こうから申し出てることを、無駄に蹴るより逆に利用すりゃいいって』

信じられない……。

よくそんなことが思いつくものだと、感心する。

『これで誰よりも無視できなくなるのは、竜崎だ。総長の竜崎を話し合いに引っ張り出すのが、早い解決に繫がるってな』

それはとても上手い話に聞こえ。

一体、どれだけ巧妙なのか……。

『京市の計算高さには、本気でゾッとするな』

呆れたような口調で言い。

「だったら、仁内君も来てよ」

『今俺が顔合わせると、病院どころの話じゃなくなる』

「じゃあ、京市君は？」

私がそう聞くと、一瞬だけ間を空け。

『京市はしばらく出て来れねえよ』

「え？」

『４、５日は、動けねえだろうな』

そんな馬鹿な、動けないって……。

「でも、あの日は帰って行ったよ？」

確かにやられてて痛そうではあったけど、車から降りるの見たし。

『ああいうのは、直後より、あとからくるんだよ』

そう言われて、確かにそうかとも思った。

だって現実に私の足は、今日が一番痛い気もするから。

ということは、京市君は家から出られず、学校にも行けないってこと？

だけど、交渉は電話ででもできるので、問題ないのかもしれず。

『とにかく壮市がいるし、絶対安全だ』

信じられなかった。そんなのありえない。

だけど、話の流れからいうと、避けられないのも何となく理解できた。

そして何より、やっぱりBlack Townだと思え、どこか安心できた自分がそこにいた。

他人を欺き、大した労力を使わず、利益だけを吸い上げる能力に、恐ろしく長たけている人間の集まり。

それがBlack Townのあるべき姿だとも言える。

京市君は、まさにその能力をフルに活用していて。

だからこそ、あの街を纏めてもいられる。

そしてそのことに、どこか安心する私もやっぱり、そんな人間の１人なんじゃないかと思えた。

誠二君の言った、スレた冷たさってのが、私の中にも確かに存在するのだから。







危険なオーラ







ありえないと思った。

どうしてこんなことになるのか、本気で不思議だった。

たったの２日前なのに。

あの夜まで、平穏に過ごせていたはずの私の世界は、脆くも崩れ去った。

病院など行かなくてもいい。

そう思うほど嫌なのに、痛みは激しさを増し、普通に歩くことも困難だったりするから。

痛い足をできるだけ浮かせ、壁伝いに手で体を支えながらマンションを出ると、その男はそこにいた。

まだ７月初めだというのに、例年より早い梅雨明けは、明るい朝の日差しを世界に降らせ。

あの日に見えなかったものを、クリアになった視界に映し出す。

私とは違う制服を着た男は、車の前に立ってた。

黒い髪はスッキリと短く、男の持つ堂々とした姿勢を見せつけ。

グリーンのブレザーの中には、肌けたカッターシャツ。

ブレザーより色の明るいネクタイは、首にかかることすらさせてもらえないのか、胸ポケットに強引に押し込まれている。

何より目を引くのは、この前は暗かったのと、私の視界が悪かったことにより見えなかったらしい、トライバル柄の複雑な模様をしたタトゥー。

それが襟足から、首へ、肩へと流れるように模様を描いている様は、高尚な芸術にでも触れたかのような、一種の感動に似た何かを私に与え。

ありえないと思った。

こんな男と、会話などありえないと。

あの夜初めて見たときの怖さなど、今と比べると可愛いものだったと感じるほどに、その男は爽やかな日差しの下で、危険な色を発してた。

何が気に入らないのか、とにかく不機嫌な顔で、私が庇かばう方の足を見つめている。

壮君が運転席から降りて来て、傍まで来る。

「おはよ。思ってたより、痛そうだね」

「うん……酷くなってきて」

「どうする、助手席にする？」

「そうする」

即答だった。

だって、あんな男と一緒に後ろに乗るなんて、何かの罰ゲームにしか思えなかったから。

壮君に支えられて、車に近づくと、男が何を思ったのか助手席を開け。

「悪かった……申し訳ない」

少しだけ頭を下げて言われた言葉に、私は何も返さなかった。

けして怒っていたんじゃない。

ただ怖かっただけ。

全てが怖いと思った。耳の裏まで絡みつくタトゥーも、男の発する得体の知れない危険なオーラも、謝罪をしているというのに不機嫌な表情も。

全てが怖かった。

壮君に助けられ乗り込んだ車内は、エアコンがかかっていて。

「病院は、こっちの段取りでいいんだな？」

運転席に座った壮君が、後ろに乗り込んだ男に聞くと。

「ああ」

この上なく、無愛想な声が返って来る。

謝罪の意思など本当にあるのか、あやしいと思った。

それほどその男は、素っ気なく、不機嫌で。

この手のタイプは嫌いだと思った。

総長なのか何なのかは知らないけれど、とにかく関わりたくない相手だと。

「学校行く気なのか？」

壮君が運転しながら、私の制服姿を見るので。

「うん、だって明日から期末テストだし」

「そうなのか、じゃあ塾も？」

「ううん、今日はやめとく。家でテスト勉強するよ」

別にテスト勉強くらいどこでもできるし。

「塾行くなら送るよ」

「いいよ、壮君も忙しいのに」

「災難だったな」

壮君が後ろにも聞こえるよう、嫌味を言ったのがわかった。

かといって、後ろの男が何か言うわけでもなく。

「折れてないだろうな」

「そこまでは大丈夫だと思う」

確かにとっても痛いけど、歩いたときに限って強く痛いだけで、常にそうってわけでもない。

だけど、足首が本当に腫れていて。

とはいっても、ローファーなので、足首の腫れには関係なく何とか靴は履ける。

まあ、痛いけど。

「京市が謝ってた」

「うん」

「悪かったね」

「どうして壮君が謝るの？　いいよ、もう」

「でも、京市が巻き込んだって」

細かいところはよくわからないけれど、京市君が来てくれたから私は助かったんだし。

「京市君なんだし、別に気にしなくていいよ」

「そうだな」

「うん、そうだよ」

たとえ京市君のせいで私が襲われたとしても、私達は、そこを責めるほど他人行儀な関係でもない。

わざとじゃないのはわかってる。それくらいの信頼関係はあるし、何より後悔しているのもわかってる。

「それより家から出られないって」

「まあな、でも大丈夫だ」

「足痛くなければ、行くんだけど」

「いいよ。あいつにも心配してくれて、面倒みてくれる女がいるみたいだし」

ああ、まあそうか。

「京市君って、意外に壮君と似てるよね」

「そうか？」

「うん。女子の扱い、似てるよ」

さすがは兄弟って感じがする。

壮君は、私には優しいけれどBlack Townでは、恐ろしく悪い男で通っている。

そして本当に最低な男だ。

Black Townにある、壮君が管理するあちこちの店には、自分が手をつけている女の人達が何人も働いていたりする。

綺麗な女の人達を夢中にさせて、嫌ってほど働かせて、店の売り上げをあげさせ、それでお金を儲もうけている信じられないほど最低な男。

だけど、そのお金の一部は、更に上の組織に納められているのも事実で。

そこはいい。今考えるのはやめよう。

そんなことを思っていると、車が整形外科医院の前に止まった。

「一番近いのがここなんだよ。いい？」

壮君の言葉に、どこでもいいので頷いた。

整形外科なんて、普段本当に来ることがなく。

こんなところに病院があったんだと思っていると、壮君がバックミラーを見ながら。

「ガレージに停めてくるよ」

「うん」

降りるためドアを開けると、それまでずっと黙っていた男が車を降りた。

そして、私が開けたドアの前に立つ。

住宅街の中にある病院なので、前の道も細く、少し停めておくことができないのか。

「先行ってて」

そう言った壮君が、少し小さな声を出し。

「どうせなら、好きなだけ使ってやれ」

冗談だろうけど、そんなことを言われ。

というより、この人と２人になるの？

それは困ると思ったとき、開いたドアから、ふいに腕を摑まれた。

驚いて座ったまま男を見上げると、車の後方に視線を向けていて。

そして鳴らされるクラクション。

細い道で止まっていると、後ろから来た車が迷惑するのだと気づき。

それがわかっている男は、グッと腕を持ち上げ、私を車から降りるよう促す。

どれだけ引き上げられようと、嫌でも地面に足をつかなければ降りられない。

痛いっ、と思ったとき、更に腕を引き上げられ、足に力を入れなくてもよくなった。

「頼むぞ」

壮君が言っても、男は黙ったまま、助手席のドアを閉めた。

私の腕を支え、無言で病院内へと入る。

それほど大きくもない整形外科は、平日の朝という、吞気な空気が漂っていた。

初診なので、保険証を出し、簡単な問診票に記入する間、男はすぐ傍で立っていて。

看護婦なのか、事務員なのかはわからないけれど、白衣を着た受付に座っている女の人が、男をチラチラと見ていた。

あまりにも異質な付き添い人は、院内の待ち合いベンチに座る老人をも驚かせている。

当然だろうと思った。

間違っても普段見ることのない、高校生だろうと。

待ち合いベンチで待っているよう指示されると、男がまた私の腕を摑み支える。

いいと言いたいところだけど、痛いので支えてもらえるのはありがたい。

私がベンチに座ると、男は１人分空け隣に座った。

吞気だったはずの空気が、妙な緊張感に変わるのが感じられる。

私達に会話がないことが気になるのか、ときどきこちらを見られ。だからといって話すことも思いつかず。

そんな微妙な静けさの中、突然空気を変えたのは、診察室から出て来た親子連れだった。

それほど大きくもない院内は、診察室も受付も待ち合いベンチも、すぐ傍にあり。

「あぁ、ママ見てっ、あの人首に何か描いて……」

突然途切れた子供の声。

慌てて子供の口を塞いだ母親が、逃げるように受付の方を向く。

思わず噴き出しそうになった。

まるでドラマやマンガのような状況だと思ったから。

ふと隣を見ると、相変わらず不機嫌なままで、素知らぬ顔をしている男。

こんなことはよくあるのか、一向に動じた気配はなく。

「ねえ、ママ見て」

「黙ってて、ちょっと黙って」

「でもほら」

「いいから、黙って。病院ではシーでしょ」

必死に子供に言わせないよう、言い聞かせる母親が、少し離れたベンチに子供と座り。

「そうだ、あっくん、ご本は？」

「耳にも描いて……」

「シーよ。いいの、ご本読もうね」

何度も子供の口を塞ぐ母親を見ていると、何だかこっちが気を使う気分になり。

「ほら、本取ってきて」

「えぇ……」

「いいから、早く」

気を逸らせようとしている母親と、とにかく隣に座る男が気になる子供。

渋々というように立ち上がり、本が置いてあるマガジンラックに近づきながらも、男をジッと見ている。

本を持って、わざわざ遠回りまでして、男の前を通り過ぎようとするので。

「凄いよね」

私がふと子供に声をかけると、待ってましたとばかりに立ち止まり。

「うんっ」

「見たい？」

少しだけいたずらな気持ちで聞くと、大きく頷くので、私と男の隙間をポンポンと叩いた。

「おいで、見せてもらえばいいよ」

私がそう言うと、子供は明らかに目を輝かせたけれど、隣の男は、何を言い出すんだとでも言うような視線を向けて来た。

別に見せるくらい、いいんじゃないの？

隠せない場所にそんなもの彫るってことは、ある意味見て欲しいからってことでもあるんじゃないの。

どれほど怖いオーラを発していても、ここは病院内だし、何より壮君だって車を停めたら来てくれる。

そんな状況なので、さすがに怒ったからといって、何もしないだろうと思い。

「ほら、後ろにもあるよ」

襟足から肩へと落ちるタトゥーがよく見えるようにと、私達の間に子供を座らせる。

「ホントだぁ」

「何の柄なんだろうね」

「蜘く蛛も？」

「蜘蛛かぁ。うん、そうかも」

確かに、言われてみれば、蜘蛛のようにも見える。

子供の想像力に驚いていると、男はやっぱり黙ったまま小さくため息を吐いた。

だからって、見るなとも言わない男は、私と子供のやり取りを完全に無視でやりすごし。

「じゃあね、バイバイ」

「バイバイ」

精算が終わった母親は、申し訳なさそうに何度も頭を下げ。

よく見れて満足したのか、ご機嫌になった子供と共に病院を出て行った。

それと入れ替わりに壮君が入ってくる。

しばらくすると名前を呼ばれたので、痛む足を庇いながら診察室へと入った。

「あー捻挫だな。どうかなぁ、靭じん帯たいは切れてないと思うけど、でもわからないな」

そう言った医師はレントゲンを撮り、何度か私の足首に触れ。

「うん、まあ安静に。これ怪我してから時間経ってるでしょ。こういうときはすぐに来た方が早く治るからね」

「はい……」

「折れたりはしてないし、安静にしてれば、１、２週間で痛みは収まると思うよ」

とっても曖昧な診察をした医者は、湿布薬と固定テープと痛み止めを出してくれた。

そして待ち合いベンチに戻ると、壮君が立ち上がり、車を出してくると言い残し病院を出て行く。

再び２人にされ、仕方なく隣に座った。

ずっと無言のままの男は、何を考えているのかわからず。

とはいっても話すこともなく。

結局何の会話もないまま、受付で名前を呼ばれた。

病院に付き添い、支払いをすることが目的なので、それさえ済めば用はない。

当然、壮君がその男を送る義理など、どこにもなく。

後は勝手に帰ればいいってことで、そこで別れた。

「あの人、感じ悪い」

学校へ向かう車の中そう呟くと、確かにというように壮君が笑い。

「どうせ今日だけなんだし、もう会うこともないよ」

まあそれもそうかと思い、深く考えず忘れることにした。

痛みを見せることができて、治療費も払ってもらえたんだから。

ということは、全てはこれで終わり。







痛みというのは、結局のところ本人しかわからない。

病院で出された固定テープは、ハッキリ言って役に立たなかった。

というより、使い方がわからなかったってだけなんだけど。

使用説明書なる、それらしき紙がついていたけれど、実際に巻こうとすると、サッパリできずに。

ただでさえ痛いのに、巻いてみては、外してみてを繰り返しているとより痛く。

これは却下する、ということで落ち着いた。

そしてできれば、今のこの状況も却下したい。

車内から窓の外を眺めながら、小さなため息を吐く。

ありえない話の続きは、私のテンションを大きく下げていた。

もう会うこともないって、言ってたのに。

感じ悪い人だけど、それも今日だけだって言ってたのに。

それなのにどうして私は、今現在、感じ悪い人が用意した車に乗り、その感じ悪い人の隣に座っているわけ？

外は青空の広がる、初夏の晴天なのに、車内の空気は信じられないほど重い。

重いのか、何なのかもわからない。

とにかくこの男の存在は、威圧的で、他人を支配し操ろうとしている気がする。

まあ、気がするってだけだけど。

そんな風に感じるってだけ。

「あの……裏門って、ここからで合ってます？」

私の学校までの道順を、運転する男に聞かれる。

一瞬無視してやろうかと思ったけれど、テストに遅れるのも困るので、窓から運転席に視線を移した。

「ここ真まっ直すぐ行けば、裏門が見えるはずです」

私がそう言っても、自分はまるで関係ないというような態度で、ドアに肘をつき窓の外を見ている男。

朝、痛い足を庇いながら、マンションを出るとなぜか２台の車が停まっていた。

１台は、昨日と同様の、壮君が運転する壮君の高級国産車。

そしてもう１台は、暴走族の総長とかいう感じの悪い人が乗って来た、運転手つきの見慣れない外車。

別に私は、車に詳しくもなければ、興味もないので、どちらの車の方がいいのかなんてわからない。

間違っても、車で選んだんじゃないし、何より壮君の方に乗りたかった。

それなのに、何を思ったのか壮君が。

「足が治るまで、送るって言ってる」

マンションの前で私に手を貸してくれながら、軽く言われ。

言ってるって……。

言ってても、そこは断るべきなんじゃ。

そう思った私に、悪い男は優しく笑い。

「帰りは俺が迎えに行くよ。まあ、あいつも学校あるわけだし、そこまでやらせるのは酷だしな」

酷も何も、送迎などいらない。

治療費払って、終わったんじゃなかったの？

どうして私が、あんな男が用意した車に乗らなければいけないのか、サッパリわからない。

そうは思っても、私にも常識ってものがある。

どれだけ壮君がよく知っている相手で、優しいと知ってはいても、送り迎え全てを任せるのはどうかと思う。

きっと私が本気で嫌だと言えば、壮君はあの人を帰してくれるはず。

そして嫌な顔などせず、足の治る間くらい、送り迎えをしてくれるだろう。

だけど壮君が忙しい人だっていうのも、私は知っていて。

壮君は、けして自分がラクになるから、あの人に送ってもらえばいいと思っているわけではない。

ただ使えるものは、使えばいいってだけのことなんだろう。

というよりも、壮君は大人だ。

大人で、しかも極道なので、どれだけ相手が暴走族の総長だとしても、しょせんは子供に見えているのか。

「自ら送るってわざわざ来てんだし、好きにさせてやりゃいいんじゃないか。いくらなんでも、黒統会敵に回すほど、あいつも馬鹿じゃねえよ」

確かに、そこまで馬鹿ではないだろう。

そもそも私は、あの男に襲われたわけでもない。

それにこのことはBlack Townと暴走族の諍いさかいではなく、黒統会の壮君と話し合って決まったことになり。

そうなると安全性という意味では、これ以上ない気もする。

「学校終わる頃、連絡くれたら迎えに行くよ」

女を働かせ、お金を稼がせ、それで儲けることを当然だと思っている悪い男に笑顔で言われ。

足の痛い私には、断る理由が思いつかなかった。

せめてもの抵抗として、正門で車を降りるのは嫌だと言い、裏門まで送ってもらうことにした。

とは言っても、そのやり取りは、運転している男としただけで、感じの悪い人としたわけではない。

なので裏門前に車が停まったとき、隣の男が静かに降り、こちら側へと回ってきて、ドアを開けたのは意外だった。

無言のまま私の鞄を片手で摑み、反対の手で腕を摑まれる。

乗るときより降りるときの方が痛いのは、昨日と変わらず。

だけど朝に飲んだ痛み止めが、効きはじめているのか、激痛ってほどでもないので静かに歩けばそれほど痛くなく。

「ここでいい」

とにかく降りられたので、あとは自分で行けると思いそう言うと、男はアッサリと腕を放し、持っていた鞄を軽く差し出した。

その態度はいかにも、じゃあそうしてくれ、とでも言うかのように見え。

思わず顔を見ても、見慣れない校舎の方がよほど気になるのか、そちらに視線を向けていた。

鞄を受け取ると、校舎を見ていた不機嫌な顔が、ゆっくりと動き私の方を見る。

そして見たからといって何もないのか、男はそのまま車へと戻って行った。

全くわからない。

全然理解できない。

一体何なのよ。

ありえないほどの、その不機嫌さは何。

なのにあの男は、きっと明日も来るのだろう。

結局のところ、この件でよほど借りを作りたくないのだろうと思えた。







嫌々なら来なきゃいいのに。

そう思うのに、感じの悪い男は、感じの悪いまま、それからもずっと私を迎えに来ていた。

明らかに嫌々な空気を出しながらも、時間には必ずそこにいる。

そんな態度は、逆に面白くなってくるほどだった。

何を話すわけでもなく、というより運転する男とすら話をしない。

とにかく黙っている。見事に黙ったまま、口を開かない。

日に日に暑くなりはじめ、今やブレザーは必要ないと思えるのに、いまだブレザーを着ている男は、暑さを感じないのか感じていてもどうでもいいのか。

最近は足の痛みも、ずいぶんましになっていて。

かといって、スタスタと歩けるほどでもなく、送ってもらえるのはありがたい。

だからって、間違ってもこの男に送ってもらうことを望んでなどいない。

なのに仁内君にこのことを言っても、しばらくは我慢してくれと言われるばかりで、やめさせようともしてくれず。

挙句京市君にいたっては、交渉のテーブルに引っ張りだせたのは私のおかげだと、意味のわからない感謝までされた。

金曜の朝も、当然のようにそこにある車。

私が降りて行くと、首にタトゥーの入る男が、日課となっている不機嫌さでこちらへと来る。

そして何を言うでもなく、私の鞄を取り上げ、腕を摑んで支えるのも日課となっていて。

というよりも、本当はその支え方からして私は納得がいっていない。

けして寄りそうような支え方ではなく、とにかく足に負担がかからないよう力任せに引きあげているだけで、親切な優しさなどはどこにも見当たらず。

どちらかと言えば、サッサと歩けっていう感じでもあり。

かといって力だけは十分あり、負担なく歩けて助かっているのも事実なので文句も言いにくい。

何なの。本気でありえないんだけど。

もういいんじゃないだろうか。

痛みも収まってきているし、何より腫れが引きつつある。

変色はしていても、そんなのはそのうち消えるだろうし。

少々無理してでも、自分１人で行く方が遥かにいいんじゃないかと思え。

車に乗り込み、動き出したところで、いつもはできるだけ見ないようにしている隣を見た。

窓に肘をつき、そこに軽く頭を乗せている男は、今日も外を眺めている。

外車とはいえ、日本仕様なのか、ハンドルは右。

そうなると運転席の後ろに座る男も、当然私の右側に座っていて。

子供が蜘蛛に見えると言ったトライバルは、襟足から左肩に流れているので私からよく見える。

これって背中全部が、こうなっているのだろうか。

とは思っても、実際のところは、服を着ているのでわからない。

耳の下辺りにも繫がるそれは、彫ったとき痛くなかったのかと気になり、私は思わず自分のその部分を触っていた。

首の筋があり、皮膚も薄そうなこんなところに針が何度も突き刺さるなんて、考えただけでも恐ろしく。

ゾッとして、慌てて手を放し考えるのをやめようと思ったとき、ふいに男の視線が窓から私に向けられた。

正直慌てた。

予期していなかったので、鋭い視線を避けるように窓に目を向けると。

「雨宮って、どんな人間だ」

まさか話しかけてくるとは、夢にも思っていなかったから。

「え、私？」

少し焦っていたからか、普通に考えればわかることを、思いっきり勘違いをしたようで。

男を見てそう言うと、一瞬の間が空き。

「あぁ……あんたもそうか」

低い声で返され、すぐに間違ったのだとわかった。

だからって自分の勘違いを、アッサリと認めたくなく。

「うん。雨宮乃愛だから」

けして自己紹介をしようと思ったわけじゃない。

急に話しかけられて、しかも紛らわしいことを言う、そっちが悪いのだと言いたかっただけで。

なのに男の視線は窓に戻り、そのまま黙ったままになった。

感じの悪い男は、会話も続かない男なのだと知る。

「え、何？」

聞いてきたんじゃないの？

そう思ったとき、外を見ながら。

「いや、いい」

いいって……。

聞いておいて、いいってのはどうなわけ。

「仁内君のこと？」

仁内君がどんな人間なのか、知りたいってこと？

男の視線がまた私に向けられ。

「兄貴のこともそんな呼び方なのか」

呼び方って……。言われた意味がわからず黙っていると、やっぱり黙ったままなので。

「呼び方って？」

「夜見のことも、君付けで呼んでただろ」

まあ、そうだけど。

確かに私は、あの兄弟のことをそう呼ぶけど。

というより、ずっとそう呼んできたし、それが何なのかわからず。

「おかしい？　壮君も京市君もずっとそう呼んで……」

「わざとらしい」

とっても嫌な感じで言われ、啞然とする。

わざとらしいって何……。

何なのこの男。関係ないよね。私が誰をどんな呼び方で呼ぼうと、この男に何の関係が？

あまりに腹が立ち、思わず言い返す。

「教えてあげるよ。仁内君は、そういう人を馬鹿にしたようなことは、言わない人だし、妹の私にも優しくて、その上、誰かは知らないけど好きな子のこと、真剣に想う気持ちを持てる、とっても自慢の兄だけどっ？」

そう言いながら、改めて私には関係ないと思えた。

だってあまりにも、どうでもいい気がしたから。

どうして仁内君の恋愛事情に、私が巻き込まれているのかサッパリわからない。

もちろん、兄妹として好きな子がいるなら上手く行けばいいとも思う。

だけど私がこの男に感じ悪くされてまで、応援する必要があるのかわからなくなり。

何なのわざとらしいって。

どこがわざとで、どの辺がらしいわけ。

「わざとらしいって何」

我慢ができずに聞くと、男がチラッと私に視線を向け。

「何となくだ」

「何となくって？」

何となくで、そんなことを言われるなんて、納得できずに聞いているのに、また黙るから。

「何となくって？」

嫌味を込めてもう一度聞くと、男がいかにも面倒という感じで、小さくため息を吐き。

「そんな感じの女に、見えなかっただけだ」

そんな感じとは、どんな感じなのか。

「どういうこと？」

「誰かを君付けで呼ぶような女に見えねえ」

「誰が？」

「あんただ」

「あんたっていうのやめて」

「どうしてそう思う」

「嫌だからよ」

「違う、どうして真剣に想う気持ちがあるって思うんだ」

えっと、会話が成り立たない気がするのは私だけだろうか。

突然話し出したと思えば、成り立たない会話しかできないなんて。

ある意味可哀想な男だと思うことにして、怒りを鎮め。

「逆にどうしてわからないのか、不思議なんだけど」

冷たく言い捨てると、男がこちらを見るから。

「兄妹いる？」

「いや……」

「そう、じゃあわからなくても仕方ないかもね」

一人っ子って、ワガママって聞くけど、この男はまさにそれなんじゃないの。

男の視線が意味がわからないというように、私を見つめるから。

「普通さ、妹があんな風に男に襲われて、しかもこんな怪我までさせられてるのに、黙ってるなんてできると思う？」

もうどうでもいいけど、思い出すと腹が立ち。

「夜歩くのが怖くて、雨の日なのに周りが見えなくなる傘は差したくなくて。ワゴン見たら避けて通りたくなるほど怖かった妹より、その子がいいって言うんだから、よほどの想いでいてくれないと、逆にどうよって話でしょ」

完全に巻き込まれているだけで、私には何のメリットもないのに。

「仕返ししてきてって言ったのに、それはしないんだって。挙句はとっても感じ悪い男に、自分が借りを作りたくないだけの理由で、こんな車にまで乗せられて。しかも嫌だって訴えてんのに、我慢してくれだって。馬鹿にしてるとしか言いようがないと思うんだけど」

本当に馬鹿にしてる。私には何の関係もないのに。

「でも……」

ため息を吐きながら呟くと、男が私をジッと見つめるから。

「だけど、それも……全部我慢してあげてもいいかって思うくらいに、雨宮仁内って人間は、私にとっていい兄であり、誰よりも信頼できる人なの」

そうでなければ、こんな馬鹿な話、誰が我慢すると言うのか。

「極道になることを避けられない自分は、何かを譲歩しないと、相手に納得してもらえないってことわかってるから、私に謝って我慢させてでも、その子のお兄さんってのに認めてもらおうとしてるわけでしょ」

それのどこが真剣じゃないわけ？

「言っといてよ、その子のお兄さんに。“可愛い？”ってちょっとした嫌味で聞いただけなのに、信じられないくらい幸せそうな顔して“そうだな”って言ってたって。本当のところ、どれほど可愛いのかなんて知らないけど、あなたの妹をあれほど好きな男は、そうそういないはずだってねっ」

どう考えてもそう思うから。

「認める気になってくれるなら、完全に巻き込まれただけで、ただの迷惑でしかない私も、その子を好きになること約束するって。絶対に意地悪もしないし、仲良くもするってね」

名前すら知らないその子だけど、仁内君が好きになるような子なんだから、きっととてもいい子なんだと、それくらいは私にもわかるから。

Dragon Blackとかいう暴走族の総長である、この男が納得しなければ、全ては上手くいかないらしくても。

そのために多少の計算をしながら、こちら側の交渉を有利に進めようとしていても。

その根本には、その子を手に入れたい気持ちが強くあるからこそで。

そこだけは紛れもなく、仁内君の純粋な想いなのだから。

男の視線が、私から逸れ窓に向く。

信じられないと思った。

こんなに細かく説明してあげたのに、完全に無視されるなんて。

いい、もういい。どうでもいい。

そもそも私には、最初から関係ない話だし。

足の痛みも、もう大丈夫。というより、大丈夫ってことにすればいい。

そうすれば、また平穏だった世界が戻って来る。

メガネさえかけていれば、視界はクリアだし。

母親の言う通り、コンタクトだって合わせにいけばいい。

そうすれば、どんなときでも周りがよく見え……。

「借りってわけじゃねえ」

ふいに呟かれる言葉には、脈絡というものがかけていて。

「何が？」

もはやこの男の全てが理解できず、投げやりに返すと、外を見たまま。

「塾ってのは、毎日行くのか？」

どこからどう塾が出て来たのか私にはわからなかったけれど、男の中ではそれなりの筋ってのが、明確にあるらしかった。







危機感







もう理解しようとするのは、やめようと思った。

できないことを、深く考えるのは時間の無駄でしかない。

わからない問題は、もったいないと思わず捨てて、わかることを正確に答える。

誠二君の教えてくれた、テストの基本ってのをここで応用すればいい。

そうでも思わないと、やっていられない気がしたから。

「あいつら忙しいらしい。悪いけど、行けないってよ」

いい、それでいい。

壮君が来てくれたんだし、問題ない。何より。

「もう明日からは大丈夫。ありがとう壮君。痛みもほとんどないし、歩くくらいなら問題ないし」

これは本当で、土曜、日曜と家で安静にしていたら本当に痛みがなくなってきたから。

激しい運動でもしない限り、もう大丈夫だろう。

それにあと少しで夏休み。

夏期講習はあるものの、学校へは行かなくていいんだし。

あの男も忙しいらしいし。

というより、忙しいって何？

あれほど嫌々でも何でも、来てたくせに、どうして急に来なくなったのか。

来て欲しいってことではない。

そうではなく、すっごく嫌々なのにそこは我慢できて、ちょっと忙しいってだけで、来れなくなるってのがどうなのかと。

まあ、ちょっとなのかどうかなんて、私にはわからないわけだし、興味もないけど。

これで本当に終わるのなら、何だっていいんだし。







夏は一気にやってくる。

大きな波に押されるかのように、世界は眩まばゆい日差しで溢れ返り。

ジリジリとした焼けつく暑さを、人々に分け与える。

私は夏が苦手。暑いってのは、何をしても避けられないから。

寒いのは服を着れば済むけれど、暑いってのはどうすることもできず。

食欲も減退し、軽い脱水症状になるのか、熱中症という危険がすぐ傍で私を待ちうける。

「学校、今日で終わりなの？」

朝食の席で、向かいに座る母親に聞かれ。

まあそうだけど。というより、今日は終業式だけで終わるから、お弁当いらなくて作ってないんでしょ。

わかりきったこと聞かないでよ。

そうは思っても、毎日毎日暇を持て余している母親が、とにかく誰かと話したいってのもわかっているので。

「うん」

パンをかじりながら返事をすると。

「早いわね、もう夏休みなんて」

「そうだね」

「この前、２年に上がったばかりなのに」

「うん」

「来年は受験よね」

この話、長くなる？

ミルクティーを飲みながら、窺うかがっていると。

「どこか旅行にでも行く？」

「塾あるし」

「塾って……誰に似たのかしらね。勉強好きなんて、うちの家系にはいないと思うんだけど」

まあそうかもね。極道の父親に、クラブホステスあがりの母親。

まるで勉強をする私が理解できないとでも言うように、目の前でため息を吐かれ。

「お父さんと、どこか行ってくればいいじゃん」

「ダメよ、お父さん忙しいもの」

男ってのは、自分の都合で忙しくなる生き物らしい。

「ねえ、仁内君は？　元気にしてる？」

「知らない」

「また顔見せてって言っておいて」

「会ったらね」

「もう、学校行ってるんだから、会うでしょ」

それが最近会わないんだよね。

それこそ忙しいのか、本当に見かけない。

だからって、それを母親に言うとまた話は長くなりそうなので。

「京市君なら会うよ」

話題を逸らそうとしたのに。

「あら、京ちゃん元気？」

失敗した。そういえば、京市君のことも、母親はいつも気にかけていたんだった。

「ねえ、今度みんなで食事でもどう？　仁内君はもちろんだけど、京ちゃんも誘って……」

「ごちそうさま。いってきます」

「ちょっと、乃愛っ」

立ち上がって、リビングを出ようとすると母親の声が追いかけて来て。

「誠二君も誘えば、人数増えて楽しく……」

言っとくけど、それ間違っても楽しくないから。

どんな組み合わせなわけ？

仁内君と、京市君ですら私は遠慮したいのに、更にそこに誠二君なんて、面倒な組み合わせ以外の何ものでもない。

別に誰もが知り合いだし、当然必要があれば会話もする。

基本的な部分では敵ではなく味方だけど。

だけど彼らと楽しく食事するなんて関係では、間違ってもない。

仁内君と誠二君は、確かに友達と呼べる関係だけど、それだって最近はお互いの方向性が変わって来ているので、話が合わなくなっているはず。

とにかく暇だからって、勝手な思いつきはやめてもらいたい。

そんなことを思いながらエレベーターへと向かっていると、ふいにケータイが鳴り。

「はい？」

『乃愛』

「何、仁内君」

何気なくそう呼び、ふとあの男を思い出した。

わざとらしいって、何だったんだろ。

別に呼び方なんて、どうでもよくない？

そもそも、誰かを君付けで呼ぶような感じに見えない女って、逆にどういう感じなわけ。

どんな女子なら、そう見えて、どうして私だとわざとらしくなるの。

どうもあの男は気に入らない。自分こそどこまでも危険な雰囲気を、嫌ってほど漂わせてるくせに。

人のこと言える立場なわけ？

思い出すとまた腹が立ってきて、意識をケータイに戻した。

というより、仁内君が朝から電話なんて珍しい。

『一応乃愛には、言っとこうと思ってな』

「何を？」

『色々悪かった。この前、片付いた』

片付いた？

片付いたって……。

「え、上手くいったの？」

私がそう聞くと、仁内君が少し笑い。

『まあ、そうだな』

ふーん、そうなんだ。じゃあ、よかったじゃない。

『乃愛を犠牲にまでして、ホント悪かったよ』

本気で悪かったと思っているのか、静かにそう言うので。

「いいよ、もう終わったことだし。これからはないんでしょ？」

『そうだな』

「だったら、もういいよ。ねえ、今度会わせてよ、彼女」

『そのうちな』

「仁内君と同い年なの？」

そう聞きながら、よく考えると幹部の妹だって言ってたような気がして。

『いや、１年だ』

だったら私より下か。うん、仲良くできる。あの男に言った手前もあるので、そこは噓にならないようにしよう。

「家にでも連れて来ればいいよ」

『家？』

「だって、お母さん最近、仁内君の話ばかりだし」

『そうなのか？』

わずかだけど、仁内君の声が、気を使うあのときの声になるから。

「きっとさぁ、餓えてんのよ」

『餓えてる？』

「そう、餓えてんの。誰かの面倒みることに、餓えてんだよ」

私がそういうと、仁内君がふっと笑い。

『乃愛がいるだろ』

「私だとやりがいがないんじゃない。それにお父さんも忙しいし」

家で、食事を作ることすらしなくていい日があったりすると、本当にすることがないのだと思う。

「仁内君さ、逆だよ」

勝手だとは思うけど、そこは親だって完璧なわけでもないだろうし。

「もう子供じゃないんだから、本当にお母さんのこと思って気を使うなら、遠慮するんじゃなくて面倒見させてあげてよ」

毎日でも帰ってきて、嫌ってほど食事作らせても、きっと喜んでやるよ。

彼女連れて来ても、愛想のない私なんかより、遥かに可愛がるんじゃないの。

それほど暇そうだし。

『わかった』

「ホントに？」

『ああ、近いうち連れて行く』

「そう」

これで、母親のあのしつこい空気から解放されるんじゃないかと、ホッとしていると。

『乃愛？』

「うん」

『お前が妹でよかったよ』

それにはとっても、色んな意味があるように聞こえ。

いや、だからって気持ち悪いんだけど。

さすがに実の兄にそんなことを言われても、大して嬉しくもないんだけど。

たとえ母親は違っても、間違いなく血の繫がりはあるわけで。

どれだけ仁内君が、世間で言うかっこいい男だとしても、私にとってはただの兄でしかない。

「寒いよ、気持ち悪いから切る」

ちょっと本気で寒くなる気がして、笑っている仁内君にそう告げてケータイを切った。

人って、誰かを大切に想うようになると、周りにまでそんな気分になるらしい。

だからって、そこに私を巻き込まないでくれるとありがたい。

兄の恋愛事情など、正直興味もなく、深く知りたくもないのだから。

まあ上手くいったのは、それはそれでよかったと思う。

会えば仲良くするくらい何でもないし、そうしたいとも思う。

だから全てが終わったなら、とってもよかったんじゃないかと……。

そう思ってエレベーターを降りると、そこには１台の車。

思わず壮君なんじゃないかと思ったのは、壮君の国産高級車と同じ車だったから。

だけどその車の前に立つ男は、間違っても壮君には見えず。

えっと……いつ終わるの。本気でいつ終わるわけ？

全ては片付いたんじゃないの。

ブレザーはさすがにやめたらしい男が、真夏の日差しの下制服姿で平然と煙草たばこを吸っていて。

ブレザーがあったときは、胸ポケットに突っ込まれていたネクタイは、今はズボンのポケットに突っ込まれている。

ようするに、どうしても首にはかけてもらえないのだろう。

ここまで来ると、ネクタイが少し気の毒になってきた。

なかなか良い色だと思うんだけど。

私の学校のネクタイなんかより、遥かにセンスいいと思うのに。

そのタトゥーと合うと思うよ。

できればもう少し、普通の表情でいればだけどね。

そんなに不機嫌な顔してると、何着てもどんな色のネクタイ締めても全部台無しだと思うけど、それを言う気にもならない。

指先に吸いかけの煙草を挟み、ネクタイの突っ込まれているポケットに指を引っ掛け、面倒そうにわずかに斜めに傾いた顔がこちらを見た。

よくこれほどまでにガラが悪く、怖い空気を出せるものだと感心する。

ブレザーがなくなったことにより、肌けたカッターシャツから見えるタトゥーは嫌ってほど目立ち。

けして目を合わせないようにしていると、運転席から誰かが降りて来て。

信じられないと思った。暴走族って、どこまでもガラの悪い男の集まりなのかと、本気で驚いた。

というより制服姿ってことは、まだ高校生ってことになる。

同時に、あのときの男だとわかった。

私が車の中から見た、やけに喧嘩が強かった男を、たしなめていたもう１人の男。

だけどあのときは、メガネがなかったのと、遠目だったのとで細かい容姿までは見えていなかった。

逆にビックリだと思った。この感じ悪い男だけでも十分なのに、更に輪をかけてガラが悪い男は、それこそ無表情でこちらを見て。

「あの女か？」

とっても失礼な、短い言葉を発した。

金色なのか銀色なのか判断がつきかねる、坊主に近い短髪。

いくつも耳に刺さるピアスが、太陽の光にキラキラと反射する。私と同じようにメガネをかけているけれど、その性質は間違っても同じには見えず。

そのメガネ、絶対に必要ないんじゃない。

ありえないほど無難な縁なしレンズなのに、ありえないほどガラ悪く危なく見えるからやめた方がいいと。

どれだけ危なくても、どれだけガラが悪くても、終わった話のはず。

それなのにこんな風に、朝から待たれて気分はスッカリ苛立ちムード。

「今日は何」

冷たく聞くと、坊主の男が感じ悪い男に視線を向ける。

いや、どっちも感じ悪いけど。

一体、どんなチョイスでこの２人なわけ。

視線を向けられた男が、車のドアを開け。

「送る」

「いい」

「乗れ」

「足はもう治りましたので」

「怜れい史しだ」

「はい？」

男が、運転席前に立つ男に視線を向けて言うので、名前を教えられたのだと気づき。

「どうも、雨宮乃愛です」

とっても嫌味っぽく挨拶すると、怜史という男が冷たい視線で私を見つめ。

「感じ悪いな」

本気で啞然とした。不良って、自分のことは見えないものなの。もしかして、自分は棚に上げてってあれ？

「やめろ」

男が怜史って男に向かって言う。

というよりこの男こそ、名前何だったっけ。

確か竜崎……禅。

そうだ禅って聞いたはず。

名前までガラが悪そうなんだけど。

「あの、本気で何？」

禅にそう聞くと、ドアを開けたままふと足元に視線を落とし。

「悪かったと思ってる」

足元を見たのは、けして頭を下げてって意味じゃない。

私の視線から逃れ、ただ面倒そうなだけで。

「メンバーのしたことは、俺の責任だ」

はあ……。

「送らせてくれ」

いや、そんな空気じゃないんだけど。早く乗れっていう空気がヒシヒシと伝わって来てるけど。

「えっと……いいです」

「あんたがよくてもこっちは……」

「乃愛です」

「あ？」

ほら、その感じ。あ？って……。

「乃愛って名前あるんだけど」

嫌味のつもりだった丁寧な口調も忘れ、そう言うと。

禅の視線が私に向けられ、冷たく言い捨てられる。

「名前呼び合うほどの関係なのか？」

わからない問題は飛ばし、わかる問題だけを解く。

そう、これはきっと何かのテスト。

人の長過ぎる人生には時に、とっても無駄な時間ってのもあり。

この無駄な時間に、どれだけ耐えられるかを試すテストなのだと思えばいい。

そうでないと本気で理解できないから。

自分から来ておいて、自分から私を送りたいと言っておいて、なぜ名前を呼び合う関係なのかを疑問に思うわけ。

まあでも、それも飛ばせば問題ない。

「とにかく、いいから。私は歩いて学校に行けるし、送ってもらわなければ困るほどのことは、何もないし」

そう言いながら理解できない男を置いて、歩き出そうとすると、腕を摑まれ。

「乗れ」

「いいって、どっちにしても学校は今日で終わり……」

「塾があるだろ」

塾があるって……。

思わず禅を振り返って見ると、怜史って男の方を見ていて。

「聞いたのか？」

「夜見に確認した」

夜見って、壮君か京市君のことだよね。

確認って何を？

そう思ったとき、怜史が私の方に視線を向け。

「塾のスケジュールは把握してる」

「え？」

「悪いけど、あんたの意思は聞いてない。俺達には俺達の責任の取り方ってのがある」

信じられないことを平然と言われ。

「総長の禅が、こうして責任を取ってるってことを、メンバーに見せる必要があるからな」

そう……。暴走族ってのは色々大変ですね。

だからって。

「責任は取ってもらったけど？　だって、足の怪我はもう治った……」

「前回の話じゃない。今回、雨宮を認めたことで、また熱上げるメンバーを俺達は抑えたい。抑止力って意味では、これが一番手っ取り早いんだよ」

それって、また全く関係ない話だよね。

「禅が動いて、こうしてあんたに責任を取ってるってなると、今後メンバーもさすがに勝手はしなくなる。自分達のしたことを反省させる意味では、何よりも効果があるはずだ」

どうして暴走族の、族事情に私が巻き込まれるわけ。

しかも何なの、この男。

京市君並みに計算高いんじゃないの。

よく淡々と、そんな話ができるものだと感心する。

世界はこれほどクリアで明るい日差しに満ちているというのに、私の平穏だった日々は今やどこにもなく。

「そっちに迷惑をかけるつもりはない」

ふーん、そうなの。もういい。本気でどうでもいい。

別に送ってくれて迎えに来てくれるなら、勝手にすればいいんじゃないの。

抑止力のためにこうしたいなら、間違ってもおかしなことはしないだろうし。

そこだけは、信用できる気もする。

だからって、いいとも思ってないけど、この人達相手に断る労力ももったいない。

とにかく話は通じないんだし。もう、諦めた。

だけど……。

「あんたって呼ぶのだけはやめて」

禅と怜史を交互に見てそう言うと、２人が顔を見合わせ。

視線だけで会話が成立したのか、禅が私に向き直り。

「だったら乗ってくれ……乃愛」

まあ取ってつけたみたいだけど、あんたよりはましかと思い、私はその車に乗り込んだ。

禅が隣に乗り込み、煙草を灰皿に捨てるのを見ながら、人生のテストってのは、一体誰が出題しているのかを考えていた。







「ねえ、この車って誰の？」

「親父」

「誰の？」

「俺」

「じゃあ、前に乗って来た外車は？」

「同じだ」

「同じって？」

別に私だってどうでもいい。ただどうせ同じ空間にいるのなら、会話くらいしようとするのが、人間ってものじゃないの。

人のコミュニケーション能力は、生物学上、一番長けているって聞くのに。

思わず隣を見ても、返事が来ることなく。

「同じって？」

もう一度、同じことを聞くと、明らかに面倒そうな視線がチラッと私に向けられ。

「俺の、親父の、車だ」

まるで言葉が通じない相手に、わからせるというような言い方をされる。

塾への送迎が始まって早３日。

私は限界になりつつあった。

けして自分はワガママではないと思う。

いや、全くそうじゃないとは言わない。

そこは認めるし、自覚もしている。

だけど少なくとも、他人にああして欲しい、こうして欲しいと、見境なく要求したりはしない。

それなのに今の環境は、考え出したらキリがないほどの不満があり。

とにかくこの２人の男達は、信じられないほど愛想が悪い。

あまりに沈黙が続くので、少しは会話くらい、と思い気を利かせても、迷惑だとでも言わんばかりの態度で、会話を切り捨てられる。

運転する怜史にいたっては、聞こえなかったふりなのか、もはやふりをするつもりもないのか、完全に無視が当たり前にあり。

もしかして、怜史が例の子のお兄さんなのかと思って聞いたときも、見事スルーされた。

いや、最悪無視はいいとしよう。スルーなんだから、ある意味わかりやすい。

聞こえなかったのかな？　で、済ませれば、こちらも納得しようと思えばできなくもない。

だけど隣に座る男は、いちいち私の気分を逆さか撫なでする。

中途半端でも何でも一応は答えるから、ついつい話しかけてしまう。

そして、必ず鬱陶しそうな態度を取られ、あとで後悔させられる。

話しかけなければよかったと。

夏休みに入り、塾はまだ３日目だとしても、送り迎えをされているので、車に乗る回数はもう何度目かになっていて。

「これっていつまで続くの」

計６回。

終業式を入れると計８回を過ぎた、９回目の、塾へと行く途中の車内で、思わずそう聞いたのは本気で嫌になっていたから。

禅の視線が、いつものようにチラッとこちらに向き、そして運転席の方を見た。

バックミラー越しに、怜史と視線だけで会話する。

まただ……。そう思った私はつい口に出していた。

「ねえ、それって凄く感じ悪いの気づいてる？」

視線だけで会話するのって、まるで何かを企まれている気がして落ち着かない。

「それって、何だ」

禅がふいに私を見て聞くから、それもだけど、どれもだと思い。

「全部よ。全部。全部、感じ悪いっ」

どうせなら言ってやろうと。

「そっちのその不機嫌そうな顔も、前の人の無視する態度も、全部が感じ悪くて嫌なんだけど」

そもそも、暴走族の族事情に巻き込まれているだけで、私には何の関係もないから。

「ガラも悪いし、感じも悪いなんて、どうなのよ。困るんでしょ。私がここに乗らないと、困るのはそっちなんでしょ？　だったらもっと、私が気分良く乗っていられるようにしようとかないわけ」

もういい、テストは捨てる。

テスト自体を捨ててしまえば、わからなくても何でも問題ないし、文句を言っても……。

「怜史だ」

ふいに禅が呟くので隣を見ると、明らかに気分がよろしくないというような、不機嫌な表情を見せていて。

「はい？」

「教えたはずだ」

「何を？」

「自分は名前で呼べって言っておきながら、そっちだの前の人だの言うのはいいのかよ」

それは私の矛盾に、呆れているとでもいうかのような、態度に見え。

もう限界……。ありえない。

「ねえ、馬鹿にしてるわけ？　私はこんな車乗りたくもないし、そっちに付き合ってあげてるのに、何なのその言い方っ」

私は普段、けしてくだらないことで怒ったりしない。

だけどさすがに限界で。

「暴走族がどうでも、メンバーの抑止力がどうでも私には関係ないんだけどっ」

「関係ねえなら黙ってろよ」

「え……」

低い声で言われ、一瞬言葉に詰まる。

「お前に迷惑かけてねえだろ」

不機嫌を越えた、怒りを湛えるような声で、言い捨てられ。

「クソ暑い中、歩くより、エアコンかかった車で行くってのの、何が気に入らねえんだよ」

「禅、やめろ」

怜史が運転席から止める声が聞こえても、禅は窓の外に視線を向けたまま苛立ちを隠さず。

「行き帰りの時間も短縮できてんのに、それのどこが気に入らねえんだ？　黙って座ってりゃあ、自動的に塾に着くんだろ」

まるで何もかもが気に入らないのは、自分の方だとでも言うかのように。

「付き合ってあげてる？　ふざけんな。元はと言えば、どっちが先に面倒引き起こしたと思ってんだ」

「禅、やめとけ」

「ガラ悪くて、悪かったな。だけど少なくとも、俺らは極道でも何でもねえ。黒統会の人間にんなこと、言われる筋合いねえんだよ」

筋合いないって……。

「お前にはさぞかし関係ねえことだろうけど、だったら兄貴の仁内君ってのに言えよ。仲良しの京市君に言え。女をドラブラに返してやれってな、そうなりゃ俺もこんなことする必要ねえからな」

「禅、やめろ」

「塾って何だよ、笑わせんな。お前の言う通り、確かに馬鹿にしてるかもな」

そう言った男が、冷たくも投げやりな視線をこちらに向け。

「誰かを君付けで呼ぶような、んな女なのかよ。涼しい顔して塾通いしてる自分ってのに、酔ってるだけじゃ……」

「禅っ、いい加減にしろっ！」

怜史が車を路肩に停める。そして振り返り。

「言いすぎだ」

ホント、言いすぎだと思う。

涼しい顔して、塾通いしてる自分に酔ってる？

信じられなかった。

誰かにこれほど侮辱されるなんて、夢にも思ってなかった。

それもどこの誰かも、いまいちわからない男に。

「あんたを責めるつもりじゃねえ。ただ、俺らにも立場ってのがあって、受けた屈辱ってのがあるんだよ」

怜史の言葉が、頭を通り過ぎる。

「でもあんたには関係ねえ。こう見えて、それはわかってる。だから謝る、マジで……」

「いい、謝ってもらわなくて全然いい」

そもそも怜史じゃない。

謝るべきなのは、怜史なんかじゃなく隣に座る男なんだから。

「確かにそうだしね。私は所詮、ヤクザの娘で、塾通いなんかしても、大して意味ないのわかってるし」

これは本当。

自分でも、そんなことはわかってる。

黒統会はちょっとやそっとの組織じゃない。

大規模な組織から見るとBlack Townなど、歯車のほんの一部でしかないのもわかってる。

そんな家の娘が、そこそこの大学など、行っても行かなくても変わりなく。

ただの道楽でしかないのも、わかっている。

母親ですらそれっぽいことを言うんだから、私だって十分理解している。

だからって、それを他人に言われる筋合いはない。

「禅だっけ？　言っとくけど、私は仁内君にも言わないし、京市君にも言わない」

今、心に誓った。

「どんな子か、まだ見たことないけど、その子のことは返さない。禅のいる族になんか、絶対に返さないからっ」

私はそう言い捨て車を降りた。

いくら幹部の妹だとしても、あんな男が総長をしているような族に、無駄に縛られている子が可哀想だと本気で思え。

悔しかった。

とにかく腹が立って、とにかく悔しかった。

どうして私があんなことを言われるのか、本気でわからなかった。

一生顔も見たくないと思った。誰かにこれほどの怒りを覚えたことは、いまだかつてない。

ただ総長ってだけで。大きな暴走族のトップってだけで。

それだけで、他人を罵倒する権利が、自分にあるとでも思っているのだろうか。

そもそも幹部の妹が、仁内君と付き合うってだけなんじゃないの。

それって、それほど大きな話なの？

極道になる男に、大事な妹を渡せないってのはわからなくもない。

でも、禅の妹じゃないんでしょ？

怜史の妹でもないんでしょ？

いや、もういい。そういうの全部、もういい。

「乃愛っ」

怜史が私を呼ぶ声が聞こえても、私は無視した。

やられたことをやり返しているだけ。

けして私には、非も罪もない。

そしてあの男達とは二度と関わらないと、心に誓っていた。
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「どうした？」

どうもしない。ただ気分がよろしくないだけ。

だけど誠二君にそれを言っても、八つ当たりにしかならないのがわかっているので、私は笑って首を振った。

「ううん、何でも」

「お、美う味まそうだな」

昼休憩の談話室では、塾生がそれぞれ持ってきたお弁当を好きに食べている。

「食べる？」

母親の用意したお弁当を覗のぞく誠二君に差し出すと、少し驚いた顔をして。

「食べないの？」

「うん、ちょっと食欲なくて。夏バテかもね」

本当は、来る途中のあの出来事が、あまりにも腹立たしかったので、食欲など完全に失うせただけなんだけど。

「夏バテって早くないか」

笑って言う誠二君を見ていると、どこまでもホッとする。

そうこれが、本来の私の人生なのだ。

穏やかで、心地いい世界。

間違っても、肩にタトゥーが彫られているような男の、いない世界。

「夏バテしそうなら、尚更食べた方がいい」

優しい誠二君は、いつも正しく、間違いのないことを私に教えてくれる。

私がわからなくても、けして苛立ったりなどせず、根気よく勉強を見てくれる、どこまでも親切な人。

小さな頃から知っていて、とても慣れ親しんだ関係なのに、私を雑に扱うことなど、けしてなく。

「乃愛のお母さんは、料理上手だよな」

「うーん、そうかな」

「うちなんか酷いぞ。金さえ渡してれば、全て間に合ってると思い込んでるよ」

笑って言う誠二君が、買ってきたサンドイッチを口に入れ。

「まあ、実際間に合ってるけど」

「そうだね」

思わず笑って返した。食べられているんだし、何でもいいと言えばいい。

「誠二君のお母さん、まだ仕事してるの？」

「あれはやめる気ないな。好きなんだよ。また店出すって言ってる」

誠二君のお母さんは、やり手のクラブママ。

Black Townの中にある、飲食街で、いくつかのクラブを経営している。

「それくらいで、いいよ。うちなんか典型的な、暇な主婦って感じで、時間持て余してるよ」

その言葉に、笑う誠二君が、ジュースを飲み。

「うちの母親が言ってた」

「何を？」

「乃愛ちゃん、うちの店で働いてくれないかって。乃愛ならすぐナンバーワンになるだろうって」

冗談なのはわかっているので、笑っていると。

「だから言っといた」

「うん？」

「んなこと冗談でも言うなって。次言ったら、家出るって言ったよ」

家を出るって……。

「そんな、冗談くらいで」

大おお袈げ裟さなと思っていると、誠二君が私を見て。

「結構、本気なんだけど」

「え……」

「乃愛をそんな風に見てるってだけで、マジで嫌なんだよな」

そんな風に見てる。

それって……。

「俺の憧れ、穢けがすなって感じかな」

憧れなんて、さすがにそれは言い過ぎだと思う。

だけど、あの男に言われた言葉よりは、遥かに気分いい。

人と人のコミュニケーションって、こういうことなんじゃないの。

相手の気分を害するようなこと、わざわざ言わないのが常識ってやつだと思う。

「ありがとう」

「お礼、言うとこじゃなくないか？」

「じゃあ、何言うの？」

私が聞くと、誠二君が首を傾かしげ。

「そうだな、何言うんだ？」

適当な言葉に笑っていると。

「盆前に行くか」

「行く？」

「もう、忘れたのか。息抜きのデートだよ」

「ああ、うん。いいよ」

「でも乃愛のスケジュール見ると、同時に休みってないんだよな」

だったら、１日くらい誠二君に合わせるよと言っておいた。

私はまだ受験まで、１年以上あるし。

何より、誠二君になら合わせてもいい。いつも私の穏やかな世界を守ってくれる人なんだから。

帰り際、約束した日の授業をキャンセルして塾を出ると、その男は道路を挟んだ向こう側にいた。

今日は午前中から塾に入っていたので、今は夕方少し前。

夏の日差しを浴びる男は、黒のシャツを着ていて。

そうだった、そう言えば昼前もあの服装だった。

塾の前の通りは、大通りってほどでもないけれど、一応はガードレールなどもあり。

道路側からそこに腰かけて、こちらを向いていた男が、私の姿を見て立ち上がった。

嫌味にしか見えない長い足で、ガードレールを軽々と跨またぎ歩道を歩く。

少し離れた場所の、横断歩道の前で立ち止まった。

わずかに頭を傾け、車道を往来する、車の流れを気だるげに見ていて。

え、車は？

怜史の運転する車が見当たらない。

それより何より、禅の立つ場所を通らないと、私は家に帰れず。

聞けばよかった。誠二君に聞いてくればよかった。

解読不能な言語で書かれる問題には、どう答えればいいのかを。

いい、無視しよう。無視すればいい。

そう思って、素知らぬ顔で横断歩道を渡ろうとすると、禅のいる向こうから顔見知りの塾生が歩いてきた。

「あ、雨宮さん。今帰り？」

「ああ、うん」

「私これから」

「そう、頑張って」

さすがに知り合いと会話するのに、笑顔を見せないわけにはいかず。

「じゃあね」

「うん、ばいばい」

なんて言い合いながら、すれ違い歩道を渡り切ると、ワンクッション置いたことにより、素知らぬ顔ってのが上手くできなくなっていた。

一瞬前まで、笑顔だった表情を、瞬時に怒った顔になどできるわけがなく。

もういい。色々もういいと思った。

「何？」

無視しようと思っていたのに、結局は歩きながらそう聞いていて。

禅が、少しあとからついて来る。

「悪かった」

「何が？」

「さっきのだ」

「思ってないよね」

「思ってる」

絶対、思ってないはず。そんなことは、わかっている。

「もういいから。謝っても欲しくないし、気にしてくれなくてもいい」

全然、問題ない。

穏やかな世界を、一刻も早く取り戻したいだけ。

「乃愛」

低い声で呼ばれても無視して歩く。

何なの。嫌々なら本気でやめればいいのに。

「言いすぎたと思ってる」

「そう？　事実だしいいんじゃない」

「事実？」

「誰かを君付けで呼ぶわざとらしい女っての、合ってるかもね」

「んなつもりはなかった」

「なかった？　あれほどハッキリ言っておいて？」

どんな言い逃れよ。

「悪かった」

「だから謝らなくていいって。塾通いする自分に酔ってるってのも、当たってるかも」

「待て」

「さっきもクラブホステスになれば、ナンバーワンになれるって言われたし、それはそれで間違ってないんじゃない」

だけど今の世の中、クラブホステスの教養を侮ってはいけないんだから、塾通いもあながち外れてないはず。

というより、ついて来ないで欲しい。

それを言ってやろうと、振り返ったとき、ふいに歩道横の路肩に１台の車が滑り込んできて。

思わず身体がビクリと揺れ、慌てて路肩に止まった車から距離を取った。

その動きは、とても不自然なものになり。

自分でも、無意識にそうしたことを、ちょっと恥ずかしく思えたくらいだった。

それくらい不自然で、不格好な動きになったから。

よく見ると、何かの営業車らしく、運転する営業マンが電話をするために止まっただけだとわかった。

竦すくんだ身体の力を抜く。

気を取り直して、禅の方を見て文句を言おうとすると、その視線はワゴン車に向けられていて。

不機嫌な顔が、車からこちらに戻る。

そして私を見つめ。

「本気で悪かった。ちょっと苛立っただけで、あそこまで言うことなかったと思ってる」

「え……」

「怜史の言う通り、悪いのはこっちだ」

「そう」

「怖い思いさせたこと、本気で謝る」

「そう……」

「足のことも、関係ないのに巻き込んでることも」

いや、まあ謝ってくれるなら。

「怜史には怜史の考えがあって、送り迎えさせてくれってのも噓じゃねえけど、俺は塾の行き帰りに怖い思いするってのが、申し訳ねえと思っただけだ」

「そのわりには、ずいぶん文句言ったよね」

私がそう言うと、禅が一瞬視線を逸らし。

「雨宮の妹だと思うと、無駄にムカついた」

その言葉は、意外にも私を怒らせなかった。

無駄にムカつかれるってことが、どうなのと思わなくもないけれど、もうそこを言い出したらキリがなく。

それに、素直な言葉は、解読不能ってわけでもなく、少なくとも意味は理解できて。

「もういい、わかった。でも、もう車で送迎ってのはやめて。私は歩いて帰れるし、歩いて行ける」

どれだけ暑くても、その方が気分はラクだから。

「わかった」

頷いた禅は、その日黙って家まで送ってくれた。







人ってのは、言いたいことを言った相手には、ある意味スッキリとしているのか、無駄に取り繕うことをしなくなるらしい。

そもそも根本的に、気が合わないってのは、相手に期待もないし、気を使うってこともしないわけで。

あの梅雨の時期は一体何だったのだろうと思うほど、嫌ってほどの夏空が広がる中、私は毎日のように夏期講習へと通っていた。

「暑いよね」

「ああ」

「日焼けしてない？」

「歩いてるしな」

「それ嫌味？」

「そう聞こえるなら、そうなんじゃねえのか」

８月に入った頃になると、いい加減私達も慣れて来て、これくらいの会話はするようになっていた。

あの日から、禅はこうして歩いて送り迎えをしている。

私は車に乗らないと言ったことで、改めて断ったつもりだったのだけど、そこは無視され、車でないならいい的な解釈になったらしい。

でも、それもいいかなと思っていた。

禅が偶然隣を歩いている程度に思っていれば、あまり気にならない。

「塾って何やってんだ」

「勉強」

「毎日？」

「そうだね」

「変わってんな」

「好きなの」

「は？」

「勉強好きなの」

人の学習能力ってのは凄いと思う。

こうして何度か一緒に歩き、何度か会話しただけで、相手の性格を摑み出す。

返ってこない返事のときは、話題に飽きたのか、言っていることがよほど理解できないとき。

「おかしい？」

私が聞くと、隣を歩く男が小さく頷き。

「どうかしてんな」

とっても感じ悪く言い捨てる。

だけど学習能力で慣れってのを覚えた私は、そんなことくらいで腹が立たなくなっていて。

「あ、明後日、来なくていいよ」

「何でだ」

「デートするの」

私の言葉に一瞬こちらを見て、微かすかに笑った顔は嫌味が含まれている気がして。

「何」

「別に」

「おかしい？」

「いや」

「彼氏じゃないんだけどね」

「聞いてねえ」

「聞いてよ。どうせまだ着かないんだし」

嫌でもこうして歩くしかないなら、好きに話しても問題はない。

「息抜きのデートなの」

「そうか」

「てかさ、デートって普通何するの？」

「知るかよ」

「私したことないんだよね」

改めて考えると、それもどうかと思う。もう高校２年なのに、デートすらしたことないなんて。

「でも、まあ相手はよく知ってる人だし、深く考えなくてもいいんだけど」

そうだ、コンタクトでも作りに行こうか。

でも合うの作るの大変なんだよね。そのときは合ってる気がするのに、長時間つけているとやっぱり痛くなる。

「ねえ、メガネってダメ？」

その言葉に返事がないので、隣を見ると全く別の方向を見ていて。

「ちょっと、聞いてる？」

「聞いてる」

「聞いてないし」

「俺に聞いても意味ねえだろ」

「まあ、そうだけど」

それもそうなんだけど。

だけど、今聞く相手ってのが、禅しかいないんだし。

「ほら、一般的な話」

「いいんじゃねえのか」

「何が？」

「メガネだろ。お前が聞いたんじゃねえのかよ」

「メガネいいの？」

「全然」

「はい？」

「俺はねえけど、一般的には別にいいんじゃねえのか」

ああ、そういうことね。

でもそれって、おかしくないだろうか。自分はないのに、一般的には別にいいって、どうしてわかるわけ？

「どうして一般的にはいいと思うの？」

思わず聞くと、暑いのかシャツの襟元に触れ。

「似合ってる。だからありかと思っただけだ」

「似合ってるって、私のこと？」

「そうだな。頭よさそうで、性格もよさそうで、真面目な品ある女って風に見せられてる」

見せられてるって……。

「見せてないけど」

「でも見える」

「そうじゃなくて、そんな風に見せようとして、メガネをかけてるわけじゃないから。本当に目が悪いんだけど」

というより、禅はときどき本気で失礼だと思う。

だからって、それもいいんだけど。

最近、心が広くなった気がする。

力が抜けているというのか。

もはや期待などせず、流れに任せようという気持ちが強く。

さすがにデートで、コンタクトを作りに行くってのはないかと考えていると。

「男でもねえのに行くのか？」

ふいに聞かれるので顔を向けると、いつもは進行方向を見ている男が珍しく私を見ていた。

「その男のこと好きなのか？」

「え、どうかな。好きは、好きかも」

「何だそれ」

投げやりに言われ。

「よく知ってる人なの。何でも教えてくれるし、信頼できるっていうの？　だから、好き。でもまあ、だからどうだってのもないんだけどね」

何を言っても、相手は誠二君なわけだし。

とってもよく知っている相手で、けして嫌な人じゃないからデートってのもそれなりに……。

「向こうはそう思ってねえだろ」

「え？」

「女誘うってのは、それなりの感情があるはずだ」

「ああ、まあ……そうかも」

確かに誠二君は、私を好きでいてくれてそうだし。

そこを否定はしないけれど、だからって別に何か言われたわけでもない。ただ息抜きのデートに誘われただけで。

「んな軽い好きで、相手するってどうなんだ。その気がねえなら、デートなんか付き合うなよ。それが親切ってものだろ」

そんなことを突然言われ。

いや、別によくない？

関係ないよね。禅には何の関係もない。

私と誠二君の関係だって知らないわけだし、そもそも知っていても、そこは放っておいてくれるとありがたい。

「何？　禅に関係ないよね」

「関係あるとかねえとかの話じゃねえ、一般的にそうだろって話だ」

「一般的に言えば、私はデートしちゃいけないの？」

「んなこと言ってねえだろ。気を持たせるなら、持たせるだけの覚悟をしろってことだ」

全くわからないんだけど。だからそこが、禅には関係ないって話だと思うのは私だけだろうか。

「もういい」

「あ？」

「この話はやめる」

私がアッサリと話を終わらせると、不機嫌な男はそれ以上何も言わなかった。







まあ別に、禅がどう言おうと、どうでもいいわけで。

次の日も同じように、会話なのか、そうでもないのかわからない、適当なことを言い合いながら塾へと行き、帰りも家へと送ってもらう。

「ねえ、何してるの？」

帰り道でふと聞いたのは、私が塾にいる間、何をしているのかが気になったから。

車があれば、怜史だとか運転する人がいるので、その間どこかに行くこととかできても、歩きで来ている禅は一体何をしているのか。

「家近いの」

「いや、遠い」

「車で来てるの」

「来てねえ」

「じゃあ……」

「適当に時間潰してる」

適当に時間潰すって……。

まあ、夏期講習と言っても、毎日あるので時間的には１日２時間ほどだけど。

それでもその間、どこかで時間を潰すってのにも、限界があるんじゃないかと思え。

「塾の中で待てば？」

だって、談話室だと別に誰でも入れるし。そもそも、ちゃんと言っておけば、ダメとは言われないだろう。

そう思っていると禅が、いかにも何言ってんだという顔を見せるので。

「涼しいよ」

「んな問題じゃねえ」

「だけど暑い中待ってるなんて、何だか私がそうさせてるみたいに思えて、気分よくないんだけど」

私がそう言うと、見えて来た家のあるマンションを見上げ。

「実際、待たされてるしな」

「ちょっと、そこは勝手にそっちが……」

「冗談だ。気にすんな」

「禅が言うと、冗談に聞こえないんだけど」

「だったら、何に聞こえんだよ」

「嫌味」

「うぜえ。いちいちうぜえ女だな」

「これ、禅限定だから。禅以外には、いい子って……」

「乃愛っ！」

ふいに呼ばれた声に、驚いて振り返ると、タクシーの窓から手を振っている母親が見え。

最悪……完全に油断してた。

母親が慌ててタクシーを降り、笑顔で私に駆け寄って来る。

「今帰り？」

「ああ、うん……」

「今日も、暑いわねぇ」

「そうだね……」

「お母さん、買い物行ってたのよ」

「うん、朝聞いた……」

「そちらは？」

まあ、そうなるよね。というより、それ目的で慌ててタクシー降りて来たんだろうし。

思わず禅を見ると、状況を判断しようとしているのか、無表情で私を見つめているから。

「ちょっとそこで会って、送ってもらって……」

「そうなの？　わざわざすみませんね。乃愛の母です」

母親の禅を見る目が、好奇にキラキラとしているように見え。いや、これって絶対マズイ。

暇な主婦ほど怖いものはない。

「竜崎です……」

微妙な空気で、一応は母親に頭を下げる禅。

「学校のお友達？」

笑顔でそう聞きながらも、母親の視線が禅の隠せないタトゥーに向けられているのがわかり。

「ううん、学校は違うんだけど」

「じゃあ、塾？」

「まさか……あ、いやそうじゃないの」

「だったら、どこで知り合ったお友達なの？」

まるで尋問のようになってきて。

「あの、それが……仁内君の、そう仁内君の友達なの」

私が苦し紛れに言うと、禅が何を言い出すんだというような視線を向けてくる。

だけど、この場合仕方なくない？

どう考えても、その答えが一番無難なんだけど。

仁内君の友達ならタトゥーも頷けるし、私と知り合いでもおかしくない。

何より、本当のことを母親に言えるわけないでしょ。

最悪言ったとして、困るのそっちだしね。

「あらそうなのっ、仁内君のお友達なの？」

「うん。あの、もういいし。ありがとう」

禅にそう言って、とにかく帰ってもらおうとすると母親がわざとらしいため息を吐き。

「乃愛、わざわざ暑い中、送っていただいたんだから、お茶くらい飲んで行ってもらうのが常識でしょ」

どこにそんな常識が？

同じことを思ったのか禅が私に、どうするんだと言うような視線を向けるので。

「あの、禅忙しいんだって」

「あら、禅君って言うの？」

反応そこなわけ？

そこじゃなくて、忙しいって言ったんだけど。

「まあまあ、忙しいって言っても、お茶くらい飲めるでしょ。お母さん、ケーキ買って来たのよ。一緒に食べましょうよ。竜崎禅君ね、もう覚えたわ」

笑顔で言われて、何だかとっても疲れた気分になった。

名前を覚えたということは、ここで何とか拒否できたとしても、どんな人間で、誰なのかあとで必ず詮索してくる。

そもそもどれだけ暇な主婦でも、そこはやっぱりヤクザの妻だ。調べようと思って、調べられないことなどない。

「俺、いいので……」

「そう言わずに、どうぞ。ホントこの子、気の利かない子なの」

「ちょっとやめてよ」

「だってそうじゃない。塾ばかり行って、一体何になる気なのかしらね」

「だから、そういうのいいよ。禅はそんなんじゃないから、仁内君の友達ってだけで……」

「そうだ、乃愛。あれあったわよね。アイスティーの美お味いしいの。ケーキ食べるなら、お茶よりあれがいいわね」

もはや私の言葉は完全に無視され、禅が強引にエレベーターに乗せられる。

ありえない。どうして私の家に禅が？

そうは思っても、今無理して母親を振り切るってのも、何だかマズイ気もして。

変に隠そうとすると、余計に詮索される。

それなら今日は諦めて、母親の言う通り、ケーキを食べて帰ってもらう方がいいんじゃないかと。

家の扉の前で、母親が鍵を開けている間、後ろで禅と顔を見合わせる。

「雨宮と友達って何だ」

「しょうがないでしょ。じゃあ、何て言うのよ」

母親に聞こえないよう小声で言い合ったところで、どうしようもなく。

「とにかく、食べて。で、帰って」

「ケーキ好きじゃねえ」

「それでも食べて。食べないと帰れないから」

私はこのときほど、後悔したことはない。

ケーキだけで済まないとは、夢にも思ってなかったから。
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一体何なのだろう。

この男に出会ってから、世界はおかしな方向にしか行かなくなった気がする。

「どうぞ、入って。あ、そこは乃愛の部屋ね。でも、散らかってるから、こちらへどうぞ」

「散らかってないよっ」

「もう、何怒ってるのよ。いつもそうなの。本当に愛想のない子でしょ」

そうかな。私って愛想ない？

いや、そこはいい。

今はそんな場合じゃない。

リビングに禅を案内して、テーブルの椅子をすすめる母親が、買ってきたケーキを楽しそうに用意し出す。

椅子に座る禅が、何気なくリビングを見渡しているのを、複雑な気分で見つめる。

どうしてこの男が家に？

どう考えてもありえないんだけど。

「禅君は、仁内君と同じ年なの？」

「はい」

「学校は違うのね」

「そうですね」

「乃愛、何ぼうっとしてるの。アイスティー出してあげて」

どうして私が？

そう思ってため息を吐くと、そんな私を禅が見て。

「甘いのはやめてくれ」

母親に聞こえない程度の声で言われ。仕方なくキッチンの中にある、冷蔵庫へ向かう。

「禅君は、どこの学校に？」

「お母さん、もういいよ」

「どうしてよ、聞くくらい、いいじゃない」

聞いてどうすんのよ。

そう思っていると、言わなくていいのに禅が学校名を告げるから、母親の気分は更に上がり。

「親御さんは？」

「います」

「何なさってるの？」

「お母さんっ」

「不動産業を」

「あら、そうなの？　経営されてるの？」

「そうですね」

失礼など無視で、根掘り葉掘り聞こうとする母親。

さすがに常識はあるのか、タトゥーが入ってはいても、禅も嫌な顔をせず無難に受け答えしたりして。

だから、無駄に会話が盛り上がっているように見えるからある意味怖い。

テーブルに置かれた三つのケーキと、アイスティー。

禅の向かいには母親が座り、禅の隣には私が座り……。

ていうか、どういう状況なわけ。そうは思っても、今更逃げられず。

とにかく食べて、禅が帰れば全て終わる。

憂鬱な気分でケーキを食べ始め、しばらくすると意外なことに気づかされた。

禅はとても綺麗に物を食べるのだと。

ガラの悪い容姿をしているわりに、タルトというケーキの中でも難易度の高い、食べにくいはずの物をとても丁寧に食べ。

「美味しいでしょ？」

「そうですね」

「食べるならまだあるから、遠慮しないでね」

「はい」

けして、凄く愛想がいいってわけじゃない。

無駄なことも言わないし、返事くらいしかしていない。

だけど、それが逆に母親の好感を得ているらしく。

アイスティーを飲む禅が、チラッと私に視線を向ける。

「これ、美味いな」

「でしょ。好きでよく買うの」

「それ何で避けてんだ？」

「ブルーベリー嫌いだから」

「クランベリーはいいのにか？」

思わず隣を見た。クランベリー？

クランベリーって……？

タルトに乗っている、何種類かの果実の中の、どれがそのクランベリーってやつなのか私にはわからず。

本当にわからなかったので、ケーキを見つめ黙り込んだ。

きっとよほど驚いた顔をしていたんだと思う。

隣で禅が、ふっと笑うのがわかり。

「冗談だ」

冗談って……何が？

どの部分の、どの言葉が冗談だったのかがわからず、更に黙っていると、ふいに向かいに座っている母親が、噴き出すように笑い出した。

「何よ、乃愛その顔」

それはまるで禅の冗談が、どれのことだったのかわかっているかのような笑いに思え。

「何、冗談って、どれが？」

私が母親に聞くと、何がそれほどおかしいのか、声を出して笑いながら。

「乃愛、クランベリー知ってるの？」

「知らない」

だから驚いたんだけど。

それを禅が知ってることに、本気で驚いたんだけど……。

そう思っていると、隣に座る男が空いたグラスを私の横に置き。

「適当に言っただけだ」

「え？」

「俺も知らねえよ」

正直、驚くと同時に、信じられないと思った。

何この男。

こんな風に、場を和ます冗談が言えるなんて思ってもいなかったから。

人って意外な一面があるのだと、改めて知り。

空いたグラスに視線を向けられるので、仕方なく私は立ち上がり、美味しかったらしいアイスティーを要求通りに入れに行く。

ケーキを好きじゃないってのは本当だったのか、母親がおかわりをすすめても、それは丁重に断っていて。

というより、本当に意外だと思った。

でも考えると、単純に育ちがいいのかも。父親の車ってのを、私は少なくとも２台は見たわけで。

しかもそこそこの高級車だったし。

そんなことを考えながら、グラスにアイスティーを注ぎ終わり、冷蔵庫に片付けていると玄関で物音がして。

とっても嫌な予感に、思わず振り返ると、廊下を歩いてくる足音が聞こえ。

それが父親のものだとわかったと同時に、母親どころの騒ぎじゃなくなると、本気で焦った。

「あら、あなた早かったのね」

リビングで対面した父親と禅は、一瞬お互い動きを止め。

「誰だ？」

組織のトップに立つ人間は、基本的に相手に対して上からものを言う。

その上その組織が極道なんてのだと、そうなるのは当然で。

「仁内君のお友達なんですって」

「仁内の？」

いかにもあやしいという顔を見せる父親に、禅が一応立ち上がり頭を下げる。

「竜崎です。お邪魔して……」

「仁内に友達なんて聞いたことねえぞ」

「いるわよ仁内君にも」

「乃愛、そうなのか？」

いまだ座ることなくリビングに立ち、禅を値踏みするように見ている父親が、視線を外さず聞く。

完全に疑われている。

母親はごまかせても、父親はそう簡単にはいかず。

「そうだよ」

それでも噓を吐くと、やっと私を見た。

しばらく黙って私を見つめ、ふいに禅に向き直った。

「まさか、乃愛と？」

「いえ、偶然会って……」

「偶然会って、どうしてここにいる」

「私が誘ったのよ。どうしたのよ、あなた。そんな怖い顔して」

吞気な母親と、娘が連れて来た男が、どういう人間か気になって仕方ない父親。

「お父さん、そんなんじゃないから。ホントそこで会っただけで、そしたらお母さんがケーキでもって……」

「ずいぶん派手な知り合いだな」

いや、まあそうだけど。それ父親が言っても、説得力ってやつにかけると思うんだけど。

「ガキのくせに、やけに目立つ墨入れて。学生なのか？」

「はい……」

「乃愛とはいつからだ」

父親の遠慮ない言葉に、禅がキッチンの中にいる私に視線を向けると。

「乃愛に聞いてんじゃねえ。お前に聞いてる」

有無を言わさない父親の態度は、どこまでも高圧的で。

「知り合ったのは最近です。でも、そういうつもりはありません」

禅がそう言っても、父親にすると信じがたいのか、値踏みするような鋭い視線が和らぐことはなく。

「ちょっとあなた、やめてよ。いいじゃない、乃愛も年頃なんだから、少しくらい何かあって、当たり前よ」

「違うからっ」

「そうだ、みんなで食事でもどう？」

一体何を言い出すのかと啞然と母親を見ると、そんな空気は関係ないのか笑顔を見せ。

「あなたも早く帰って来るの久しぶりなんだから、そんなに怒らないで食事にしましょうよ。一緒に食事すれば、禅君のことも知れるじゃない。とってもいい子なのよ」

「お母さんっ」

「何か取る？　それとも、外にでも行く？」

「食べないよ」

私がそう言うと、父親がこちらを見て。

「やましいことでもあるのか」

「ないよっ」

「だったら、飯くらい付き合え」

父親がそんなことを言うから、禅もさすがに驚いていて。

「ちょっと……」

「じゃあそうしましょう。どう？　お寿司でも行きましょうか」

信じられないと思った。

本気でありえない。どうしてこんなことになるのか。

とはいっても、スッカリ行く気になった父親に、誰が逆らえると言うのだろう。

ここで逃げたりなどしたら、ただの勘違いだとしても、間違いなく禅はマズイことになるだろう。

何を言っても、相手は黒統会のトップだ。

逆らえる人間など、この世では、母親くらいしかいないのだから。




本気で何でもないと訴えながらも、無理やり車に乗せられ、着いた先はBlack Townの中にある行きつけのお寿司屋だった。

Black Townの中は、路地が多くせまいので、車で入ることは不可能。

必然的に車を降りて路地を歩いていると、当然街は騒然となった。

黒統会のトップが、突然姿を見せたとなり、慌てて挨拶に駆けつける大勢の人間。

歩きながら、挨拶してくる人達と軽く会話をする父親。

母親はその後からついて行きながら、これもまた挨拶に出て来た、顔見知りのホステスと笑顔で話していて。

「何なんだ」

「知らない」

「んで俺が、黒統会のトップと飯なんか食うことになってんだよ」

「じゃあ断ってよ」

「できるか」

「だったら諦めて」

「諦めてって……」

「わかってるわよ。私だって、こんなことになるとは思ってなかったんだし」

父親と母親のあとからついて歩きながら、文句を言ってもそれこそ始まるわけでもなく。

もういい。流れに任せよう。どうしても、私に人生のテストってのを誰かが出題したいらしいし。

そもそも、何でもないんだし、ビクビクする必要はない。

「とにかく何でもないで通して。認めたらそこで終わるからね」

「縁起でもねえ言い方すんな。冗談に聞こえねえだろ」

「冗談じゃないし」

私がそう言うと、禅が深いため息を吐き。

「マジで何なんだよ」

それは私と、全く同じ気持ちだった。

本気で何なのだろう。こんなことになるのなら、嫌でも車で送ってもらえばよかった。

そうすれば、母親に見つかることも、なかったんじゃないかと。

行きつけの高級寿司屋は、父親の顔を見るなり、奥の個室をアッサリと用意した。

まあ、当然と言えば当然なんだろうけど、そんな待遇は何一つ嬉しくもなく。

真っ黒の漆で塗られたテーブル。

しなやかな竹で編まれた座席。

独創的な生け花が、壁際にあり、淡いライトが静かで格調高い雰囲気を、見事に造り出していて。

「お父さん、本当に違うの」

「料理は適当に頼む。酒くらい飲めるな」

「はい……」

「お父さんっ」

「大将が、いい酒あるって言ってたな。それ持って来てくれ」

「乃愛は、お酒ダメよ」

「いらないよ。もう、聞いてよっ」

「あなた、今日くらいは、お酒控えてくださいよ」

「お前も飲むか？」

「あら、そうねぇ。少しいただくわ」

全く聞いてもらえず、更には禅にお酒まで飲まそうとしている。

思わず隣を見ると、禅も諦めたのか、気にするなというような表情を見せ。

もう何でもいい。

好きにやってくれていいよ。

そんな諦めた気分で、運ばれてくる料理を食べ始めた。

「それはいつからなんだ？」

父親が、禅の首元を見て聞くと。

「中学です」

「ずいぶん早いうちから、派手にやってんだな」

中学って……。信じられないんだけど。

「仁内とはいつ知り合ったんだ」

そんなどうでもいいような質問を、延々されても、禅は当たり障りない返事を、根気よく繰り返し。

さすがに気の毒になってきた。

かといって私の言葉など無視されるので、止めようと思っても止められもせず。

けれど、そのどうでもいい質問を繰り返しているうちに、父親も満足してきたのか、禅に対して時に笑顔まで見せるようになり。

お酒が入って、気分がよくなってきただけなんじゃないの。

そう思いながらも、運ばれてきた刺身を食べていると、ふいに個室の扉が開いた。

そこから入って来た男が、父親を見て、私を見て、そして最後に禅を見た。

「よくわかったな」

父親がそう言うと、仁内君が空いた席に座り。

「ここどこだと思ってんだよ」

そう言い捨てて、私の隣にいる禅にまた視線を向ける。

向けられた禅は、逆に視線を逸らし。

「仁内君のお友達なんでしょ？」

母親の言葉に、仁内君がどういうことだと言うように、一瞬私を見るから。

「そうだよね、友達なんだよね」

「……まあ、そうかもな」

曖昧な返事をして、父親が注ぐお酒に口を付け。

「で、何で乃愛と竜崎が？」

「偶然会ったのよ。乃愛が塾から帰って来るのを、送ってくれたんですって」

「ああ……そうなのか」

仁内君がそう言うと、父親が禅の空になったグラスにお酒を注ぎ。

「お前、忙しいんじゃねえのか？」

「壮市に任せて来た」

「そうか。どうだBlackブラック Holeホールは」

「別に、いつも通りだ」

「あとでちょっと寄るか」

「来なくていい。親父が来たら従業員が気使うだろ」

「たまには、緊張感持たせんのもいいことだ。同じことの繰り返しってのは、人間を怠慢にするからな」

そう言った父親が、禅を見て。

「お前も付き合え」

「いえ、俺は……」

「何だ、付き合えねえのか？」

もはや、私など完全に無視になって来て。

散々、好きなことを言った父親が、込み入った話があるのか、電話のため席を立つ。

そして母親も、お手洗いに立つと、微妙な空気が個室に流れた。

「どういうことだ。俺と友達？」

それまで取り繕っていた仁内君が、打って変わって低い声を出すので。

「だって、そう言うしかなかったから」

私が言うと、深いため息を吐きながら、テーブルに肘をつき。

「んでこんなとこ、来てんだよ」

「好きで来たわけじゃねえ」

「表、大変なことになってんぞ」

「知るか」

「ドラブラの竜崎が、親父と一緒に歩いてるなんて、どんな冗談なんだよ」

とっても呆れた声を出す仁内君と、一気に不機嫌になった禅の間で、ありえないほどの微妙な空気に挟まれていた。

まあ仕方ない。どう考えても、天敵って感じの２人だし。

ふいに禅が持っていたグラスを置き。

「元気なのか？」

元気って、誰が？

そう思ったのは私だけだったのか、仁内君が静かに呟く。

「そうだな」

「大事にしてくれ」

「わかってる」

「ならいい」

どこか諦めたような投げやりな禅の声。

そして少しだけ気まずいような顔をした仁内君が、肘をついていた身体を起こし。

「悪かったな……」

そう言って、テーブル越しに禅に頭を下げた。

一体何の話か私にわかるわけもなく。

「もういい」

小さく呟かれた禅の声は、まるで何かに傷ついているかのように私には聞こえた。




信じられない状況は、その後も続き。父親がどうしても禅をBlack Holeへと連れて行くと言って聞かず。

母親は、久しぶりだからと、知り合いの店に顔を出すなんて言い。

挙句私は１人、Black Townの中で放置された。

お前は帰れとアッサリ言われ、お寿司屋の前に置き去りにされる。

どういうことなわけ、なんて思っても、すでに誰もいなくなっていて。

「竜崎が乃愛の家族とって……どうなってんだよ」

そんな声が聞こえ、思わず振り返ると、なぜか京市君が立っていた。

まあ、なぜかなんてことはないか。ここはBlack Town。

全ての情報は、一瞬で回り、最終的に全て京市君の耳に入る街。

「壮が車用意したらしい。そこまで送る」

軽く言われて、私は素直に頷いた。

そのために来てくれたのだと、わかったから。

「やっぱマズイの？」

歩き出す京市君について行きながら、そう聞くと。

「ん？」

「禅がここ来たこと」

「まあな。でも親父さんと一緒っつうのが、ある意味ぶっ飛んでるからな。逆にどんな話も、憶測っつー噂うわさになって、曖昧なままで終わるだろうし、それはそれでいいんじゃねえの」

そういうものなのか。

どちらにしても、起こってしまったことはもうどうすることもできず。

というより、ふと気づいて京市君を見た。

「ねえ、シルバーは？」

京市君のトレードマークである、シルバーのアクセサリーが、珍しく全て外されている。

「ああ……今日は家にいたからな」

「そうなの？　わざわざ来てくれたんだ、ごめんね」

私がそう言うと、京市君が笑って。

「どうせ竜崎が来た時点で、出て来ないわけにはいかねえし、気にすんなよ」

「やっぱり大変なんだね」

「まあな、でも竜崎は仁内に任せるしかねえし、俺は後処理程度で済むだろ」

軽くそう言った京市君が、Black Holeがある方に視線を向け。

「どうだった？」

「え？」

「顔合わせたんだろ、あの２人」

「うん、微妙だったけどね」

間違っても、またなんてことはないように祈りたい。

それくらい微妙な空気だったから。

そう思っていると、京市君がふっと笑い。

「そりゃそうなるわな。親父さんいて、マジでよかったかもな。でねえと、微妙どころでは済まねえだろうしな」

「でも、もう終わったんじゃないの」

だって、何を言ってもそこは認めたわけでしょ。

禅は納得いかないメンバーを抑えるために、私の送迎を嫌々ながらもしているわけで。

そう考えると、仲良しってわけにはいかなくても、無駄に揉もめるってことはもうないんじゃないかと。

「表面上はな」

それでいいんじゃないの。

表面上でも何でも、終わっているなら、あの２人が直接会ったからって……。

そう思っていると、京市君が金色の髪に触れながら、曖昧に笑い。

「まあ、さすがに諦めもしてんだろうけど、そこはやっぱな。そう考えると、竜崎に同情しなくもねえよ」

「同情？」

「だな」

「どうして？」

どうして京市君が、禅に同情するのかわからずそう聞くと。

「仁内は竜崎にとって、自分の好きだった女を、アッサリ持って行った相手ってことになるしな」

その言葉を聞いて、全てが納得できた気がしていた。
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そういうことかと思った。

全てはそれで理解できた。

解読不可能だったテストには、裏面があったのだと。

裏面さえちゃんと見れば、解読できて問題は解けるようになっていた。

「昨日、家族でBlack Town行ったんだって？」

息抜きのデートってので、まずは何か食べようと、誠二君と一緒に入ったオムライス屋。

向かい合って座り、注文を待っていると苦笑いで聞かれ。

「よく知ってるね」

「俺もBlack Townの人間だしね」

確かにそうだし、何より父親の登場は、全ての人間の耳に入っていて当然なので、驚くことはなく。

「夏休みだってのに、情報回るの早かったよ」

「そうなんだ」

「噂が噂よんでるみたいで、ドラブラが黒統会の傘下に入るって話も聞いた」

ドラブラが黒統会の傘下って。

いかにも噂って感じの話に思わず笑ってしまうと、誠二君が私を見つめ、軽く首を傾げ。

「おかしい？」

「おかしいよ。そんなことあるわけ……」

「だったら、ドラブラの竜崎を、乃愛の親父さんが認めたってのは？」

父親が禅を認める？

認めてどうするの。意味がわからず黙っていると、軽くため息を吐く誠二君が、アイスティーを飲み。

「まずはドラブラを傘下に入れて、それから竜崎を黒統会に引っ張り上げる。仁内の下につけて、もしくは同列に置き、ゆくゆくは仁内と共に黒統会を任せていく、ってな話はどう？」

どうって……。

そもそも父親は、Dragon Blackのことすら知らないはず。

ドラブラがどれだけ大きな暴走族だとしても、父親は更に大きな組織の人間なのだから。

「ありえないよ。大体禅が黒統会に入るわけないじゃない。そんなの誰が考えても……」

「親族になれば、ありだよね」

「親族？」

「乃愛と竜崎が一緒になれば、竜崎は義理の息子ってことになる」

バカバカしい。そんなのあるわけない。

呆れて笑うと、誠二君がそんな私を見て。

「まあ、ないと思いたいけど、昨日の状況聞くとありだとも思えるんだよな」

「ないよ。偶然お母さんに会って、お茶でもって強引にね。そしたらお父さんが帰って来て、今度は私との関係を疑い出して、無理やりってやつ」

本当にそれ以上の話でもなければ、それ以下でもない。

どれだけ噂が膨れようと、ないものはないんだし。

「ふーん、そうなのか」

誠二君が、少しホッとしたような声を出すから。

「そうだよ、あるわけないよ」

「でも、乃愛がそうでも向こうはわからないだろ？」

「わかるよ、ないない」

あの男が私なんてありえるはずない。

あれほど気の合わない男ってのも、珍しいくらいなんだし。

「大体、好きな子ってのがいたみたいだし」

昨日京市君から聞いた話を、何気なくすると、誠二君が軽く頷き。

「速水はやみの妹だろ」

「え、知ってるの？」

まさか誠二君までもが知ってるとは、思ってもみなかったので驚くと。

「だから、こう見えて、俺もBlack Townの人間だって」

「そうだけど」

「噂は聞いてるよ。まあ竜崎とその子の話は、噂レベルじゃないけどね」

「どういうこと？」

「簡単に言えば、ドラブラの竜崎は、同じドラブラの速水ってやつの妹がずっと好きだったんだよ。でも、ある日仁内に奪われたって話だな」

やっぱり誠二君は、何でも知っていて、何でも教えてくれる人だと思った。

「実際は、それほど単純な話でもなかったみたいだけどね」

「単純じゃないの？」

「うーん、どうなのかな。話がってより、想いがってことかな」

想いが単純じゃない……。

「相当想ってたらしい。大事に守ってきた女を、よりによってBlack Townの仁内に取られるなんて、さすがに気の毒だと俺でも思うよ」

そうだったのか。だからあれほど私に苛立ったのか。

『雨宮の妹だと思うと、無駄にムカついた』

あの言葉は、まさにそういうことだったのかと。

幹部の誰かの妹だからってだけじゃなく、自分が好きだった相手を取られたんだから、苛立って当然だろう。

何より、許せなかったんじゃないかと。

あの不機嫌だった禅の態度には、そういう感情全てが含まれていたってことで。

だからといって、どれだけそういう感情があったとしても、私には関係ないってのもわかっているので、頭を下げ謝罪もしている。

ふーん、そうだったのか。

ということは、昨日のあの会話は、まさにその子のことだったんじゃないかと。

大事にしてくれと言った禅。

悪かったなと謝った仁内君。

そして、その謝罪にもういいと呟いた禅の、どこか傷ついていたような声。

「まあいいか。何でもないっていう、乃愛の言葉を信じるよ」

誠二君が笑って言うのを見ながら、ふいに違和感を覚えた。

どうして私の何でもないって言葉を、誠二君が信じなければいけないのだろう。

「うん……」

曖昧に返事をする私は、なぜか禅のあのときの声を思い出していた。

傷ついたような、それでいて全てを諦めているかのようなあの声を。







「あら、コンタクトにしたの？」

塾へ行く前、お茶を飲もうとリビングに入ると、テレビを観ていた母親に聞かれ。

「うん」

「痛いんじゃないの」

「昨日合わせてきたし、大丈夫だと思う」

「そう、その方がいいわよ。乃愛の綺麗な顔が隠れなくていいわ」

よく恥ずかしげもなく、娘のことをそんな風に言える。

まあだからってどうでもいいので、黙ってお茶を飲んでいると。

「今日って帰り遅いの？」

「うーん、そうだね夕方になるかな」

今日は昼過ぎからなので、帰りはそれくらいになるはず。

「だったら、外で食べて来て」

その言葉に、お茶を飲む手を止めて、母親を見た。

「どうして？」

「出かけるの。私も、少しは遊ぼうと思ってね」

「遊ぶって……お母さんが？」

「いやだ、あれよ。遊ぶって言っても、昔の友達と会うだけよ。でもねぇ、この前久しぶりに外出て、楽しかったのよ」

はあ……そうですか。

「お父さんにも、家にばかりいないで、少しは出掛けろって前から言われてて。考えると、それもそうだって思ったのよね」

「そう」

「仁内君も、もうスッカリ大人でしょ。それに乃愛だって、彼氏もいるみたいだし。私もいい加減、子離れ……」

「彼氏じゃないよ」

「そうなの？」

そう言ってるけど。

ずっとそう言ってるよね。

誰も聞いてないだけで、私は何度も言ったけど。

そんなことを思いながら、冷蔵庫にお茶を片付けていると、ソファに座っていた母親が振り返り。

「でも禅君、素敵な子じゃない。見た目は派手だけど、とってもかっこいいわよ」

「そうかな」

「そうよ。思わないの？」

何だか、思わない私が悪いかのような目で見られ。

「お父さんも、何だかんだで気に入ってたわよ。俺と話してて、あれほど落ち着いていられる男も珍しいってね」

どうでもいい。本気でどうでもいい話なんだけど。

「まあでも私はやっぱり仁内君の方が、かっこいいと思うわよ。でも、禅君がダメって話じゃ……」

「いってきます」

「ちょっと、乃愛っ」

自分の子供のこと、綺麗だとかかっこいいだとか、当たり前に言えるって信じられないんだけど。

「夜お願いねっ」

まあそれでも何でも、少しは遊びに行く気になってくれてよかったとは思う。

ご飯がないくらい、何の問題もないんだし。

最悪、コンビニのお弁当でも食べようと思いながら、下へ降りると今日もその男は私を待っていた。

暑い中、太陽の下で、ジッと立っていた男は、私の姿を見ると待たずに歩き出す。

慣れた道のりなので、わざわざ隣に並んでってわけじゃなくても行ける。

丁重に送るってことより、とにかく送っているという行為が重要なわけで。

「一昨日はごめんね」

少し後ろを歩きながら呟くと、禅がわずかに振り返り。

「何がだ」

「だって、あんなことになったのは、さすがに私のせいかもって」

「でもねえだろ」

「行ったの？」

「どこに」

「Black Holeだよ」

仁内君が管理する、街にあるカジノ。

「帰してもらえなかったしな」

「だよね……」

「その後、飲みにも行かされた」

「そう……ごめん」

「んで、女と遊べってことまで言われた」

「ええ、何それ」

一体どれだけ付き合わせたのかと思うと、本気で申し訳なくなってきて。

そもそも女って何。

まあ、あの街にはそんな娯楽が溢れているけど。

女の人を買って遊ぶってのも、珍しくも何ともなく。

「行ったの？」

いや、どうでもいいんだけど。

でもそこまで付き合ったのかどうかが、単純に気になり。

「あの状況で行くなんて言ったら、生きて帰れねえだろ」

生きて帰れないって、でも、誘ったのは父親なんでしょ。

よくわからず黙っていると、禅が私を振り返り。

「試されたんだよ。可愛い娘の男ってのが、喜んで女遊びに付き合う男かどうかってのをな」

「何それ」

「お前、男紹介するときは、そいつに気をつけさせた方がいいぞ」

「どうして？」

「すげえ見られてる。あれはよほどじゃねえと、認めねえんじゃねえか」

何だか気が重くなる言葉に、ため息を吐くと。

「俺は不合格だったらしいしな」

「そうなの？」

不合格も何も、そういうんじゃないのでそれでいいんだけど。

「雨宮がそう言ってた」

でも母親は気に入ってたって……。

「まあ、もういいよ。とにかくごめん」

私が謝ると、禅がふっと笑い。

「謝ったりもできんだな」

「当たり前でしょ。ていうか、禅ってホント失礼だよね。私もそうかもだけど、禅もその辺は十分酷い……」

「やっぱある方がいい」

「え？」

ある方がって何が？

そう思って顔を上げると、最近更に日焼けしたのか、スッキリとした、母親に言わせるとかっこいいらしい男が私をジッと見て。

「メガネかけてる女とか、論外だと思ってたけど、お前はある方がいいかもな」

「そう……？」

「かけてねえと、ただの女に見える」

ただの女ってどんな女？

メガネをかけているときは、逆にそうじゃないってことだよね。そう思っていると。

「ただの綺麗な女になって、お前の性格と合わなくなる」

それって……。というより、何なの。性格と合わないってどういうこと。

「私の性格って？」

「適当で、愛想なくて、可愛げのねえ、他人にあんま興味ねえ性格」

ちょっと、本気でどうなの。

愛想なくて、可愛げないって、最悪って意味じゃないの。

「どうもありがとう」

どうせならと思い、嫌味っぽくお礼を言うと、禅が私を見て笑い。

「褒めてねえ」

「知ってる」

「マジで可愛くねえな」

「いいよ、禅に可愛げあるって思われても、全く意味ないし」

だって、私達はそういう関係じゃないんだから。

そう思いながらも、だったら好きだったって子は、どんな子だったのかと気になり。

かといって、ストレートに聞くのもどうかと思うので。

「ねえ、帰り何か食べに行かない？」

「は？」

「奢おごるよ。一昨日のお詫わびに」

「いらねえよ」

「いいじゃん。私今日家にご飯ないの」

コンビニのお弁当より、食べに行く方がいいし。

そう思う私に、呆れたように笑う禅は、いいとも、嫌だとも言わなかった。




考えると、こんな風に禅と向かい合うってのは、初めてなんじゃないかと。

塾終わりいつものように迎えに来ていた禅を、強引に誘い向かったのは家の近所の串カツ屋。

別に深い意味はなく、帰り道にあり、食べたい物と考えたときにここを思いついただけ。

「串カツって、おっさんかよ」

「いいじゃん。美味しいよ」

そう言いながら、ふとメガネを外そうとして、かけてないことに気づく。

ここの串は好きな物を注文し、テーブルにあるフライヤーで、自分で揚げて食べるシステムになっている。

メガネがあると油が飛ぶので、いつものくせで外そうとしてしまった。

「お酒飲んでもいいよ」

「いや、いい」

アッサリ断られて、車を運転するわけでもないんだろうし、別にいいんじゃないかと思っていると。

「あんま好きじゃねえ」

意外なことを言われ、少し驚く。

え、でも一昨日飲んでなかった？　結構な量、父親に付き合わされてたけど。

私の驚きがわかったのか、禅がメニューからチラッと視線を上げ。

「飲めねえことねえ」

「そう」

「自分から飲みたいとは、思わねえってだけだ」

「ふーん」

「何かおかしいのか？」

全然……別に……おかしくはない。

そもそもまだ未成年なんだし、飲まなくていいし、本来は飲んじゃいけないんだけど。

いけないんだけど、禅の意外な一面ってのに驚いていて。

禅という男は、とってもガラの悪いタトゥーが襟足から肩に彫られているわりに、驚くほど常識的だ。

常識的ってのは少し違うかもしれない。

暴走族の総長だったりするので、その時点で常識人じゃないだろう。

だけど少なくとも、それなりの場面では、それなりの対応ができる人間なんじゃないかと。

他人の母親にすすめられたケーキも食べるし、他人の父親にすすめられたお酒も飲む。

どちらも好きなら問題ない。

だけどどちらも好きではないと言っているのに、そんな素振りは見せず機嫌よく付き合う。

そう考えると見た目だけで人を判断するのは、間違っていると思え。

感じ悪いなんて思ってたけど、これといって何かしたわけでもなかった禅。

付き添ってくれた病院でも、タトゥーを見たがった子供に、好きに見せてはいたし。

苛立ったとき私に文句を言ったけれど、だからってそのあとで謝りもしてるし。

そもそも、態度が悪かろうが何だろうが、申し訳ないという気持ちがあるからこそ、こうしていまだに私を送り迎えしているのだろう。

私に対しては素のままで不機嫌さを見せてはいても、そうじゃない相手と一緒のときは、冗談を言って場を和ますってこともする。

父親のような相手に誘われると、空気を読まずに断るってことをせず、ちゃんと最後まで付き合う。

それって、常識的な対応ができていると、言うんじゃないだろうか。

お互いジュースを頼み、串を選び注文したところで思ったことを口にした。

「あのとき、感じ悪いとか言ってごめん」

謝ると禅が灰皿を引き寄せ、いかにも不快な顔を見せた。

「何だ、気持ち悪ぃな」

「だって、ガラ悪くて感じ悪いって私言ったよね」

「実際そうなんだろ？　謝ることねえだろ」

まあ、あのときは確かにそう思ったんだけど。

だけど裏面を読んでいなかったからわかっていなかっただけで、今ならあのときの禅の態度の意味がわかり。

「それに嫌なこと言ったんだろうなって、反省してる」

「何なんだよ、マジで気持ち悪ぃぞ」

本気でそう思うのか、煙草に火を点つけながら私を避けるように身体を横に向け。

「可愛げねえって言うのは、謝れって話じゃねえよ」

そんなことわかってるし、可愛げのために謝っているんじゃない。

「そうじゃないよ」

「だったら、もうやめてくれ」

「私、酷いこと言ったかもって」

「言ってねえよ」

「ううん、言ったよ」

「ガラ悪いなんて、言われ慣れてっし……」

「禅、私に聞いたよね」

あのとき、私に聞いた禅。

ライターの火が消え、煙草が燃え出す。

何のことかわからない、とでも言うかのような視線が私に向くから。

「仁内君のこと。どんな人間で、その子のことどうして真剣に思う気持ちがあるんだって」

あのとき私は、とても嫌なことを禅に言ったんじゃないだろうか。

「私、その子のお兄さんが、とにかく反対してるって思い込んでて……」

「もういい」

「信じられないくらい幸せそうな顔してとか、あれほど好きな男は、そうそういないとか……」

仁内君の想いを、代弁したつもりだったんだけど。

「あれ、禅に言うことじゃなかったよね」

きっと知っていたら、絶対言わなかったと思う。

あのときの禅の気持ちを考えると、どう考えても言わなくていいことだったはず。

「知らなくて言ったの。禅がその子のこと好きっての、知らなくて、ホントごめん……」

「やめてくれ」

「でも……」

私が顔を上げると、煙草の灰を落とす禅が少し笑い。

「俺は聞けてよかったと思ってる」

「え？」

「お前に聞いた雨宮の想いってのを、俺は信じられた」

「禅……」

「だからそいつの兄貴にもそう言った。信じてやったらどうだってな」

そうだったのか。だからあのあと片付いたと。

仁内君がそう言って電話してきたのは、あのあとだった。

「妹のお前から聞く雨宮は、黒統会の雨宮じゃなかった。まあ、そうだよなって思ったんだよ。あいつも普通の男なんだって、改めてあのとき思ったんだよ」

私の言葉に反応を返さなかったのは、そんなことを考えていたからだと知り。

「だから謝るってのは、しなくていい」

「うん」

「俺も、お前に当たったしな」

「そうだね」

「認めたつもりでも、俺の中で、んな簡単に割り切れなかったんだよ」

それは誠二君の言った、簡単な想いじゃなかったらしいという話を、裏付けているようで。

「でも考えると、ただ俺のことは好きじゃなかったってだけの話なんだけどな」

煙草の煙が、禅の前で儚はかなげに揺れ。

「そういうの全部で、お前に当たったのかもな」

何だか凄いと思った。

人が人を想う気持ちってのに、単純に感動した。

私はどっちの男も知ってる。

彼女が選んだ仁内君も、選ばなかった禅も。

そのどちらの想いも、けして大差なく。

今ならそれがわかる。仁内君の想いも、禅の想いも。

どちらが劣っていたとか、どちらがより強かったという話ではない。

ただ彼女は仁内君を選んだってだけ。

男として仁内君の方が、上だったわけでもない。

だって現実に目の前に座る男の、どこが劣っていたのかなんて、私には見つけられないんだから。

「禅」

「ん？」

「いい男だよ」

「誰がだ」

「禅だよ。禅はいい男だと思うよ。ちょっとガラは悪いけど、私は嫌いじゃない」

母親は親の欲目ってのがあるから、やっぱり仁内君なんて言ってたけど、私はそうは思わない。

というより、今そう思った。

誰かをこれほど好きになれて、どれだけ深く傷ついても、彼女を大事にしてくれと相手に言える禅。

そんな禅が、私にはとてもいい男に見えるから。

「何なんだ、今日は」

私が褒めるのが気持ち悪いのか、少し引き気味の顔をする。

だからって、それが気になるわけでもなく。

「まあ、食べて。好きなだけ食べれば、忘れるかもよ」

「わけねえだろ」

「でもほら、お腹膨れると眠たくなるし。そうすれば、その間は忘れられるよ」

思いついたことを深く考えずに言うと、灰皿に煙草を捨てる禅が呆れたように笑い。

「マジで適当だな」

「適当？」

「お前と話してっと、すげえ適当だって思うときあんぞ」

「そうかな」

「平気で話題変えるし、面倒になってきたら話終わらせるしよ」

まあ、そう言われてみればそうかも。

だけど、そのおかげであまり深く考えずに、今まで毎日を穏やかに過ごせてたわけで。

襲われたことだって、あのときは怖かったんだけど、今何もないのに思い出すわけでもなく。

ワゴン車を見るとさすがに反応するけれど、それ以外は常に怯えてるってわけでもない。

そう考えると、適当ってのも頷けると思っていると。

「でも、ありかもな」

「ありって？」

私がそう聞くと、禅が少しだけ柔らかな笑みを見せ。

「こう見えて助かってる」

「何が？」

「送り迎えとか言ってっけど、結局は俺も暇だしな」

それって、禅が暇ってこと？

「だから助かってる。お前といる間は、少しは忘れてられるからな」

そうか、嫌でも毎日のように来ている禅は、ある意味こうしていることにより、忙しいって話にもなり。

「飯食って、眠たくなるからって話じゃねえぞ」

「わかってるよ」

「それにお前の奢りっつーのはいい」

「そういうのこだわる派？」

「こだわりじゃねえ、常識だ」

「禅って、意外と堅いよね」

「お前は、意外と緩いよな」

「ねえ、普段何してんの？」

「話題変えんな」

ちょっと気になったから。

これほど誰かを誠実に想える男が、普段は何をしているのか少し気になり。

ジュースが運ばれてきたので、それを一口飲むと。

「事務所にいる」

「事務所って？」

「族の事務所だ」

族の事務所って、そんなのがあるの？

何のために、それがあるのか。

そう言えば仁内君が、ドラブラは遊びで族をやってないとか何とか。

「そこで何してんの？」

不思議に思い聞くと、禅がグラスの水滴を見ながら。

「何って……そこに俺の部屋があるからな」

「そうなの？　じゃあ、家に事務所ってのがあるの」

「家は別にある。事務所に空いてる部屋があるから、そこ使ってるだけだ」

何だかよくわからないけど、単純に興味があり。

「見せてよ」

「あ？」

「行ってみたい」

「お前なんか連れて行けるわけねえだろ」

「どうして？」

「お前、雨宮の妹だろ。何をどう考えて、お前を連れて行けるんだよ」

アッサリ言い捨てられ。

「ダメなの？」

「当たり前だ。メンバーがいい顔しねえ」

そう言われて、そうかもと思った。

実際に私は襲われたわけで、それくらい禅の暴走族にとってBlack Townの人間は受け入れられないってことだろう。

その上、私は仁内君の妹でもあるし。

だったら……。

「ずっといるの？」

「誰がだ」

「メンバーの人達」

「いや、ずっとってわけでも……」

「だったらいないときは？」

私がそう言うと、禅がとっても怪け訝げんな表情を見せ。

「急に興味出してくんなよ」

「だって聞いたら、気になったから」

「気にすんな」

「暴走族の事務所なんて普通見れないよ」

「お前、塾で忙しいだろ」

「お盆休みは暇だよ」

その間は塾も休みだし、何より予定が何もないのでそう言うと、禅が一瞬何かを考えるような顔を見せ。

「いや、やっぱねえな」

「何、今何か思ったでしょ」

「思ってねえ」

「噓、何か考えた顔した」

「うるせえ」

「向かい合うって、色んな顔見れるね」

「また話変わったのか？」

「変わってないよ、何考えたの」

しつこく聞くと、面倒そうなため息を吐いた禅が、私から視線を逸らし呟いた。

「盆休みなら、誰も来ねえなって思っただけだ」

ふーん、そうなんだ。

だったら私が行っても、困らないってことなんじゃないの。

禅はすでに知っているわけだし、その禅しかいないなら、私が仁内君の妹でも何でもいいってことになり。

「じゃあ、決まりね」

「何も決まってねえだろ」

「あ、ほら来たよ」

「聞けよ」

「お餅とシイタケは私のだから、食べないでよ」

「乃愛、無視すんな。連れて行かねえ……」

「いいじゃん。誰も来ないその間、私が暇つぶしになってあげるから。そうすれば、また忘れていられるよ」

勝手なことを言う私に、禅は怒るわけでもなく、ただ諦めたような顔を見せていた。







危ぶむ感情







２人で串カツを食べた日以来、私の中で禅への感情が少し変わった気がする。

具体的にどうかと聞かれると、答えにくいんだけど。

彼女への想いや、傷ついた心を知り、今までとは違う角度から禅を見た気がして。

だからって、その感情は同情的なものではなく。

同情というマイナスではなく、もっと反対のプラスの感情。

あんな風に誰かを真摯に想える禅が、単純に素敵だと思え憧れる。

もしかしたら、尊敬に近いのかもしれない。

実際、会って会話をするときは、今までと変わりない。

でも、根本の部分では尊敬している。

そう思って見ると、禅という男は本当にそんな男だった。

私を迎えに来る時間に遅れたこともなければ、来なかったこともない。

よく考えると、信じられないくらい面倒なことなのに。

私にすると、どれだけ暑くても、どれだけ歩くのが嫌だと思っても、塾に行きたいのは自分。

好きで申し込んだ夏期講習に、暑いからといって行きたくないとは思わない。

だけど禅は違う。完全に付き合わされて歩いているだけで、本人はそこに行きたくもなければ目的もない。

だけど、けして遅れもしないし、さぼりもしない。

それってよほどの責任感がないと、できないんじゃないかと。何より、私を襲った相手は、禅じゃない。

自分がしたことでもないのに、責任を取るなんて、普通はできないんじゃないかと。

本来なら知ったことじゃないって話なのに、けしてそうは言わず、謝罪の意味も含め、責任ってやつを果たそうとしている。

そんな男は、尊敬に値する気がして。

「マジで行くのか？」

「うん」

「乃愛」

「見るだけ。見たら帰るよ」

「何の興味なんだよ。お前、普段は色んなことに興味示さねえだろ」

お盆前最後の塾の帰り、ため息まじりに言われ。

「私興味示さない？」

それって誠二君にも言われた気が。

違う、あれは興味ないことには鈍感って言われたんだった。

「そうだな」

「どこで」

「は？」

「どこでそれ思ったの」

自分ではそんなつもりがないので、どこにそう思われる要素があったのか気になり聞くと。

変なことを聞かれたと思ったのか、少し考えるような間を空け。

「病院行ったときに思った」

「病院？」

「ああ、お前完全に俺を無視で、夜見の兄貴と話してた」

でも、あのときはほぼ初対面だったし、何より怖かったんだけど。

「お前、一度も振り返らなかっただろ」

「怖かったんだよ」

「だったら尚更、逆に気になって意識するはずだ。それなのに、全く無視で自分の話だけしてた」

あれは壮君が隣にいたから。というより……。

「そんなことで、そんな風に思われるの？」

驚いて聞くと、禅が曖昧に笑い。

「だから、んな女なのかよって思ったんだよ」

「え、どういう……」

「俺みたいなの見ても無視できて、涼しい顔で極道相手に親しげに話してる女のくせに、呼び方だけは君付けとか、何だこいつってな」

そういうことか……。

だから、わざとらしいって言ったのか。

でも確かに、誠二君にも言われているし。

そのことではないけれど。

高貴な品ある何とかなのに、スレた冷たさもあるとか。挙句は興味ないことには鈍感とも言われていて。

「ねえ」

「ん？」

「私ってバランス悪い？」

思わずそう聞くと、禅がふっと笑い。

「言っただろ。お前は基本、他人にあんま興味ねえって。最初はそれわかってなくて、何だこいつって思ってたけど、今はそういう人間ってのがわかってる」

それって私から見て、禅は最初の印象と違うって思っているのと同じで、禅にもそう思うところが、あるってことなんじゃないかと。

知らなかった一面ってのが、お互いにあって、お互いがそれを、知り始めているってことなんじゃないかと。

「それに、母親の影響もあっての、君付けってのもわかったしな」

「てことは、普段あまり興味ない分、興味あることにはしつこいってのもわかってる？」

笑って聞くと、呆れたため息を吐きながらも。

「言っとくけど、別に何もねえぞ。面おも白しれえとか期待すんなよ」

「しないよ」

「だったら……」

そこで言葉を切った禅が、ふいに私を見て。

「どうやってお前に連絡すんだ？」

確かにそうかと思った。

毎日のように会っているけれど、塾のスケジュールを把握しているってだけで、待ち合わせているわけでもなく、連絡を取り合っているわけでもない。

「この場合ケータイだよね」

「だな」

今更ながら、ケータイ番号を交換した私達は、禅の都合のいい日に連絡するということで話は落ち着いた。







それは思いがけない変化だった。

別に何ってわけじゃない。もしかしたら、よほど事務所ってのに、興味があっただけなのかもしれない。

そんな理由なのか、どんな理由なのかはわからないけれど、次の日の私は、禅の連絡を心待ちにするという、よくわからない気分になっていた。

「ねえ乃愛、買い物にでも行かない？」

「行かない」

「やっぱり旅行くらい行くべきだったわね」

「いいよ」

「日帰りなら、今からでも……ちょっと、乃愛っ」

リビングで顔を合わせる母親を無視して、部屋で連絡を待つ。

相手は禅で、毎日当たり前に会っていたのに。

どうして急に楽しみなんてことを思うのか、自分でも不思議だった。

そしてそんなときに限って、なぜか禅は連絡をしてこない。

嫌ってほど、毎日遅れもせず、来なかったこともないのに、どうして連絡がないわけ。

だけどそれは、あくまでも送迎という、責任の元、果たしていただけの行為で。

そうか、ということは事務所へ連れて行くってのは、禅にとって責任でも何でもない。

そうなると後回しってことも考えられる。

よほど暇な時間があれば、私を連れて行けばいい程度のことなんじゃないかと。

正直、意外だった。自分がこんな風に思うってことが。

何の関係もない相手だと思っていたのに、今はそうは思えず。

そもそも、禅ってどうなわけ。

禅が悪いって話じゃない。

そうではなく、私がそんなことを思う相手なのかって話。

仁内君の彼女を好きだったのか、今でも忘れてないのか、どちらかはわからないけれど、とにかくそんな男。

Dragon Blackという暴走族の総長をしていて、Black Townの人間とは基本的に関係がよくない男。

そして私も、黒統会の娘なんて立場にいる。

そんな私がDragon Blackの誰かと親しくなるなんてことは、歓迎されない気もするし。

今まではどうでもいいと思っていたので、それほど考えなかったことを、ここにきて急に考え出す。

そうはいっても、勝手に私の気持ちが変化したってだけで、禅にとっては相変わらずどうでもいい話なんじゃないかと。

だとしたら、暴走族の総長であろうと、黒統会の娘であろうと、今まで通り問題ない。

恋愛ってのは、一方通行では成り立たないんだし。

そんなことを考えて、思わず笑えた。

一方通行って、まるで私が禅を好きみたいな話になってるし。でも、心待ちにするってことは……。

そんな自問自答を繰り返し過ごしていたが、その日は結局、禅からの連絡はなかった。

「ちょっと、乃愛。まさかずっと出掛けないつもり」

「うん」

「うんって。どこか行かないの。約束とかないの」

「うん」

「禅君は？」

「うん」

「うんじゃないわよ。そうだ、誠二君は？　塾休み……」

「家族旅行に行くって言ってた」

「あらそう、だったら仕方ないわ……ちょっと、乃愛っ」

２日目の朝もそんな調子で母親をやり過ごし、連絡を待っていたがケータイは静かなもので。

たった２日。

実際にはまだ２日目の途中。

それなのに信じられないほど、時間が過ぎるのが遅い。

もし連絡が来るのが明日だとすると、この気分のまま、丸１日過ごさなければいけないのかと思うとゾッとした。

だったら、電話を掛けてみればいいんじゃないかと。

だけど、何となくそんな気にもなれず。

「もう、何よ暇なら買い物にでも……乃愛っ」

時間をやり過ごすため、ウロウロとリビングへ行き、無駄に何かを飲んだりして。

そのたびに、母親に話しかけられても上の空。

昼を回り、夕方近くなってきた頃、さすがにそんな状態の自分が嫌になってきた。

何やってるわけ？

禅じゃなくて自分にそう思った。

我ながら、どうしたのかと思うほどの変化は、自分が自分で嫌になるという、よくわからない気分となり。

もういい、電話してみよう。そもそも、前までの私なら間違いなくそうしていた。

どうなっているのか、約束を破る気なのかと、文句の一つくらい言っていたはずで。

ケータイを手に取り、最近登録したばかりの、禅の番号を探し出す。

ハッキリ言って苛立っていた。

どうかしてる自分に苛立っていて、私はその勢いのまま電話をかけた。

数回のコールが聞こえ、ふいに途切れた。

「もしもっ……」

『悪い。今電話しようと思ってたところだ』

初めて聞くケータイ越しの禅の声は、いつもより優しく聞こえて少し焦った。

不機嫌な顔が見えないだけで、これほど声の印象が変わるのかと驚く。

「そう……」

『つーか、今からでもいいのか？』

「私はいいけど……」

『だったら迎えに行く。30分くらいで着くから、それくらいに出て来い』

「うん……わかった」

『何だ？』

「え……」

いつもの“何だ”なのに、まるで違う言葉に聞こえた。

こんなに優しい言い方だった？

もっと雑な感じに、思えてたのに。

声だけだと他の情報がないからか、穏やかな部分だけが強調されているように感じる。

『お前、電話だと可愛げあるように聞こえる』

少しだけ笑ったような声が、耳から入り、胸をゾワッと浮かせた気がした。

「禅もだよ」

『ん？』

「何か……優しい人みたい」

顔が見えないことをいいことに、素直に言うと、ケータイの向こうで優しく笑ったような気配がして。

『実はこう見えて、基本優しいからな』

いよいよどうかしてきた。

これって本気でマズイやつじゃないの。

30分後と言う禅との電話を切り、私はしばらくそのままぼうっとしていた。

基本優しいらしい男は、一体誰にそうしてきたのかと思ったりして。

ただ電話口で優しいと感じただけで、どうしてそこに結びつくのかが、自分でも本気でわからなかった。

私の知らない例の彼女に、優しかっただろう男。

だけどそんなことを思うのは、おかしくないだろうか。

そもそも私は、彼女を好きだった、禅の真摯な気持ちってのに、尊敬の念を抱いたわけで。

なのにそこを気にして、ちょっと羨ましいとか、見たこともない彼女に優しかっただろう禅を想像したくないってのは、どう考えてもおかしい。

だけど一度考え出すと、どうもそればかりが脳を支配し。

やめようと思い、気分を変えるように、勢いよく立ち上がった。

「あら、乃愛出かけるの？」

「うん、ご飯いらないかも」

「そう……何、またメガネなの」

「うん」

「コンタクト合ってたんじゃないの」

「うん」

「だったら……ちょっと、乃愛っ」

「いってきます」

「もう、あまり遅くならないでよっ」

母親の声をあとに部屋を出て、マンションを出ると、夕刻の名残惜しそうな日差しの中、バイクに乗った禅が待っていた。

何だ、顔を見ても同じなのか。

そう思ったのは、私の姿を見て少しだけ笑った禅が、電話越しと同じ、優しい雰囲気に感じたからだった。

実際近くまで行くと、禅は禅だし、特別何かが変わっているわけでもない。

だからこの変化は、私の感情が変わったからだと理解した。

今までは禅がどんな口調で、どんな顔で、どんな声で会話していたのかを意識していなかったのだと。

もちろん見ていたし、多少感じてはいたけれど、今ほど一言一言が重要だとは、思っていなかったのも事実で。

「バイク乗るんだね」

「こう見えて族だしな」

「まあ、そうか……」

「またメガネにしたのか？」

「うん……でも、邪魔だよね。ヘルメット……」

ふいに顔に禅の手が近づくので、驚いて一歩下がると、そんな私を見て笑いながらメガネを取った。

そしてそのメガネを自分のシャツに引っ掛け、私の頭にヘルメットを強引に被かぶせる。

「言っとくけど、誰もいねえし、暇だぞ」

「うん……」

「昨日、１日待ってみて、事務所来たやつらに明日は来ねえようにって話してたんだよ」

「そうなの？」

「だから今日は、マジで誰も来ねえはずだ」

「じゃあ、見たい放題だね」

「ここ持て、そこじゃねえよ、後ろのそれ。それ片手で持ってれば安定すんだろ」

「ホントだ」

「なんだ単車、乗ったことねえのか？」

「うん、ない」

頷きながら声を出すと、前に座る禅の身体が小さく揺れ。

「そうだな」

「何がそうなの」

「当然だと思ったんだよ」

「当然？」

よくわからず聞くと、禅がアクセルを吹かしながら声を出した。

「黒統会の１人娘が、んなあぶないもんに、普通は乗らねえなってな」

それ言わないと、いけないわけ？

そういうの言わなくてもいいじゃん。

何だかいちいち気分が揺れる自分が嫌で、できるだけ考えないようにした。

やめよう。もしかして好きなんじゃないかと思い、変に意識するから、おかしくなるんじゃないの。

だったら、思わないようにすればいい。

もしかはないし、好きでもない。

そう思えば問題はないんじゃないかと、自分に言い聞かせ。

初めて自分から触れた禅の身体は、見た目通りシッカリとしていて。

禅は男なのだと、わかりきったことを改めて意識させた。




ああ、そういうことかと思った。

暴走族の事務所と聞いていたので、もっと溜まり場のような雑なイメージを持っていたのだけど、そこは事務所と呼ぶにふさわしい場所だった。

お盆休みで、どこも閉まっているのか、建ち並ぶ工場にはシャッターが下ろされている。

Dragon Blackの事務所は、そんな工場が並ぶ一画にあった。

元は何かの作業倉庫だったのか、前にはトラックが何台も置けそうなガレージがあり。

プレハブの中には、作業台がいくつか置かれたままになっていて、奥に事務所らしき建物がある。

バイクを降り、静まり返った事務所へと向かう。

「な、何もねえだろ」

「うん、でも面白い」

バイクの部品なのか作業台の上には、色々な物が置かれている。

単純に、面白いと思った。Black Townしか知らない私にとって、暴走族の事務所はとても新鮮で。

「ここ勝手に使ってるの？」

今は稼働していないからって、放置状態の工場を勝手に使うってのがありなのかと思い聞くと。

「親父が所有してる。今どきこういう工場はどこも大変みてえだしな。売りようもねえらしい」

そういえば、親は不動産業をしているとか何とか。

「そのうち平地にして、売ろうと思ってはいるらしいけど、解体すんのにも金掛かるしな」

「じゃあ、そこを使わせてもらってるってこと？」

「まあそうだな。邪魔にならねえ間は、好きに使えばいいって言われてる」

だったら不法占拠ってわけでもないのか。

「ねえ、あれ何」

立ち止まって聞くと、禅が私の見る方を向き。

「積荷リフ……そうか、メガネか」

思い出したのか、シャツに引っ掛かっているメガネを取り私に渡す。

「不便だな、目悪いって」

「でも慣れてる」

「怜史も悪い」

「そういえば、メガネかけてたね」

「あいつは運転するし、コンタクトの方が多いけどな。その方がラクらしい」

だったら私が見たときの方が、珍しかったのか。

そう思いながらメガネをかけると、視界は一瞬でクリアになり。

「お前、種類多いよな」

「え……」

思いがけず禅との距離が近いことを知り、少し驚く。

「何個持ってんだよ」

「ああ……好きなの。種類も豊富で可愛いのも多いし、ついつい買っちゃう」

今日は小さめレンズの、極細銀縁フレーム。

夏なので涼しさを意識した……というのは噓で、禅が前に似合ってると言ったメガネだったりして。

実際は、一般的にはありなんじゃないのかって、言われただけなんだけど。

「それ可愛いっていうのか」

投げやりに言って、再び歩き出すので、そのあとをついて行きながら聞く。

「可愛くない？」

「それは、可愛いって言わねえだろ」

「だったら、何て言うの」

「頭よさそうに見せることができるメガネ」

「また見せてるだけみたいな言い方……」

「その上、エロいって感じだ」

思わず禅を見たのは、エロいという言葉に反応したから。

別にその単語が、嫌だから反応したってわけじゃない。

そうではなく、禅がそんなことを言うとは、思わなかったから。

私が見ていることを、違う意味にとったのか。

「もしかして、エロいと可愛いは同じなのか？」

そう言いながら、奥にある事務所の扉を開け。

「だったらあって……」

開けた扉から中へと一歩足を踏み入れていた禅が、一瞬動きを止め、ふいに外の方を向く。

そうしながら踏み入れた足を戻し、開いた扉を閉めようとしたとき、中から人の声が聞こえた。

「ぜーん。どこ行くんだよ」

聞こえた男の声は、面白そうに笑っていて。

「単車は隠してあんぞ。表で見つかると逃げられるしな」

誰もいないと聞いていたのに。

そう思って禅を見ると、明らかに嫌そうな顔を見せ、深いため息を吐いた。

「何なんだよ」

いかにも鬱陶しいとでもいうように、禅が呟くと、閉まりかけていた扉が中から開けられ。

「逃げんなよ」

笑いながらそう言って事務所から出て来た男は、どこかで見た気がした。

「何でお前がいんだよ」

「人払いなんて、普段しねえことすっからだろ」

「誰が来てる」

「俺と煌こうだけ」

軽く言った男が、ふいに私に視線を向け。

「で、誰なんだ、この女」

そうだ、あのときの男だと思った。

やけに喧嘩が強かったあの男だと思い出すと同時に、別のことまで思い出し。

思わず私は、禅の服を摑んだ。

普段は絶対にしないだろうことをしたからか、禅が驚いて私が摑む服を見下ろした。

「何だ」

「あ……ちょっと思い出して」

慌てて手を放すと、禅がそうした私をジッと見つめるから。

「もう大丈夫。一瞬怖かっただけ」

「帰るか？」

「おいおいおい、来たばっかだろ」

「ちょっと黙れ」

クリアな視界に映る男はけして、あれほど喧嘩が強いようには見えず。

何より、見た目は驚くほど子供っぽい。

子供っぽいというより、ヤンチャな男子って感じで。

禅がいまだに私を見ているので、大丈夫というように笑い。

「私は大丈夫。でもマズイなら帰っても……」

「何だよ。んな感じなのか？」

男が言う、んな感じが、どの感じなのかわからずにいると、禅がその男をチラッと見て。

「龍輝だ。こう見えて幹部だったりする。だから、お前がいてもマズイってわけじゃねえ」

まあ、マズくないなら、いいんじゃないかと。

結局まだ中を見ていないわけだし。

「マズイわけねえだろ、どうぞどうぞ」

そういえば、あのときも龍輝と呼ばれていた男が、扉を大きく開け私達を中へと入れる。

事務所の中は、確かに事務所だった。

応接ソファの前には、町工場にありがちなガラスのテーブルにガラスの灰皿。

その奥には、とは言っても実際は、横に入って行くわけだけど、そこにはいくつかのスチールデスクに回転イス。

壁に沿って置かれているスチール棚の中は、空だったり、ガラクタが入っていたりして。

「煌、やっぱ女だった。俺の勝ちな」

龍輝がそう言うと、応接ソファの上で寝転んでいた男が顔を上げた。

その顔に驚くのは、世の中の女子なら誰でもだと思う。

けして私だけじゃないはず。

それくらいその男は綺麗な顔をしていて。

長めの茶色い髪は、鬱陶しいのか前髪がポンパ風に留められていて。そんな前髪には２つのピンクピン。

男だよね。いや、どう見ても男。

どう見ても男なんだけど、その可愛い前髪の留め方は私も見習いたいと思えたほど。

煌と呼ばれた綺麗な男が、私を見て明らかに驚いた顔を見せた。

マズイんじゃない？

そう思って禅を見ると同じことを思ったのか、煌が何を言うのか黙って見ていて。

「今知った」

煌が起き上がり、視線だけではなく身体ごと私の方を向き。

何を知ったのか、と思い黙っていると。

「俺メガネ好きかも」

「はあ？　どうでもいいぞ」

龍輝が呆れた声を出し、ソファにガクリと座っても煌は私から視線を外さず。

「綺麗な女だな」

「おいおい、禅が連れて来てんのに、それはねえだろ」

龍輝がそう言うと、隣で禅がため息を吐き。

「好きに見ていいぞ。あの裏に階段がある、上でも見て来いよ」

振り返り、事務所の奥を見るから。

「上もあるの？」

「つっても、別に何もねえけどな」

「なあ、誰なんだよ」

気になるのか龍輝が面白そうに聞くと、煌がやっと私から視線を外し、今度は禅を見た。

「禅、さすがにマズくねえか」

言われた禅は、逆に視線を外し。

「だから誰も来ねえようにしたんだろ。なのにお前らが勝手に……」

「なあ、さっきから何がマズいんだよ。別にいいじゃねえかよ、禅が女連れてても……」

「雨宮の妹だろ？」

煌のその言葉に、龍輝が一瞬動きを止め驚いたように私を見た。

「マジか」

「たぶんな」

「何でわかんだよ」

「似てる」

「誰に」

「雨宮にだ」

「……そう言われてみれば」

龍輝がマジマジと私を見つめるので、どうしていいのかわからず、とりあえず禅を見ると、意外にもその顔は焦っている風もなく。

「似てねえだろ。お前らもう帰れ」

「いやいやいや、雨宮の妹って……そうか、へえ。俺あんとき見てなかったんだよな」

「てことで、賭けは俺の勝ちだ」

煌が軽く言って、再びソファに沈み込む。

「何でだよ、女かどうかの賭けだっただろ。どう見ても女じゃねえかよ」

龍輝が抗議するように煌に言っても、興味をなくしたのか綺麗な男はそちらを見ることもなく。

どうやらこの２人は、禅が人払いをした理由で賭けをしていたらしい。

「煌、金払えよ」

「女じゃねえよ」

「女だろっ」

「禅の女じゃねえ」

アッサリ言い捨てる煌。

「そういう問題なのかよ……俺金ねえのに」

「金もねえのに賭けるとか、よく言えたな」

「金がねえから賭けるんだろ」

「お前、賭けごとで身を滅ぼすタイプの典型だな」

「うるせえよ、デート代稼ごうと思ったんだよ」

「誘ってもねえのに、デートとか言うな」

「今から誘うんだよっ」

「何なんだよ、お前ら」

一気に機嫌の悪くなった禅が、面倒そうに呟くと、ソファに寝転んだ煌が、ふいに私を見上げ。

「もったいねえよな。雨宮の妹じゃなけりゃ、ありなのにな」

そして禅に視線を向け。

「そう思ってんだろ？」

煌のその言葉に何も返さない禅が、私の腕を摑む。

「上見に行くか」

低くそう言った男の表情は、過去に何度も見たことのある不機嫌な顔だった。







危険の先







事務所の上ってのは、思いがけず広かった。

とはいっても、下と同じだけのスペースがあるので、よく考えると広いのは当然で。

だけど下とは違い、デスクなどは置いてなかった。

何だかわからない物が、好き勝手に置かれていて、テレビの下にはゲーム機が転がっている。

階段から見ると奥に位置する場所には、別の部屋があるのか、禅が開けてくれるので中を見ると、至って普通の部屋だった。

ベッドが置かれ、テーブルが置かれ、そして制服が吊つるされている。ということはここが禅の部屋になるらしく。

一通り見終わった私が、ソファの肘掛部分に軽く腰をおろすと、禅がそのソファに座りテーブルに置いてあった煙草に手を伸ばした。

「満足か」

「うん、凄いね。もっと雑な感じ想像してた」

溜まり場って感じの、雑然とした場所を想像していたので、意外でもあり単純に凄いとも思っていて。

仁内君が言っていた、遊びでやっていないというのが、更によくわかった。

「煌って人、綺麗だね」

ソファの肘掛に座っているので、禅に背中を向ける形で言うと、低い声が返って来る。

「ああ、まあな」

「でも個性的だよね。似合ってるし、それはそれでいいんだけど」

「そうだな」

「龍輝って人は、喧嘩強そうには見えないね」

「あのときのこと、思い出したんだろ？」

「うん。でも、大丈夫」

「マジで悪かったな」

「禅のせいじゃないし、もうそれで謝るのやめようよ」

「そうだな」

「広いね、ここ」

「物多いけどな」

「怜史も、いつもは来るの？」

「だな。ああ見えて、あいつが一番族大事にしてんだよ」

「禅より？」

「そうかもな」

「ねえ……私って、仁内君に似てる？」

今まであまり言われたことがなかったので、正直気にしたことがなかった。

母親が違うってのを、周りの誰もが知っていて。

だからなのか、みんなもそんな風に見てなくて、あまり言われなかったのかもしれず。

「かもな」

静かな禅の声が、後ろから聞こえ。

さっきは似てないって言ったのに……。

でもきっと、ずっとそう思っていたのだろう。

だから私に、あれほど当たったんじゃないかと。

自分の好きだった子を奪って行った相手と、似ている女。

というよりも、似ていてもいなくてもそれは同じ。

禅にとって私は、どこまでいっても仁内君の妹で。

もしかはしないし、好きでもない。

一方通行の恋愛は成り立たない。

仁内君の妹じゃなければありってことは、仁内君の妹である限りなしってことになる。

そんな相手を想うなんて、馬鹿げているから。

「飯でも行くか」

「ううん、いい。お母さん、用意して待ってるし」

それでいい。というより、最初からそれでよかった。

今までも何もなかったし、これからも何もない。

「乃愛」

「うん？」

振り返ると、ソファに座った禅が、肘かけに腰掛ける私を見て。

少し不自然な間を空けてから、わずかに笑って何でもないというように首を振った。

「……送る」

暴走族の事務所も見れたし、明日が終われば、また塾が始まるし。

明日は暇な母親に付き合って、買い物に行けばいい。

コンタクトがあるんだから、メガネはもうやめよう。

とにかく私は、自分に言い聞かせた。

禅はないのだと……。




「え、帰んの？」

「うん、お邪魔しました」

下におりると龍輝が驚いた声を出したので、笑って頭を下げると。

「んなすぐって。別に誰もいねえんだし、ゆっくりしていけよ」

誰かがいると、ここに私はいられない。

それは全ての要素が、禅はない相手だと、言っているようなもので。

「見に来ただけだから」

「お茶も出してねえぞ」

龍輝が言った言葉に、煌が呆れたように呟く。

「茶とか、あんのかよ」

「いや……ねえけど」

「ありがとう、でも帰る」

２人の軽快なやり取りに笑いながら、事務所を出ると、バイクのキーを持つ禅がついて来て。

「送って来る」

「はいはい。じゃあな、雨宮の妹。また来いよ」

やけに喧嘩が強いわりに、性格は明るいらしい龍輝が手を振る。

笑って手を振り返していると、龍輝の隣にいた煌が禅を見て呟いた。

「お前……引き悪いな」

意味のわからないその言葉を無視する禅と、事務所を出る。

もう夕方を過ぎているというのに、まだまだ外は明るく。

「何もなかっただろ？」

バイクに戻りながら禅が言うので。

「でも、見たかったし。満足してる」

「そうか」

「総長って大変なの？」

「どうかな。まあ、そうかもな」

「でも、思い通りなんでしょ。だって一番上なんだし」

大きな暴走族の総長なんて、ある意味好き放題だったりするんじゃないの。

「上に立つってのは、思い通りになるってことじゃねえよ」

少し笑って言う禅が、停めてあるバイクにまたがる。

そして私に、ヘルメットを差しだし。

「上に立ってさえなけりゃって、思うことばっかだ」

上に立ってさえいなければ、てことはそうじゃない方がラクってこと？

だったら総長などやめればいい。

「乗れよ」

「嫌なら……」

「ん？」

「嫌なら、やめればいいんじゃないの」

どう考えても、それだけのことなんじゃないかと思っていると。

「役割ってのがあるしな。俺だけが勝手するわけにはいかねえんだよ」

軽くそう言った禅はそれ以上何も言わず、黙って私を家まで送ってくれた。







本気でやめようと思った。今ならまだ間に合う。

穏やかな世界に、あの男はいらない。

「乃愛ぁ、いつまで寝てるの」

いつまで寝ててもいいじゃない。

どうせまだ休みなんだし。

「昨日食事どうしたの？」

どうもしてないよ、食べてないだけ。

帰ってきたら、なぜか家にいなかった母親。

肝心なときにいないってどうなの。とはいっても、昨日は早く寝たし、いてもいなくても同じだったんだけど。

前の日に連絡を待っていて、落ち着かなかったのか、あまり寝ていなかったので、昨日は疲れていたらしく。

何だか気分が上がらないまま、ゴロゴロしていると気がついたら寝ていたってだけ。

まあ、今も部屋でゴロゴロしてるけど。

「もう、お昼になるわよ」

だから何。お昼が時間通りに来るのは、今日も地球が回っている証拠じゃない。

それでいいよ。私の世界は、こうしていつも穏やかだったんだから。

これからもそうなるし、そうなってくれないと困るわけ。

だから放っておいてくれていいから。

「昨日は少し見直したのに」

リビングから聞こえる声を、ぼんやりとやり過ごし、寝返りを打つ。

「乃愛にもあの子くらいの愛想があれば、ちょっとは可愛いと思うのにねぇ」

あの子って誰よ。私、そんなに愛想ないわけじゃないし。

母親が勝手に、そう思ってるだけだから。

「いい子だったわよ、仁内君の彼女」

え……仁内君の彼女って……。

「会ったのっ？」

慌てて起き上がりリビングに向かうと、母親がフライパンでご飯を炒いためているところだった。

「何よ、起きてるんじゃない」

「仁内君の彼女って、言わなかった？」

「言ったわよ。乃愛が言ってくれたんでしょ」

「何を？」

「あら、違ったの？　仁内君、お盆休みだから、食事でもって誘ってくれたのよ。気を使ってたつもりはないんだけど、乃愛に言われて、そうかもって……」

「そこいいよっ、で、彼女も一緒だったの？」

勢いよく聞くと、そんな私を少し避けるような仕草を見せ。

「そうよ、どうしたのよ。乃愛が出て行ってからだったし、仕方ないじゃない」

違うから。

誘われなかったことを、言っているわけじゃない。

「どんな子だったの？」

「小さくて可愛い子よ」

小さくて可愛いなんて言われても、あまりにも漠然としていて、イメージが湧かず。

「どう可愛いの？」

「そうねぇ素直で明るい子だったわ。愛想もよくて……意外だったわよ、仁内君ってああいう子が合うのね」

素直で明るい子……。

そうなんだ。素直で明るくて、愛想のいい子なんだ。

禅がずっと好きだった子って、そんな女子なんだ……。

「どうして素直ってわかるの」

「どうしてって。話してるとわかるわよ。本当にいい子よ。やっぱり若いっていいわね、何だか羨ましく……ちょっと、乃愛っ。オムライスは？」

いらない、オムライスとか本気でいらない。

オムライスなんかより、私ってどんな子だったっけ。

マイペースで、頭よさそうに見えて、高貴な気品と、スレた冷たさと……。

それってよく考えると、ただのワガママな女ってことじゃないの。

高貴な気品なんて、よさげに言ってるけど、結局はスレた冷たさと同じ意味なんじゃないの。

他人にあまり関心を持たず、自分さえよければいい女って風に聞こえなくもない。

何より……禅が言っていた私は、まさにそれなんじゃないかと。

『適当で、愛想なくて、可愛げのねえ、他人にあんま興味ねえ性格』

全然違う。全く違う。

というより、違っていいんじゃなかった？

私の穏やかな世界には、関係ない話なんでしょ。

そう……関係ないのだから。







お盆が終われば、夏休みも残り２週間となり。

夏期講習の単位も着実にクリアしつつある。

「はい、これ。お土産みやげ」

「ありがとう。旅行どうだった？」

「最悪だったよ。夏に温泉なんか行かされても、ただの拷問でしかないしね」

塾の休憩中、誠二君が渡してくれたお土産は、確かにいかにも温泉のお土産って感じで。

「何もないしさ。結果、それ」

「いいよ。ありがと」

自動販売機で買ってきたスポーツドリンクを飲みながらお礼を言うと、誠二君が隣に座り。

「でも両親は、久々にゆっくりできたみたいで満足してた」

「じゃあ、よかったね」

「乃愛は？　何してた」

「別に家でゴロゴロ」

「乃愛が？」

少し驚いた顔を見せるので、首を傾げ。

「驚くとこ？」

「乃愛がゴロゴロしてるとか、あんま想像できないかな」

「普通にするよ。暑いから、服脱いでとかね」

軽く言うと、更に驚いた顔を見せ。

「やめてくれないかな。俺の乃愛のイメージ壊そうとすんの。憧れの子なのに」

笑ってそんなことを言われ、冗談だとわかる私がそれには応こたえないでいると。

「言っとくけど、本気だよ」

「え？」

「俺、乃愛が好きだよ」

まさか、塾の休憩中にそんなことを言われるとは思わなかった。

一瞬どう返せばいいのかわからず、黙っていると。

「また行かないか？」

「……どこに？」

「デート。今度は息抜きじゃなくて、好きな子とのデートってことで」

「好きな子って……」

「ダメ？」

そう聞かれて、一瞬考える。

ダメでもないけど……。

何となくわかってたことだし。

憧れってのは冗談だとしても、私を好きでいてくれているってのは、噓でもないかなと。

何より私だって、誠二君ならいいんじゃないかと思っていたはず。

最近、色々あったので、正直少し忘れていたけど。

ふと隣を見ると、誠二君が笑っていて。

「まあ、息抜きでもいいよ。乃愛がその方が行きやすいって言うならね」

「いいの？」

「うん。こう見えて、ずいぶん前から好きだからね。今更焦るつもりはないよ」

だったら、いいんじゃないかと思えた。

すぐにって言われると、重くなるけど、そのうちでいいのなら、気持ち的にはラクだから。

何度かデートしているうちに、本当に好きになるかもだし。

何より誠二君のことは、今でも十分好きだから。

「じゃあいつ？」

そう聞くと、誠二君は珍しく少し照れたように笑い。

「いつでもいいよ。乃愛の都合がいい日で」

とはいっても、私の都合に合わせると誠二君が塾を休まなければいけなくなる。

私より遥かに単位数の多い誠二君が、他の日に振り替えるのは難しく。

結局この前と同じように、私が振り替えるってことで話は落ち着いた。




その日の帰り、いつものように迎えに来た禅にそのことを告げると、明らかに不快な顔になり。

「デート？」

「うん」

「また行くのか」

「まあね。だから明後日は……」

「それ意味あんのか？」

意味があるとかないとかで、デートってするものなの。

別に意味がなくてもデートはできるんだし。

そう思っていると、なぜか不機嫌になる禅が私を見て。

「そいつのこと好きなのか？」

「まあ……好きだよ」

「まあ？」

「うん、まあ好き」

「マジで適当だな」

やけに投げやりに言われるので。

「何、私はデートしちゃいけないわけ？」

「んなこと言ってねえだろ」

「龍輝だってデートするって言ってたし。誰だってするなら、別に普通でしょ？」

まだ誘ってないみたいだったけど、これから誘うつもりでいるってことは、デートくらい誰でもしてる……。

「龍輝はしねえ」

「しない？」

「ああ」

「どうして？　まだ誘ってないだけで……」

「どうせ断られる」

アッサリと言いきった禅に驚く。

龍輝は友達なんじゃないの。

それなのに、そんな言い方しなくても。

「わからないじゃない」

「わかる」

「どうしてよ」

「相手が龍輝を好きじゃねえからだ」

そう言ったかと思うと、私を見て。

「その女は間違いなく断る。でも、それがまともな人間の親切ってやつだ。好きでもねえ相手に、気を持たせるような付き合い方すんなよ」

好きじゃないって、どうしてわかるわけ？

確かにそうじゃないけど、私が好きだと思う相手は駄目なんでしょ。

だったら、仕方ないんじゃないの。

「禅に関係ないよね」

「俺に関係あるとかないの話じゃねえだろ。好きになってから……」

「何なの、本気で何っ？」

好きになってから？　好きになってからデートしろって？

どうでもいいみたいな言い方しないでよ。

わかってても、傷つくんだけど。

その不機嫌の理由が、もしかしたらなんて思う自分が可哀想なんだけど。

前も同じようなこと言ってたから、曖昧なことが許せないだけで、私がデートすることが嫌なわけじゃないってのもわかってるけど。

わかってるけど……ちょっとは、気になったりしないわけ。

「だったら好きになる。今から好き。その人のこと好きになった。これでいい？」

勢いよく言うと、とても感じ悪く笑う禅が、私から視線を逸らし。

「マジで可愛くねえ」

呆れているというより、それも超えた態度を見せられ。

「何よ……」

どうせ、可愛くない。

「禅は知らないだけでしょ」

私は素直な性格でもないし。

「誠二君が幼馴染なことも、よく知ってる相手ってのも」

愛想も悪いらしいし。

「私には合ってるの。デートだって嫌じゃないの。だから好きにもなれるし、今でも好き。禅には……」

「だったら、いいんじゃねえのか」

投げやりな声で言われ、一体何がいいのかと思い黙っていると。

「お前が誰と何しようと、俺には関係ねえんだしな」

やっぱりと思った。

とっても嫌なことを言われて、改めて気づいた。

こんな状況で気づくなんて、本気で虚むなしくなった。

馬鹿みたいに暑い中、こうして一緒に歩いているのが、禅だと思うだけで、ちょっと満足できる自分とか。

後ろから見る禅の首元は、タトゥーがあるからか、妙に色っぽく見え、ちょっとドキドキする自分とか。

夏の間ずっと歩いていたので、嫌でも日焼けする禅が、最初に見たときよりも遥かにかっこよく見えている自分とか。

そういうの全部が虚しくて、可哀想で。

「関係ないなら……放っておいてよ」

私が呟くと、不機嫌な顔をした男は、それ以上何も言わなかった。







「どうした？」

「ううん。別に……」

誠二君とのデート中、思わずため息を吐いた私は、慌てて顔を上げた。

ブラブラとショッピングをして、映画を観たあと、こうして一緒にパスタ屋でパスタを食べているわけだけど。

なのに思い出すのは、一昨日喧嘩した禅のことばかりで。

あれって喧嘩って言うのだろうか。

だけど昨日は行きも帰りも、お互い無言だったし。

そう考えれば、喧嘩ってことになるんじゃないかと。

「このあとどうする？」

パスタセットのサラダを、フォークで刺すようにして食べる誠二君に聞かれ。

どうするって聞かれても。

「帰りたい？」

「え……」

「最近の乃愛、色んな顔するようになったね」

向かいに座る誠二君は、ずっと前から何も変わらず。

「そう？」

「俺にはそう見える」

「メガネしてないしね」

メガネをかけていると、少しは顔が隠れるので、表情がわかりにくい。だから今までは……。

サラダに入るミニトマトを、フォークに刺した誠二君がふっと笑い。

「やっぱ乃愛は、興味ないことには鈍感だよね」

「鈍感？」

「俺が、どれだけ乃愛のこと見てると思ってんの。メガネくらいで、表情の変化がわからないわけないだろ」

サラダボウルの中で刺したミニトマトを揺らしながら。

「もしかして、あの男？」

一瞬ドキリとした。

誠二君の声が、いつもの声とは違う気がして。

「あの男って？」

すぐに誰のことかわかったけれど、気づかないふりで返すと誠二君が視線をトマトに向け。

「暴走族の総長なんかやってる男。乃愛を送り迎えしてる男。できれば付き合いをやめて欲しい男」

「誠二君……」

「ずっと思ってたよ。仁内にも何回か言ったんだけどね。でも向こうにも事情があるだろうし、無理やりやめさせるわけにはいかないってね」

そういえば、禅が責任を取っていることで、メンバーを抑えたいとか何とか。

確かそんな理由だった。最近それも忘れていた。

あまりに当たり前になっていて、私の送り迎えに理由があったことも忘れていた。

「いつまでなんだ」

「いつ？」

「そう、いつ。いくら何でも、永遠に続くわけじゃないだろ？」

そう言われてみれば……。

学校が始まるとさすがに、毎日ってわけにはいかない。

大体、歩いてなどと言っていたら、禅が学校に行けなくなる。

ホントだ、いつまでなんだろう。

そんなことは、考えたこともなかったから。

「できれば、もうやめてくれないかな。送り迎えくらい俺がするよ」

誠二君がって……。

「いいよ。そんなの」

「どうして？」

「どうしてって、大変だし、大体送迎なんて必要ないし」

どう考えてもそう思うのに。

ふとため息を吐く誠二君が、私を見て。

「その大変なこと、その男にはやらせてるってのが、妬やけるんだけど」

そういう問題なのだろうか。

だけど確かに、禅はその大変なことを、延々とやっているわけで。

でも永遠じゃないとしたら、いつまでなのか。

それが終わったとき、私達は会うこともなくなり、話をすることもなくなる。

そのとき、私はどうすれば？

「やっぱ変わったよ」

少しぼうっと考えていた私を見ながら、誠二君が言うから。

「そうかな」

「そうだよ。前はあれほど否定してたのに、今はしないんだね」

その言葉を聞きながら、塾の残り単位って、あとどれだけあっただろうかと考えていた。







危うい告白







『ドラブラは、もう来ないって話になった。もし必要なら誰かに送らせるけど、どうする？』

そんな電話が仁内君からかかって来たのは、次の日だった。

何それと思った。

あまりにも馬鹿にしている話は、逆に笑いそうにすらなった。そして泣きそうにもなった。

まだ回答していないのに。

解読不能だったはずの問題が読み解けて、あとは答えを書くだけなのに。

急にやらなくていいと、テストを取り上げられたような気分だった。

とっても中途半端なのに、喧嘩したままなのに、それなのに禅はもう来ないことになったらしい。

それも私と禅が決めた話ではなく、仁内君とドラブラが決めた話なんだとか。

そう言えばそうだった。最初からずっとそんな感じだった。

Black TownとDragon Blackがどうとか、そんな話だったのに。

昨日思い出したはずなのに、また忘れていた。

『誠二が行くって言ってるけど、あいつ時間が合わないんだろ。本人は無理にでもって言ってっけど』

「いいよ。もう行かない」

『行かないってなんだ？』

「残りちょっとだし、最近暑くてバテてるの。だから、もう行かない」

どうせ人生のテストは、もうやらなくていいみたいだし。

残りは２単位だったりするから、学校始まってからでも、それくらいなら振り替えてもらえる。

『いいのか？』

「せっかくの夏休みなんだから、少しは家にいるよ」

『そうか』

「お母さんにも、ちょっとは付き合わなきゃだし」

『喜ぶんじゃねえか。何だかんだで、やっぱ乃愛が可愛いんだよ』

「うん。知ってる」

『この前も自慢の娘だって……』

「仁内君が断ったの？」

ふいに私がそう聞くと、ケータイの向こうの仁内君が、しばらく黙り込み。

『そうだな』

「そう……」

『でも向こうも、押して来なかった』

「そう……」

『わかるよな？』

わかるよ。とってもよくわかる。

要するに終わりってことなんでしょ。

『巻き込んで悪かったな』

とっても後味悪いけど、こればかりは仕方ない。

そんなこと私にだってわかる。

永遠には続かないなら、今終わっても、２単位分先に終わっても同じ。

そもそもこういうことは、一方通行では成り立たないし、何より自分でも言ったんだから。

誠二君を好きになるって、禅に言ったんだし。

全ては最初に戻るだけ。

コンタクトにしたことで、視界はいつもクリアで明るい。

私の世界は、いつだって穏やかなんだから。







それから１週間、私はとにかく母親に付き合った。

買い物に行ったり、前から行きたかったらしいホテルのランチを食べに行ったり。

挙句週末には、急きゅう遽きょ予定を立てた一泊旅行までしたりして。

それでもまだまだ行きたいところがあると、母親の尽きない行動力には驚かされた。

でもまあ、服も買ってもらえて、美味しい物も食べられて私もそれなりに満足できている。

とはいっても、この１週間、ほぼ毎日、出掛けていたので、旅行から帰って来た次の日は、さすがに家でゆっくりしていた。

母親も疲れているのか、昼はお互い適当に食べ。

夕食は出前でも取ろうかと話していたとき、その電話はかかって来た。

画面に表示される、名前を見て首を傾げる。

電話をかけて来るなんて珍しい。

そう思いながらも、リビングで話をすると母親がうるさいので、部屋へ戻って電話に出た。

『なあ、もしかして俺だけが状況わかってねえのか？』

そんな第一声を発した京市君は、私の返事を待つことなく。

『んで、ドラブラの玉たま城きが乃愛に会いたいのか、全くわかんねえんだけど』

私にはドラブラの玉城ってのが、誰なのか全くわかんないんだけど。

「それ誰なの」

思わず聞くと、京市君が、どこか腑ふに落ちないという声を出し。

『玉城煌っつって、すげー綺麗な顔した、緩い男』

ああ、煌か。

え、煌が会いたいって？

あの煌が私に会いたいなんて、理由が思い当らず。

「会いたいって……どうして？」

『俺が聞きてえよ。俺通して言って来てるとこみると、やましい理由じゃねえとは思うんだけどな』

やましい理由ってのが何なのかはわからないけれど、京市君の言いたいことは少しわかり。

直接私と連絡を取らず、わざわざ京市君を通すってことは、隠したいような話ではないということ。

『玉城のこと、乃愛は知ってんのか？』

知ってるってほどでもないけれど、会ったことはあり。

「会ったこと……ある」

正直に答えたのに、それに対しての返事はなく。

『仁内が断ったんだって？』

「何を？」

『塾の送迎だ』

「うん、そうみたい」

『そのわりには、玉城と会わせていいってどういう……』

独り言なのか、小さく呟くように言ったかと思うと。

『まさか、玉城と何かあるんじゃねえよな』

「はい？」

『やめとけよ。玉城だけは絶対相手にするな』

相手も何も、別に何もないんだけど。

『あいつがいいのは顔だけだ。それ以外は、マジで最低な男だからな。あいつの腹には、女に刺された傷があるって話も聞くくらい、ロクでもねえ男らしいからな』

女に刺された傷があるって……。

一体どうしたら、そんなことになるのか。

だけど、どこかで聞いたことのある話なんじゃないかと思い。

「それって、壮君にもなかった？」

誰の話だったのかを思い出し、何気なく聞くと、京市君が笑って。

『そういえば、あるな。つーことは、壮と同レベルの男ってことだ』

たとえ壮君と同レベルであろうと、煌とは何の関係もないので、どうでもいいんだけど。

世の中には、まだまだ私の理解できないことがあるらしく。

壮君と煌って全く似てないのに、女に刺されるって意味では一緒なのだとか。

「煌とは、ホントに何もないよ」

よくわからないながらも、誤解されてもと思い、軽く言った言葉に抜かりない男が反応する。

『煌とは？』

「え……」

『玉城とは、ってどういうことだよ。玉城じゃねえならあるみてえな言い方だな』

「そうじゃなくて……」

『待て、そうか。だから仁内が断ったのか。このまま送迎させておくとマズイことになるって？』

状況がわからないってのは、きっと京市君にすると、とても気持ち悪いことなのだろう。

派手なわりにダラしないわけじゃない男は、意外と細かい男だったりするから。

『そういうことか。それなら玉城が話あるってのも、わからなくもねえな。でも、だったら仁内が会わせていいってのは、おかしくねえか？』

「ちょっと、京市君……」

『あいつ何て言ってた？　いいんじゃねえか。どうせ、向こうは相手しねえだろうし、釘くぎ刺しに来たんだろう、とか何とか……』

「ねえ」

『そうか、だから会わせていいってことか。うん？　でも、どこで知ったんだ。仁内はどこでそれに気づいたんだ？』

完全に独り言で話を進めていた男が、ふいに黙り込み。

そして、しばらくして聞こえた質問は、私を動揺させるには十分だった。

『どうして仁内は、乃愛が竜崎を好きだってこと知ってんだ？』

京市君のことを、初めて嫌な男だと思った。

そういうデリケートなことは、できればそっとしておいて欲しい。

だけど、私は何だかんだで京市君を信頼している。

何かあったとき、助けてくれるのは、いつも京市君だったから。

「誠二君だと思う……」

『誠二？』

「うん、誠二君が気づいたんじゃないかな。それで、仁内君に言ったんだと思う」

だから急に、仁内君は断ったんじゃないかと。

今まで、あれほどやめさせてと訴えても、知らん顔されてたのに、私の感情を知った途端、やめさせたのは……。

『てことは、好きなんだな』

静かに言われても、答えようがなかった。

だってそうなると思わない？

それほど、おかしなことでもないよね。

相手は禅なんだし。

とってもガラ悪く見えるのに、真摯に謝罪する気持ちや、強い責任感を持っている男。

暴走族の総長だからって、ただの傍若無人なのかと思えばそうではなく、状況に合わせた対応ができる男。

誰かを一途いちずに想う気持ちってのを、嫌ってほど知っていながら相手の幸せも願える男。

そんな男、言うのは簡単でも、現実にはそうそういないんじゃないの。

だからこそ、禅を尊敬できたし、好きだとも想ったりしたわけで。

何も返さない私に、京市君がため息まじりに告げる。

『玉城が下にいるらしい。会うか会わないかは、乃愛に任せる』

煌が下にいるってこと？

そう思った私に、京市君が仁内君と同じ言葉を呟いた。

『こう見えて、乃愛を巻き込むつもりはなかった。マジで悪かったよ』

後悔するような声で謝られても、複雑な気持ちしか湧いて来なかった。

謝ってなんか欲しくないのに……。




煌は、いつか見た車の前に立っていた。

運転席には、久しぶりに見る怜史。

もうスッカリ夜だけど、コンタクトは今日も世界を鮮明に映し出してくれる。

「悪いな、急に呼び出したりなんかして」

煌という男は、本当に綺麗だと思う。

これほど美しく生まれて来るなんて、奇跡なんじゃないかと思えるほど。

私が首を振ると、優雅な笑みを見せ。

「飯食った？」

「ううん、まだ」

「だったら、飯でも行かねえか？」

「いいけど……」

私が頷くと煌がドアを開けてくれる。

本気で王子様に見えるんだけど。

ある意味、ファンタジーだと思いながらも、素直に乗り込むと、運転席の怜史が振り返った。

「どうも」

相変わらずのガラの悪さは、禅よりも酷い。

その上、愛想など欠片かけらもないので、知らなければ話したくもない相手だと思う。

だけどDragon Blackを誰よりも大事にしているのは、怜史だと禅は言ってた。

そう考えれば、見た目ほど悪い男でもないのかもしれず。

「どうも」

軽く返すとそれ以上は何も言わず、煌が私の隣に乗り込むのを待ってから、車を発進させた。

「何か話があるの？」

私がそう聞くと、煌が少し間を空け。

「あるけど、先に飯食おう。俺腹減ってんだよ」

何だかとっても緩い感じで言われ。

この緩い男が、女に刺された場面を想像するのは、とても難しく。

本当なのだろうかと思っていると、煌の綺麗な顔がこちらを見た。

「何食いたい？」

「何でもいい」

「怜史は？」

「焼き肉」

「女子いんのに焼き肉って、センスの欠片もねえ男だな」

「だったら聞くな」

怜史が言い捨てても、煌は素知らぬ顔で。

「ラーメンにするか、美味い店あんだよ」

ラーメン？

別にラーメン好きだしいいんだけど、焼き肉はセンスなくてラーメンはいいの。

どんな基準なわけ。

なんて思った私の疑問は、10分後にアッサリと解決した。

煌の道案内で着いたその店は、表から見ただけでは間違ってもラーメン屋には見えず。

まるでお洒しゃ落れなカフェのような外観。

表に立てられたホワイトボードには、カラフルなペンで書かれたおすすめメニュー。

店に入って店内にいる客が、ラーメンを食べているのを確認するまで、ここが本当にラーメン屋なのか疑ったくらいだった。

「お前、呆れるくらい、女受けする店知ってんだな」

怜史がまさに呆れたように言うのを聞いて、私も同感だと思った。

店内には今のところ、女性客しかいない。

「食い物は美味いかどうかだろ。女受けで決めてねえよ」

軽く言う煌が、空いたテーブルに座る。

私と怜史も、そのあとに続き座ると、客の視線が一気にこちらを見た。

まあ、そうなるだろうと思った。

ありえないほどガラの悪い男と、ありえないほど綺麗な男。

とっても居心地が悪い気がして、思わずメニューに視線を落とした。

なぜこの２人なのだろう。目立って仕方ない。

カフェ風の店なのに、メニューには意外にもニンニクラーメンなどが載っている。

女同士で来て、気を使うことなくガッツリ食べられるってことを狙っているのだとしたら、正解だと思った。

さすがにニンニクは遠慮して、普通のラーメンを注文すると、向かいに座った煌が私を見て。

「禅のことどう思ってる？」

それはあまりにも単刀直入だった。

一瞬答えに詰まっていると、煌の隣に座っている怜史が呆れたようなため息を吐き。

「もっと聞き方あるだろ」

ホント、もっと他に聞き方があると思うんだけど。

そう思っていると煌が首を傾げ、柔らかく笑い。

「無駄に回りくどい聞き方しても、結果そこしか興味ねえんだし、先に聞けば話早えだろ」

まあ確かに。だけど、それって……。

「どうとは？」

「どうはどうだろ。これほどわかりやすい質問ねえよ。好きか嫌いか、そのどっちでもねえか」

それって煌に言うことなわけ？

私が禅を好きって、ここで言うの？

そう思っていると、煌が黙り込む私を見つめ。

「わかった、だったらこっちの話から先にさせてくれ」

こっちの話？

よくわからず煌の綺麗な顔を見ると、テーブルで優雅に頰ほお杖づえをつき。

「今後、禅とは会わないで欲しい」

「え……」

「乃愛ちゃんだったよな。乃愛ちゃんが、禅を好きでも嫌いでも、そのどっちでもなくても、今後一切、禅とは会わないでくれ」

頰杖をついた煌の視線は、テーブルに落ちていて。

思わず怜史を見ても、どうでもよさそうに、窓の外を見ているだけで、話を聞いているのかどうかもあやしく。

「もし最悪……まあないだろうけど、最悪禅から連絡があっても、無視してくれていい」

それは、先ほど京市君が言った言葉を裏付け。

仁内君が言ってたらしい、釘を刺しに来たんだろうってのはまさにその通りだったようで。

そういうことかと思うと同時に、また複雑な気分が湧いて来た。

どうして、そんな話をされなきゃいけないの。

「てことでこっちの話は終わりだ」

アッサリ終わる話は、とっても不愉快で。

「何、それ……」

何だかそれって、馬鹿にされている気がして。

「どうして？」

「ん？」

「どうして会わないで欲しいの？　そういうのって、他人に言われて決めることじゃ……」

「いいだろ、禅と会わねえくらいのこと。何でもねえ話なんじゃねえの？」

何でもない話なのだろうか。

確かにもう会う理由はなくなっている。

そう考えれば、会わないってのも、難しい話じゃない気もするけど。

「まあ、何とも想ってねえなら、美味いラーメン食いに来たってことで許してくれよ。でも、好きだとか想ってんなら、今すぐ諦めて忘れてくれ」

「それって、私に言うことなの？」

「ん？」

煌が、妙に涼しげに首を傾げるので。

「禅に言えばいいじゃない。別に私、付き纏ったりしてないよね。それなのにそういうこと言われると……」

「禅にも言ってある」

「え……」

「間違っても雨宮の妹とは、もう会うなってな」

そう言った煌が、ふっと笑い。

「まあ俺らが言うまでもなく、本人もそのつもりだけどな」

本人もそのつもりってのは、禅がそのつもりってこと。

送り迎えをしなくなった今、確かに禅と私が会う必要も理由もない。

だけど、あまりにアッサリと言われた煌の言葉には、少なくとも反発を覚え。

そのつもりって、どういうこと。

私と会うつもりが、禅にはないってことだよね。

別にそれはいい。禅にすると、どうでもいいことで、そう言うだろうとも思うけど……。

それを煌という、他人の口から聞かされるというのは、さすがにショックでもあり。

ありえないほど気分が悪かった。

煌の綺麗な顔が、何だかとっても嫌なものに見え。

「そう、わかった」

「ならよかった」

「帰る」

「おい待てよ、ラーメンまだ食ってねえ……」

「いらないっ」

本気でいらないと思った。全部いらないと。

クリアな世界なんか大嫌い。

何なのよ。どうしてよ。勝手に巻き込んでおいて、突然手のひら返したみたいに、関わるなってどういうこと。

みんな馬鹿にしてる。私は嫌だって言ったのに。

やめさせてってのも、何度も言っていたのに。

何度も何度も嫌だって、それでもそっちが無理やり入り込んできたくせに。

毎日、嫌ってほど、迎えに来たのはそっちじゃない。

どうして仁内君に言われたくらいで、もうよくなるの？

最初はそれでも押したんでしょ。

なのにどうして押さなくなったのよ。

アッサリ引くなんてズルイんじゃない？

どうして好きだと思った途端、こうなるわけ。

本気で馬鹿にしてる。結局は彼女のためだったってこと？

そうよ、よく考えるとそういうことなんじゃないの。

私が襲われたのも、全てはそこから始まったんでしょ。

禅の想いがそうさせた。

そういうこと……なんじゃないの。

馬鹿みたい。禅なんか嫌い。

車で10分という距離は、歩くと思ったより遠い。

腹立たしさと、虚しさを抱え歩く家までの道のりは、夏の蒸し暑さを夜風が運び、更に不快にさせる。

どうして私が、夜とはいえ暑い中歩いているのか。

どうして私が、あんなことを言われなければいけないのか。

どうして私が、禅なんかを好きになったのか。

全てに苛立ち、全てが腹立たしく。

そんな思いで夜道を歩いていると、ふいに視界に入った車に、思わず立ち止まった。

向かいから来ている車だったら、そこまで反応しなかっただろう。

だけど後ろから路肩を滑るような動きで、視界に入ってきたので、その恐怖は私の身体を一瞬で竦ませ。

思わず自分の手を見たのは、雨でもないのに、傘を持っているんじゃないかという錯覚を覚えたから。

飛び退のくように車から距離を取り、ワゴン車のスライドドアが開かないよう心で祈る。

誰か人がいないか、辺りを見回したとき、運転席が開き、脇にダンボール箱を抱えた男が降りて来て、道路の向こう側に走って行った。

それは単なる配達業者らしく、一気に身体の力が抜ける。

それと同時に、先ほどとは比べ物にならないほどの怒りが湧いてきて。

そうしてどうなるだとか、そんなことは考えなかった。

ただただ文句を言いたかった。

ケータイを手に、禅の番号を探す。

数回のコール音。途切れた先にある沈黙。

「嫌いっ」

第一声はそんな言葉が出た。

「何なのっ！　馬鹿にしてる、私が何したのよっ」

本気で腹が立ち。

「私、付き纏ったっけ？　纏ってないよねっ。なのに何なわけっ、馬鹿じゃないの。結局何？　要するに、好きな子を忘れられないってやつなわけ？」

内容などどうでもよかった。ただ文句が言いたくて。

「考えてみてよっ、私の立場になってみたことある？　ある日突然、男に襲われて、それが何っ？　暴走族だなんて、ありえないし」

ワゴン車から離れ、歩きながらも言わずにはいられなく。

「しかも総長が好きな女のため？　馬鹿にしないでくれるっ。私関係ないよね。本気で関係なかったよねっ、なのにそっちでしょ。無理やり来て、無理やり送って、無理やり迎えに来たのそっちだよねっ！」

先ほど言われたことが、どう考えても納得できず。

「挙句、アッサリ引かれて、しかも、もう会うなっ？　忘れてくれ、って何なわけっ。私、会いたいなんて言った？　言ってないよね！　デートするって言ったよねっ、誠二君好きになるって、もう好きだって、なのに何よっ！　どうして私が禅を好きって前提で、話してくるのよっ！　言っとくけど、好きなんかじゃ……」

『乃愛』

「何よっ」

『話が読めねえ』

「わかってるわよっ」

そんなことわかってる。

だけど、やっぱり好きなんだって、今気づいたりして。

禅の声を聞いただけで、苛立ちがどんどん収まっていくのがわかり。

馬鹿みたい。

こんなことで泣くとは、自分でもびっくりしてる。

誰かの声を聞いただけで、これほど泣けるなんて、世界はまだまだ知らないことだらけなんだと。

私の穏やかでクリアだった世界には、なかった感情が胸に溢れ。

「嫌い……」

『乃愛』

「嫌い……禅なんか大嫌い……」

『乃愛』

「ずっと、想ってれば、いいのよ……彼女は仁内君が好きなのに、勝手に好きでいればいいのよっ……」

『乃愛……』

「どうせ可愛くないし……素直でもないし……でも全然いいっ、だって私、禅のこと嫌いだから……」

『乃愛……』

「もっと呼んで……私の名前、もっと、もっと呼んで」

彼女を忘れるくらい、呼んで。そして忘れてよ。

私でいいじゃん。綺麗だって言われるよ？

掃き溜めの鶴なんだって。

鶴ってどんなだっけ？って感じだけど、でも悪くないってことでしょ。

頭もいいよ。

凄くはよくないけど、ちょっとはいいと思うよ。

極道の娘だけど……その辺のことはどうかと思うけど。

でも、母親はいつだって私の味方だし。

きっと父親も、母親が認めるなら何も言わないよ。

そもそも言わなきゃわかんないしね。

黙っていれば、わからないよ。

「禅……好き」

自分でも信じられないくらい、小さな声しか出なかった。

「全部忘れる……襲われたことも、彼女を好きなことも、禅が言った文句も、さっき聞いたことも、全部なかったことにしていい」

そうすることで、禅が私でもいいって思ってくれるなら。

「だから私を、好きになってよ……」

泣きながらそう言うと、電話の向こうにいるはずの男が、押し黙る気配がして。

口に出して言うと、より想いは強くなるのか、今までのどのときよりも禅を好きだと感じ。

『乃愛？』

その声があまりに優しく、また涙が溢れた。

人ってこんなにも、誰かを強く欲することができるのかと。

それなのに……。

『悪い』

私の想いを遮るように呟かれた言葉に、一瞬息が止まる。

みんなそうして謝る。

謝るばかりで、誰も私の気持ちを汲くみ取とろうとしてくれない。

だけど、禅にまで言われるとさすがに辛く。

『悪いな、乃愛』

「嫌……」

『乃愛』

「どうしてよっ……」

『わかるだろ』

「わかんないっ！　何なのっ……全然わからないっ」

馬鹿じゃないの。

「そんなに大事？　暴走族ってのが……そんなに大事なわけっ？　すぐになんて言ってないっ……少しでも私を好きになってくれるなら……」

『やめろ』

そう言った禅の声は、あまりにも静かで。

『やめてくれ……』

「禅……」

『頼むから、やめてくれ』

責任感が強い男は、顔も見たくない相手だったはずの私を、嫌々ながらも送迎していた。

どれだけ暑くても、けして遅れることもなく、休むこともなく。

それら全ては、責任から来るものだった。

総長としての立場を、誰よりも理解している男。

私が私である以上、禅が私を受け入れることはない。

そんなことわかってたはずなのに。

それでも、好きだと思ったから。

「馬鹿みたい」

本気でそう思った。

「仁内君の妹ってのが、これほど嫌だと思ったの初めてだよっ」

仁内君の妹でさえなければ、よかったの？

「嫌い、大嫌いっ。禅なんか大嫌いっ！」

どうしてダメだとわかった途端、想いは更に強くなるのだろう。

こんな感情いらないのに。

「嫌い……」

コンタクトが痛いから、より涙が溢れて来て。

「大嫌いっ……」

信じられないくらいに、好きだと思った。

だからこそ、この胸の痛みに、耐えられそうになく。

禅も感じたのだろうか。こんな思いをしたのだろうか。

そう考えると、仁内君が許せないのに。

『乃愛』

「もういい……ごめんね」

きっと、何を言っても、どうしても私はダメなんだろうし。だったら諦めるしかない。

「嫌いは噓だから……」

私がそう言うと、電話の向こうの禅が、静かな声で低く呟いた。

『わかってる』

それでいい気がした。

禅がわかっているなら、それでいい。

私のこの想いが、伝わったのなら、それだけで。

禅が知っててくれるなら、けして無駄ではなかったはずだから。







危ない期待







「乃愛ぁ、時間ないわよ」

わかってるよ、部屋にも時計はあるんだし。

用意してリビングへ向かうと、パンの焼けた匂いがして。

「今日からお弁当だったのね。もう、言ってくれないから、買い物行ってなくて慌てたわよ」

「そう」

椅子に座りながら、軽く返すと、キッチンからテーブルに置かれるお弁当は今日も二つ。

「何入れたの？」

買い物に行っていない母親が、お弁当に何を入れたのかが気になり聞くと。

手元から顔を上げ。

「またメガネなの？」

「うん」

「コンタクトでいいじゃない」

「好きだから」

「でもメガネだと顔が隠れて、乃愛の美人が台無しよ？」

「いいよ、それで」

パンにバターを塗りながら言うと、母親が不思議そうに私を見て。

「美人に見えなくていいの？」

「うん」

「どうして？　綺麗に見えた方がいいじゃない、女の子なんだから」

「綺麗になんか見えなくていいよ」

顔なんて、何の関係もない。

たとえ絶世の美女だとしても、私は無理なんだから。

「変わった子ね……これ、お願いね」

とっても変な目で見ながら、二つのお弁当を忘れないでというように、ポンポンと叩き。

「今日はオムライスよ。仁内君好きでしょ。何もなかったけど、オムライスなら……」

「また仁内君なの？」

「何言ってるの、乃愛はいつも、好きな物食べてるじゃない」

仁内君だって食べてるよ。それこそ好きな物食べてるはず。

いいじゃない、好きで１人でいるんだから。

何だか、１人でいる方が、逆に同情されて有利みたいに思えてくるんだけど。

「ちゃんと渡してよ」

「はいはい」

「それと週末、食事でもどうって聞いて……」

「ごちそうさま」

「ちょっと……乃愛っ」

大人ってホント無神経だよね。

せっかくの週末に、何が悲しくて、家に来て食事なんかするのよ。

どう考えても、彼女と２人でいたいでしょ。

その辺察するとか、大人ってできない生き物なの？

会ったんでしょ、彼女に。

それなのに、それって……。

「あっ、お母さんっ。今日、夜いらないから」

玄関で靴を履きながら、思い出したことを言うと、リビングから母親が出て来て。

「また塾なの？」

「うん」

鞄を摑み、玄関を開けると、朝の眩しい日差しが一気に押し寄せて来た。

「ホント塾ばかり行って、どうしたいのよ。ちょっと、乃愛っ……」

「いってきます」

今日も私の世界は、クリアで明るい。

異質な空気に侵されることない世界は、穏やかそのもので。

本来の姿に戻っただけ。

これでよかったし、これからもこれでいい。

学校に着くと、向こうから歩いてくる金色の髪の男が、私に気づき顔を上げた。

「おはよ、京市君」

明るく声をかけると、一瞬立ち止まり私を見つめ、再び歩き出す。

「どうしたの、珍しく元気ないね」

「そうか？」

「何、昨日遅かったの？」

「まあな」

どこか気まずそうな声を出す京市君が、私から視線を外したとき、後ろから来た女子達が、金色の髪を軽く搔きまわした。

いつも思うんだけど、それってしないといけないわけ？

そもそも京市君って、小さいわけでもないし、可愛いタイプでもないんだけど。

「おはよー京。乃愛ちゃんもおはよ」

「おはよう」

「ねえ、乃愛ちゃん知ってる？」

「何を？」

「京、彼女がいたらしいよ。夏休みの間、いつもその彼女と一緒だったんだって」

京市君の彼女って……。

思わず京市君を見ると、やっぱり気まずそうに視線を逸らしていて。

彼女ってことは、タダでやれる子とは違うってこと？

「それがさぁ……」

「うるせえ、行けよ」

「ていうか、乃愛ちゃんはもういいの？」

「ホントだよ、彼女なんか作って、乃愛ちゃんへのあの想いはどこ行ったのよ」

「どこも行ってねえよ」

どうでもよさそうに言う京市君を置いて、女子達は笑って先に校舎へと入って行く。

何となく沈黙になったので、何か言った方がいいのか考えていると、先に京市君が口を開いた。

「乃愛……」

「うん？」

「竜崎は……」

「その話はいいよ」

私が遮ると、京市君がため息を吐き。

「そうだな」

そうだよ。もう、終わったことなんだし。

始まってもいなかったけど、終わったことに変わりはない。

今更何を言っても仕方ないんだし。

あの夜、散々泣いたことである意味スッキリしている。

なんていうのは噓だけど、どれだけ願っても、どれだけ強く想っても、禅がけして私のものにはならないのなら、それは仕方がなく。

ふいに後ろで聞こえる、車のドアが閉まる音。

思わず振り返ると、壮君の車から降りて来て、正門をくぐる仁内君が見えて。

どうして車で通学？

なんて疑問を抱きながらも、ちょうどいいと、母親に持たされたお弁当を鞄から出した。

隣で同じように立ち止まる京市君が、もう一度ため息を吐いたとき、仁内君の視線が私達を捉え。

「乃愛……」

とっても気まずそうな声を出され、何だか虚しくなった。

そんな声出すくらいなら、最初から私を関わらせないでよ。

「おはよう。これ」

お弁当を差し出すと、仁内君がそれを受け取る。

微妙な空気が、私達の間に流れるのが嫌で、歩き出そうとすると。

「大丈夫か？」

大丈夫って、誰が？　私なら全然問題ないけど。

そう思って仁内君を見ると、なぜかとても辛そうな顔をしているから。

「やめてよ。何？　大丈夫だよ」

お弁当は渡したし、あとは校舎に入って教室へ向かうだけ。

それのどこが、大丈夫じゃないわけ？

大丈夫に決まってるじゃない。

私の世界は……いつも穏やかで……。

「乃愛」

「何よっ、大丈夫じゃないなら、何とかしてくれるのっ？」

そんな目で見ないでよ。

同情するかのような目で、私を見ないで。

「全然大丈夫じゃないっ！　でも、じゃあどうするのっ。戻してくれるっ？　仁内君が戻してくれるのっ？　だったら、禅と出会う前に戻してよっ！」

本当はわかってる。誰のせいでもないことくらい。

私が勝手に好きになっただけで、間違っても仁内君のせいなんかじゃない。

わかってはいても、届くことのない禅への気持ちが、なくなりはしないから。

「巻き込んで悪かったって言ったよねっ！」

私の言葉に、視線を逸らす仁内君と京市君。

「本気でそう思うなら、巻き込んだ責任取ってよっ！」

校舎前で２人を相手に、文句を言う私を他の生徒達が驚いた目で見ていても、気にもならず。

「Dragon Blackに彼女を返してきてっ」

「乃愛」

「だってそうでしょ？　もともとは仁内君が悪いんじゃないっ！　禅に返してあげてよ。そうすれば、私だって忘れられるのにっ……」

「乃愛やめろ」

京市君が、そう言って私の腕を摑んでも、仁内君を責めることをやめられず。

こんな想いを禅もしたのかと思うと、本気で胸が痛くて。

「返してあげてよっ……」

禅は、けして私を受け入れない。

それは、私だから。

仁内君の妹である私ってのもあるけれど、それだけじゃなく。

仁内君は彼女をけして諦めなかった。

たとえ妹の私を犠牲にしても、彼女を禅から奪い取った。

だけど、禅にはそれがない。

それだけの想いが、私には持てないってだけ。

もしこれが私じゃなく、彼女だったとしたら、禅はどんな状況だとしてもきっと諦めなかっただろう。

「戻してよ……禅を知らなかった頃に……」

こんな感情なんて知りたくなかった。

「全然、大丈夫じゃないの……だから、戻して……」

同情なんかいらないから。

「そして言ってよ……もし出会っても、禅を好きになるなって……誰も言ってくれなかったじゃない……」

どうして教えてくれなかったの。

「禅がダメなら、最初からそう言っておいてよっ……」

本当はわかってる。そういう問題じゃないことも。

禅の気持ちが私にないのは、誰のせいでもないのに。

「乃愛を事務所に連れて行ったんだって？」

ふいに京市君が呟くから思わず見ると、その視線は、夏の日差しを浴びる地面に向けられていて。

「竜崎は、そういうことをする男じゃねえよ」

「京市」

仁内君が京市君の言葉を止めようとするかのように呼びかけると、地面から視線を上げ。

「どうせ竜崎は動かねえよ」

「動かねえなら、んな話する必要ねえだろ」

「乃愛の言う通り、巻き込んでおいて、何も言わなかったからこうなったんだろ？」

京市君がそう言うと、反論できないのか仁内君が黙り込み。

「乃愛を拒否するのは、竜崎の意思じゃねえよ」

私の腕を摑む京市君が、その手を放し。

「ドラブラの中でそう決まったって話だ。これ以上、こっちと関わるってのは都合が悪いってな」

都合が悪いって……。

「竜崎は仁内のときも、動かなかった。あいつは、自分よりDragon Blackを優先する男なんだよ」

「仁内君の……ときも？」

思わず聞くと、京市君が仁内君に視線を向け。

「そうだったよな。仁内が黙っている以上、向こうから何かを仕掛けるってことはしなかったよな？　だから乃愛が襲われるハメになったんだろ？」

「やめろ」

苦々しく言い捨てる仁内君に、京市君が追い討ちをかけるかのようにふっと笑い。

「竜崎ってのは、そういう男だ。正直、族の友情ごっこなんて、寒気がするところだけど、竜崎に限っては認めなくもねえよ」

そう言った京市君が、仁内君から私に視線を向け。

「そんな男が、仲間よりも乃愛をってのはどう考えてもありえねえ。でも、本人の意思じゃねえってのも確かだ。現実に、竜崎はここ１週間ほど、口も利かず、幹部とも距離取ってるって話だしな」

ここ１週間ほどって……。

仁内君が、深いため息を吐き。

「もういい。やめろ。んな話したところで、どうにもならねえだろ」

確かにどうにもならない。

だけど、少なくとも禅の想いってのが、少しは見えた気がして。

「悪かったと思ってる。でも、もう忘れろ。何を言っても、最悪ドラブラが認めても、竜崎は忘れろ」

そう言った仁内君が、歩き出すから。

「Dragon Blackが認めても？」

思わず聞くと、私の兄は振り返ることなく言い捨てた。

「俺が認めねえ」

去って行く仁内君の背中を見つめていると、京市君が呆れたような声を出し。

「ああ見えて、実は許してねえんだよ。乃愛が襲われたこと、今でも根に持ってる。竜崎がやったわけじゃねえのわかってても、んなメンバーがいる族に乃愛を渡す気にはならねえの、わからなくもねえよ」

「そう……」

「仁内は、女のことでは竜崎に悪いと思ってても、乃愛を襲われたって意味では、許せねえ気持ちもある。複雑なんだよ」

確かに仁内君の立場で考えると、それもわからなくもなく。

だけど私の想いだって、それ以上に複雑で。

「どうして知ってるの？」

校舎へと向かいながら呟くと、京市君が私を見るから。

「禅が口も利かないっての……どうして知ってるの？」

いくら情報通の京市君でも、ドラブラ内部のことまで正確に把握しているのはおかしい気がして。

そう思っていると、私から視線を逸らした男が、どこか申し訳なさそうに呟いた。

「仁内だけじゃねえんだよ」

仁内君だけじゃない？

え、それって……。

「乃愛の気持ちもわからなくもねえ。でも、仁内の言う通り忘れろ。どれほどの想いがあったとしても、竜崎が総長である以上、乃愛の気持ちに応えることはねえよ」







男って意味がわからない。

暴走族だとか、Black Townだとか、心底どうでもいいと思うのは私だけだろうか。

誰かにやらされてるわけ？

そうじゃないでしょ。だって何を言っても、本来はただの高校生なのだから。

どれだけ遊びじゃないなんていっても、やっぱり遊びなんじゃないの。

仁内君や京市君ならまだわかる。将来の自分に繫がることをBlack Townでやっているのだから。

大きな組織の管理下で、お金を生み出すすべや、人を動かす力を身に付けている２人なら、まだわからなくもない。

確かに禅は、人の上に立つ人間だと思う。

だからって全てを犠牲にしてまで、しないといけないのかどうか。

大体どうして、私はダメなわけ。

Dragon Blackの中で、私はダメなんてどうして決められないといけないの。

仁内君の妹ってのが、それほど都合悪い？

黒統会の、会長の娘ってのがマズイの？

きっとマズイのだろう。

私だから、ダメなのは嫌ってほどわかってる。

初めて禅を見た日、私はDragon Blackに襲われていたのだから。

そして助けに来てくれた京市君だって、彼女のため仕返しをしなかった仁内君だって、結局はDragon Blackを敵視しているのに変わりなく。

両者の間に何があったのかはわからない。

だけど少なくとも、仲良く握手できる関係じゃないのは目に見えてわかっている。

現実には京市君と煌は連絡を取り合えるらしいし、仁内君と禅が顔を合わせたからって、いきなり殴り合いにはならない。

なのに、けして相容れない何かがBlack TownとDragon Blackにはあり。

「聞いたよ」

塾の休憩中そう言って来た誠二君を見ることなく、私は買ってきていたパンを食べた。

学校が始まり、禅に会うこともないまま、早１ヶ月が過ぎようとしている。

秋が確実にすぐ傍まで来ていて、今日の雨でまた気温が下がるだろうと思いながらも、パックのジュースにストローを差すと。

「塾やめるんだって？」

「うん」

「もしかして……俺を避けるため？」

ふと隣を見ると、サンドイッチを食べている誠二君の横顔があり。

「どうして私が、誠二君を避けるの？」

本気で驚いたのが声に出たのか、誠二君の横顔がホッと安心したように見え。

「よかった、違ったんだ」

違うも何も、誠二君を避ける理由など思い当らず。

「やめるっていうか、替わろうと思って」

「そうなんだ」

「うん。家の近くに新しい塾ができるの。ここの系列じゃないけど、塾としては同じようなところだし。だったら近い方がいいかなって」

塾の受講料もあまり変わらないみたいで、だったら近い方がいいんじゃないかと母親も言っているから。

何より近いってのは魅力で。

そんなことを考えながら誠二君を見ていても、その顔がこちらに向けられることはなく。

「どうして？」

思わず聞いた言葉には、主語がなかったというのに、誠二君には伝わったのか。

「俺が、仁内に言ったことで、避けられてるのかと」

気にしてたんだと思った。

確かに私の気持ちに一番に気づいたのは、誠二君だった。

それを仁内君に言ったから、私の送迎は次の日からアッサリとなくなったわけで。

だけど、誠二君のせいだなんて思ったことはなく。

「避けないよ」

小さく呟くと、やっぱり横顔のままの男がふっと笑い。

「好きなんだよ」

あまりにアッサリと言われ。

「乃愛のこと、マジで好きなんだ。だから、竜崎は邪魔だったんだよ」

「誠二君……」

「最初は知らなかった。竜崎が乃愛を送り迎えしてることも。気がついたら、そうだったってのは、正直気分が悪かったよ」

そう言われてみれば、誠二君はいつの間にか気づいてたってだけで、それがいつだったのかハッキリとはわからず。

「俺、実は勉強好きじゃないんだよな」

突然聞かされるそんな告白は、好きだと言われるより驚く内容で。

「え？」

だって、誠二君は私なんかより遥かに頭が良くて、よくできるのに、好きじゃないなんて意外に思え。

本気で驚いていると、サンドイッチを片手に、ミルクティーを飲みながら。

「昔から、嫌いだった」

「そうなの？　でも、誠二君いつも勉強して……」

「同じことしてても、勝てないと思ったからだ」

勝てないって誰に？

そう思い横顔を見つめていると。

「家の親父は、黒統会の中で、それほど上の人間じゃないしね」

黒統会が、どうしてここで出てくるのかわからず。

「え、待って、誰に勝てない……」

「京市だよ。あいつは何だかんだで、親父も兄貴も黒統会では上の方だしね」

もしかして……それって。

「だから俺は違う道を選んだ。京市と同じことしてても、意味ないと思ったからね」

誰もが京市君の好きな相手は、私だと勝手に思い込んでいる。

実際のところはわからないけれど、本人が否定しない噂話は事実なんじゃないかと思われても仕方なく。

「乃愛が勉強好きなの知ってたし、だったら俺はそっちで行くしかないって思ったんだよ」

同じようにBlack Townで育ったはずの、仁内君と誠二君の方向性が変わって来ていたのには、そんな理由があったとは知らず。

「京市が女と遊びだしたのも知ってたし、最近は決まった女もいるらしいけど、だからって急にやめられないってだけだ」

「誠二君……」

思わず呟くと、笑った横顔が初めて私に向けられ。

「竜崎と俺、同い年なんだよ」

そんなのわかってるし、あえて言われる理由がわからず黙っていると。

「禅って呼ぶよな？　俺のことは誠二君なのに」

「それは……」

「そういうの、結構傷つくの知ってた？　ハッキリ言って竜崎より、俺の方が気を使われてて、でも信頼もされてるだろうなって感じることが、実は俺を傷つけてるっての、わかってる？」

禅より誠二君の方が……。

確かに、私は誠二君を信頼している。

けして私を傷つけるようなことは言わないだろうし、しないだろうと。

聞けば、何でも教えてくれる誠二君。

だからこそ、私も誠二君にそれなりの対応をする。

けして失礼のないように、他人として当たり前の距離感を持って。

禅には平気で、支離滅裂なことも言えるのに。

嫌いだとか言っておきながら、本当は好きなんてことも。

思わず誠二君の視線を避けると。

「でもドラブラは乃愛を認めないよ。Dragon Blackからすると黒統会は、天敵でしかないしね。族には族の意地ってのがある」

暴走族には暴走族の意地が……。

「俺達から言わせると、友情だの仲間だのくだらねえと思える話でも、それが族の全てなんだよ」

私達にはないものがDragon Blackにはある。

相容れない何かってのが、それなのかもしれない。

考え方の違い、価値観の違い、組織の形態。

全てが違う両者は、けして繫がることはなく。

「雨降ってるし、今日は送るよ」

静かに言われて、断る理由のない私は頷いた。

まだ残っている授業も、誠二君にすると、意味のないものだと知ったのだから。




本当のことを言うと、塾を替わろうと思ったのには、近いからってだけじゃない理由がある。

禅と何度も歩いた道を、１人で歩くってのが、最近嫌になってきたから。

会わなくなってから、もう１ヶ月も経つのに。

正直なことを言えば、私はどこかで期待していたのかもしれない。

煌がわざわざ私に釘を刺しに来たことや、京市君が教えてくれたことで、もしかしたらなんて思っていたのかも。

『最悪禅から連絡があっても、無視してくれていい』

ということは、最悪そういうことがあるんじゃないかとか。

『乃愛を拒否するのは、竜崎の意思じゃねえよ』

ということは、禅の本当の意思は別のところにあるんでしょだとか。

もちろん状況からいって、ありえないというのはわかっている。

だけど、もしかしたら……とも、どこかで思っていて。

私の禅へのなくならない想いが、勝手に期待させる。

だけど、誰かを好きなんて感情は、そんな馬鹿な期待から生まれるんじゃないかと。

誰かを一途に想い、傷ついた禅。

それほどまでに想われるって、一体どんな気分なのだろう。

もしその相手が私だったら、幸せなんじゃないかと。

とってもガラが悪く、時には嫌なことも言う男。

だけど、そんな男が私にだけは誠実でいてくれたら。

そんな風に愛されたら。好きになってくれるのなら。

恋愛は一方通行では成り立たない。

だからこそ、相手に“もしも”を期待して好きになる。

好きという感情がなくなるときは、その期待がなくなるときなんじゃないかと。

相手に期待するようなことがなくなったりだとか、期待が完全に打ち砕かれる状況になったりだとか。

この１ヶ月、私はその期待を捨てきれないでいた。

そして今でもなくならない期待が、あまりにも辛くなってきているのだと。

だから禅と歩いた道が、日に日に嫌になっている。

諦めて忘れなければいけないのに、期待が捨てきれていない自分が嫌で。

「塾、替わったら会えないな」

傘を差し雨の中歩く相手が、禅じゃないという現実。

「うん……」

「付き合わないか？」

ふいに言われた言葉に、傘を上げて隣を見ると、禅ではない男の顔がそこにあり。

「うん……」

呟くと、誠二君が私を見て。

「いいって意味？」

そう聞かれるので、視線を逸らし。

「ううん、付き合わないって意味」

きっと今までの私なら、付き合っていた気がする。

誠二君ならいいんじゃないかと。

事実そう思って、デートもしてたし。

だけど今は、それが誠二君にとって失礼なことだとわかるから。

禅が言っていた意味が、ここにきてよくわかった。

好きでもない相手に、気を持たせるような付き合いをするべきではない。

誠二君が、本気であればあるほど、それはしちゃいけないのだと。

無駄な期待を持たせておいて、最後にはやっぱりダメだなんて言い出すのは、何よりしてはいけない気がして。

「そうか……」

「うん」

「まあ、わかってたけど」

小さく呟いた誠二君が、私を見て笑い。

「乃愛、可愛くなったよ」

「え？」

「前は綺麗で憧れてたけど、最近の乃愛は可愛くて、本気で好きだと思った」

「可愛くなんか……」

「それが竜崎と出会ってからだと思うと、マジで妬けるけど、こればかりは仕方ないよな」

そう言って笑ってくれる誠二君にこそ、憧れる気がした。

私はこんな風に笑えないのに。

人が人を想う気持ちってのは、本当に凄いと思う。

たくさんの負の感情が溢れているはずなのに、それでもこうして笑ってくれるのは、誠二君の中にある想いがそれだけ強いということなんじゃないかと。

「ごめんね……」

どうして誠二君じゃダメなのか、自分でもわからない。

だけど、今でも禅への想いってのがある以上、誠二君に期待を持たせるべきではないから。

家が近くなり、ふいに立ち止まった誠二君が、傘の下で私に視線を向け。

「だったら諦めるなよ？」

諦めるなって……何を？

そう思って、傘越しに誠二君を見上げると。

「仁内が言ってたんだよ。送迎断ったとき、竜崎がホッとしてたって」

「ホッとしてた？」

それがどういう意味なのかわからず、聞き返すと。

「俺にはその気持ち、わかる気がするんだよ」

そう言った誠二君が、マンションの方を見て。

「無理だとわかってる相手と、無駄に一緒にいるのは、本当のところ辛かったりするからね」

何気なく誠二君の視線を追いかけると、そこには見覚えのある車が停まっていて。

「まあ、今気づいたんだけどね。ハッキリ断られて、へこむ気持ちもあるけど、ちょっとホッとしてたりもするよ」

視線の先にある車のドアが開き、透明の傘が雨の中広がる。

メガネをかけているので視界はクリア。

だけど私にはその男が誰なのかわからず、ただ見つめていると、いつだって何でも教えてくれる誠二君が呟いた。

「速水航海わたるだよ」

速水って……仁内君の彼女の……。

思わず誠二君を見ると、その顔は少し笑っていて。

「Dragon Blackを実質的に纏めてるのは、あの男だって言われてる」

そう言った誠二君は、雨の中私を置いて帰って行った。







危険な世界







Dragon Blackという暴走族には、色んな役割を持つ人間がいるらしい。

総長がいて、交渉事を引き受ける人間がいて、信じられないほど喧嘩の強い男もいる。

とっても愛想の悪い運転手は、やけに計算高いことを言っていたし、挙句は実質的に纏めている男までいるとは驚きで。

誠二君が帰って行ってしまったので、仕方なく私がマンションの方へ向かうと、その男が軽く頭を下げた。

男を近くで見て思ったのは、まともな男もいるのかってことだった。

どうしてこの男が今まで出て来てくれなかったのかと、本気で思えたほど、速水航海という男は一般的な容姿をしていた。

一般的と言っても、普通という意味ではない。

顔は十分かっこいいんだけど、とにかくまともに見え。

禅や怜史のようにガラが悪いわけでもなく、煌のように派手なわけでもない。

龍輝に至っては、見た目と強さが比例していないので、とってもバランスが悪い。

だけど、目の前の男には、そんな印象はなく。

とは言っても、この男が実質的にDragon Blackを纏めているのだとしたら、それはそれでバランスが悪いのかも。

大きな暴走族を纏めているわりに、見た目はごく普通ってのもどうかと。

「夜見には、話を通して来てる」

ふと運転席を見ると、怜史が相変わらず素知らぬ顔で座っていて。

「少しいいか」

車のドアを開けられて、そう聞かれるので一瞬考え。

「乗るの？」

頷く速水航海は、とっても穏やかそうな笑みを見せ。

「できれば」

押しつけようとはしない空気。

だからって、一体何の話なのか警戒する私は、傘を握り締め。

「嫌なこと言われる？」

煌のときのトラウマなのか、そう聞いた私に速水航海はやっぱり穏やかに笑い。

「いや、言わないつもりだ」

「でも……禅の話なら……」

無駄な期待を持たされて、突き落とされるのだけは嫌だと思っていると。

「頼みたいことがある」

頼みたいこと？

「私に？」

「そうだな」

「何を……」

「守谷誠二だよな」

先ほど私達が立っていた場所に視線を向けながら、軽く言われ。

どれだけ普通の男に見えても、やはりその辺は違うのだと理解した。

こういう男達に、どうして知っているのかなど聞くだけ無駄ってのはわかっている。

「付き合ってるとか？」

「付き合ってない」

「ならよかった」

「あの……」

「助けてくれないか」

助けるって私が？

全くわからない話に、速水航海を見つめていると、傘を閉じ、とにかく車に乗ってくれと視線で促され。

何だかよくわからないながらも、仕方なく車に乗り込むと、怜史がチラッと後ろを見た。

かといって挨拶もないので。

「どうも」

私から声をかけると、軽い頷きが返って来ただけだった。

信じられないほど愛想のない態度に驚いていると。

「悪いな、機嫌悪いんだよ」

怜史の態度の理由を、隣に座った速水航海が説明する。

機嫌が悪いなら来なきゃいいのに。

なんて思いながらも、怜史の態度には多少免疫があるので黙っていると、車が動き出し。

「実は俺達の中でも意見が分かれてる」

そんなことを言う速水航海を見ると、その視線は窓の外に向けられていて。

「意見？」

「ああ」

「何の……」

「あんたに頼むかどうかってのだ」

全く見えない話は、返事のしようもなく。

「怜史は反対してる。だからこの態度だ」

そういうことかと思った。

怜史がここにいるのは、嫌々ってことらしく。

「正直、煌も俺も反対だとは思ってる。龍輝だけは、別にいいんじゃねえかって言ってるけど、あいつはあんま考えてねえしな」

「あの……」

「とはいっても、それ以外の方法があるかって聞かれると、俺達もお手上げだったりするんだよ」

「あの……」

「何かを得るためには、何かを犠牲にってのは、当然の流れだってのもわかるしな」

「ちょっと待って……」

「それに正直なこと言うと、俺達がそうさせてるってのに、そこ無視するのは……」

「待って、何？　全然、話が見えないんだけど」

思わずそう言うと、速水航海が窓を見つめながらため息を吐いた。

そしてゆっくり私の方を見て。

「禅はあんたが好きなんだよ」

私が好きって……。

言われた言葉の意味はわかる。

だけど、それを聞かされてどうしろというのか。

思わず視線を逸らすと。

「この１ヶ月、諦めてくれんの期待して待ってた。馬鹿馬鹿しいと思うだろうけど、こっちにとっては、やっぱあんたはマズイんだよ」

わかるよ。そんなこともう嫌ってほど知ってる。

「ドラブラは黒統会の傘下にあった族を潰して、できた族だからな。これあんたに、言うことかどうかはわかんねえけど……」

そんな前置きをされ。

「俺達は、極道の息のかかった、前の族が目障りで仕方なかった。黒統会の看板があるってだけで、好き放題やってた族がな」

両者の間にある、埋められない溝の理由。

「禅は何よりそういうのが嫌いなんだよ。自分達は何もせず、ただ極道の後ろ盾があるってだけで、大きな顔してる人間の集まりがな」

それを潰した禅。

「もしあんたを認めるってなると、俺達の根底が覆る」

それはそうだろう。

そういうことかと思うと同時に、やっぱり埋められない溝は、確かに存在するのだと知り。

「妹のときは、何だかんだで、こっちは被害者でいられたしな。でも、禅が自らあんたを選ぶってなると、メンバーにどう説明するんだって話になるんだよ」

だったら何しに来たのよ。

根底が覆るような選択はできないんでしょ。

何より実際に選んでいない。

禅はそれを十分わかっているから、けして連絡をしてくることなく、会いにもこない。

「だったら何しに？　会ってないんだし、禅も私を選んでなんかないんだし、それでいいんじゃ……」

「辞めたいらしい」

ふいに呟かれた言葉に、速水航海を見ると、シートに凭れた横顔があり。

「え……」

「禅にすると、もう限界なんだよ」

限界って……。

「総長でさえなければ、ってな、あいつの気持ちもわからなくもない。俺でもそう思うだろうしな」

覆すわけにはいかないなら、そこから退くしか方法はなく。

「だけど禅には責任がある」

「責任？」

「Dragon Blackを創った責任だ。んな簡単に辞めさせられねえんだよ」

それぞれが、それぞれの役割で動いている暴走族。

いつか聞いた禅の言葉が甦よみがえる。

『役割ってのがあるしな。俺だけが勝手するわけにはいかねえんだよ』

嫌なら辞めればいいと言った私に、禅はそう言った。

「ドラブラは、もう禅の物でも、俺達の物でもねえ。一度動き出したものは、たとえ創り出した人間でも、勝手には止められねえんだよ」

禅が創り、禅の手によって動き出した暴走族。

だけど、他者を巻き込み動き出した以上、それはもう禅だけの物ではないということで。

「禅にはドラブラのトップに立つという、他の誰にもできねえ大きな責任がある。本人もそれをわかってる」

禅の役割ってのは、総長としてそこに君臨すること。

絶対的王者として、大規模な暴走族の頂点に立つこと。

「わかってても、辞めたいって言うことは、よほどなんだろうな」

速水航海のその言葉を最後に、車内が沈黙に包まれる。

仁内君のときにも、けして動こうとしなかったらしい禅。

総長としての立場が、禅を動けなくさせる。

「だったらどうすれば……」

思わずそう言うと、速水航海が窓に目を向け。

「禅に総長をやらせたいのは俺達だ。だからあんたに頼みに来た」

それってどういう……。

そう思ったとき、それまで黙っていた怜史が口を開いた。

「どっちかしか選べねえなら、禅を選ぶってことだ」

「禅を？」

「禅をじゃねえな、禅の想いを……だな」

怜史のその言葉に、速水航海が頷き。

「総長を辞めさせねえのは俺達だ。だったら、その責任は俺達が取るしかねえ」

「それって……」

「根底が覆ろうとどうしようと、メンバー全員に説得して回るしかねえだろうな」

禅の想いを選ぶということは、けして簡単じゃない。

なのにそれを、しようとしている男達。

「誰か１人でも、反対する人間を残すと、前みたいなことが起こる」

それは私が襲われたことを、言っているらしく。

「できる限りのことはするつもりでも、あんたに危険がないとは言い切れない」

それほど私達は、ありえない組み合わせらしく。

「嫌なら断ってくれていい」

もしかしたら、それを期待して来たんじゃないかと思えるほど、投げやりに言われ。

「大体雨宮も、反対してるらしいし……」

「断らない」

世界はいつだって穏やかだった。

禅のいなかった世界は、穏やかで心地よくクリアだったけど、そこには溢れる感情や涙を流す胸の痛みもなかった。

もしも禅が私を想ってくれるなら。

私だけを大切に感じてくれるなら。

他の誰にも見せない、本当の禅を見せてくれるのなら。

「禅が嫌じゃないなら、私は断ったりしない……」

思わずそう呟くと、バックミラー越しに怜史が声を出す。

「本気なんだろうな」

「うん」

「あとでやっぱ嫌ってのは、許さねえぞ」

「うん」

「軽い気持ちなら……」

「わかってるよ。傷つけない。絶対に」

禅を傷つけるようなことは、絶対にしない。

もう十分傷ついただろう禅を、これ以上傷つけたりするはずがない。

隣から、速水航海のため息が聞こえ。

「煌の読み通りだな」

「え？」

「あいつ、あんたは断らねえだろうって言ってたんだよ。だからこそ反対してた」

そう言った男は、どこかホッとしたような笑みを浮かべ。

「雨宮の妹を抱えるなんて、ドラブラにとっては最悪でしかねえしな」

その最悪なことを、この男達はしようとしているのだと思うと、少し笑えた。

それほどまでに禅が、この男達に必要とされ、愛されているのだと。

京市君や、誠二君は、友情ごっこなんて言っていたけれど、それも悪くない。

禅のために、禅の想いのために、ここまでしようとする友達がいるなんて、私達Black Townの人間にはある意味羨ましくて。

「禅は総長を辞めて、あんたととは思ってない。あいつはそんなやつじゃねえんだよ」

確かに禅はそんな人間じゃない。

誰よりも責任感が強く、誰よりも誠実な男。

だからこそ、こうして周りが助けようとする。

「禅の口からあんたの話は一度も出てない」

だったらどうして、禅が私を好きなんてことがわかるのかと思っていると、車が見覚えのある場所で停まり。

速水航海がドアを開けて降り、私にも降りるよう促し。

「頼んだ」

「え……」

「部屋にいるはずだ」

「ちょっと待って……」

まさか丸投げなんて思いもしていなかったので、車を降りて啞然としていると、運転席から怜史が降りて来て、奥へと連れて行かれ事務所のドアを開け。

「上手くやれよ」

「噓でしょ」

驚いて聞くと、開いたドアから龍輝が顔を出した。

「マジか……どうやって説得したんだ？」

私の姿を見て、驚きながらも後ろを振り返り。

「また俺の負けかよ。マジで金ねえのに」

それって、もしかしてまた賭けてたんじゃ……。

信じられない気分で龍輝を見ていると、速水航海に背中を押され、無理やり事務所へと入れられる。

ソファで寝転んでいた煌が顔を上げるから、思わず視線を逸らすと。

「んな嫌がんなよ、あのときは悪かった」

「別に嫌がってなんか……」

正直、煌の顔はトラウマのように感じていて。

綺麗な顔で嫌なこと言いに来た煌。

「珍しいな、煌が嫌われるなんて」

龍輝が笑って言うと、煌が起き上がり。

「あれを俺に言わせたのは怜史だ。俺の意思で言ったわけじゃねえよ」

そんな煌の言い訳に、龍輝がやっぱり笑いながら。

「それが煌の仕事だろ。いいじゃねえかよ、たまには女に嫌われろ。怜史は怜史で自分の仕事しただけだよな？」

「まあな」

軽く返事をする怜史が、ソファに座る。

事務所内にも外にも、この他の人間はいなくて。

もしかしたら私を連れて来るために、人がいないようにしたんじゃないかと思っていると、速水航海が奥の階段を見て。

「知ってるよな？」

それは禅の部屋のことらしく。

確かに知ってる。一度来たことがあるし。だけど……。

「行くの？」

「だな」

「私が？」

「あんたじゃねえと、意味ねえしな」

「待ってよ、突然行っても、禅にすると何だって……」

ことになるんじゃないかと言いたかった言葉は、最後まで言えなかった。

それは階段を下りてくる足音が聞こえ、禅が姿を見せたからで。

一瞬、事務所内の全ての動きが止まった。

最後の一段を残し、足を止めた禅。

まさか降りてくるとは思ってなかったのか、こちら側にいる誰もが、一斉に階段の方を向き固まっていて。

状況を把握しようとする禅の鋭い視線が、それぞれに向けられる。

「どういうことだ？」

私を見ない禅が、低い声を出した。

久しぶりに聞く禅の声は、私の世界をこの上なく鮮明にする。

異質だったはずの存在なのに、今の私にはどこまでも大切な存在に思え。

「そういうことだ。悪かったな」

速水航海がそう言うと、禅がそっちをジッと見つめ。

「何の謝罪だ？」

「お前の気持ちを無視してたことへの謝罪だ」

「俺の気持ち？」

「好きなんだろ」

「いつそんなこと言った」

「見てればわかる」

速水航海がそう返すと、禅がどこか気まずそうに視線を逸らし。

「んなわけねえだろ」

そんなわけない。禅が私を好きなんてことあるわけ……。

「だったら、俺ってのもありだな」

とっても緩い口調でそう言ったのは、信じられないほど綺麗な顔をした男。

「おい煌っ、何言ってんだ……」

「前から思ってたんだよな。マジで綺麗な女だって。この前の怒った顔も最高によかったしな。考えると俺なら問題ねえよな。総長でもねえし、どうせ俺だし、メンバーもたいして驚きもしねえんじゃねえのか」

龍輝の言葉を遮って、そんなことを言い出す煌がソファから立ち上がる。

そして綺麗な顔に笑みを浮かべ、私の傍まで来て、何を思ったのか突然肩を抱き寄せ。

「いいこと教えてやろうか？」

禅に視線を向けたまま、私に近づき囁ささやく煌。

「やめとけ」

怜史が冷たい声を出しても、煌はやめようとせず。

「あいつ、ああ見えて女知らねえんだよ」

その言葉の意味がわからず煌を見ると。

「タトゥーなんか入れて、やけにガラ悪そうにしてっけど、実は童貞なんて笑えねえだろ？」

童貞って……。

「んなわけねえだろ」

龍輝が呆れたように呟くと、煌が私を見て笑い。

「それがあるんだよ。それほど好きだったってことだ、航海の妹をな」

やっぱり嫌なことを言う男だと思った。

そんなこと、言わなくてもいいんじゃないの。

「まあ、でもねえみてえだしな。乃愛ちゃんは、振られたってことで、俺が引き取って……」

「馬鹿馬鹿しい。んな手に乗るか」

どこまでも呆れた声を出した禅が、階段を上がろうとすると。

「お前、実は総長だのなんだので、言い訳してるだけなんじゃねえのか？」

立ち止まる禅。

「何の話だ」

「ビビってるだけなんじゃねえかって言ってんだよ。まあわからなくもねえよ。また雨宮みてえな男が出てきたら、今度こそ立ち直れねえもんな」

それは禅の傷口を開くかのような言葉で。

「しかも今度の女は、誰が見ても綺麗な女だしな。本気で俺もありだと思ってんぞ。言っとくけど、女落とすのは顔じゃねえ。どれだけ……」

「やめてよ」

思わず呟くと、煌が私を見るから。

「ホント嫌なこと言うよね」

冷たく言っても緩い男は、涼しい顔を見せていて。

「女は、怒らせると落ちやすい」

「何それ」

「怒りと好きって感情は、全く違うように見えて実は似てたりするからな」

「そんなわけ……」

「さっき、俺にだけは明らかに態度が違っただろ」

煌にだけ、態度が違った。そう言われてみれば……。

トラウマとなっている感情が煌の顔を見た途端、思い出されたから、拒否反応のようなものを感じ。

「嫌われるってのは、ある意味いい手ごたえ……」

「やめろ」

ふいにそう言ったのは禅。

階段の方を見ると、その視線は真っ直ぐに私に向けられていて。

「何しに来たんだ。口説かれにか？」

「そんなわけ……」

「ねえなら帰れ。ここで男探すな」

男を探すなんてこと、するわけないのに。

そう思ったとき、再び階段を上がりだし。

「煌はやめとけ、遊ばれて終わりだ」

信じられなかった。

興味ないような態度も、私を認めようとしない態度も。

いつだって禅は、私を受け入れようとしない。

上へと消えて行く禅の足音が、耳に絡みつき。

思わず煌を見ると、私の肩を抱いていた腕を放し。

「あいつ変わってんな。俺が嫌われるってのに反応するって、どうなんだ？」

不思議そうな顔をする煌が首を傾げて呟くと、その疑問になぜか怜史が答えた。

「自分もそうだったからだろ。乃愛は嫌いだと思った相手ほど、好きになるタイプなんじゃねえのか」

そう言われてみれば……。

「落ちる方に１万だな」

「いや、落ちねえな。童貞だってのがマジなら、何だかんだでまだ忘れてねえんじゃねえのか」

「そこ関係あんのか？」

「お前ら、くだらねえことばっか賭けてねえで、このあとどうするか考えとけよ。今後、もし乃愛がここ来るってなった場合……」

「つーか、ここじゃなくてよくねえか？　禅、家あんだろ。そっちで会えばいいだろ」

「まあ、それもそうかもな。無駄に乃愛ちゃんチラつかせるより、話は聞かされるけど、実際には見たことねえって方が……」

そんな話し合いをする男達を置いて、階段を上がる。

当然そこに禅の姿はなく。

仕方なく部屋の前まで行き、扉を軽く叩いた。

「禅」

返ってこない返事。

「ねえ、禅」

ドアノブを回してみても、開くことはなく。

鍵の掛けられた部屋の前。

ドアに凭れて座った私は、一度だけ見た禅の部屋の中を思い浮かべ。

「禅が、本気で嫌なら諦める」

聞こえているのかどうかもわからないけれど、どうせ出て来ないのなら、好きなことを言ってもいいんじゃないかと思い。

「何だか大変そうだし。それに、諦めるってのは、正直覚悟できてたしね」

どこかに残るだろう期待も、１年や２年経てばさすがになくなるだろうし。

「誠二君、覚えてる？　デートした幼馴染。さっきちゃんと断った。禅が言ってたこと、わかったんだよね」

好きでもないのに、気を持たせるのはよくないって。

「誠二君さ、ずっと好きだったんだって。まあ、好きってのはわかってたんだけど、私が思ってたより遥かに、って意味ね」

物音一つしない部屋を背に、独り言を発するってのもどうかと思うけれど。

「だから余計にさ、ちゃんと断らないとって思ったの。あ、言っとくけど、これ嫉妬させようってつもりで言ってるわけじゃないよ。禅って嫉妬しなさそうだし」

まあ、私がされたことないだけなのかもしれないけれど。

「でも、ちょっとくらい嫉妬してくれてもよくない？　いや、させようとして言ってるわけじゃないのに、こんなこと言うの変だけど……ていうか、変なことばかりだよ」

そもそも全部が、変な気がして来て。

「暴走族だとか、正直興味もないのに、いつの間にかその総長好きになってたり。そうなったかと思えば、今度はダメだとか言われて。じゃあ、諦めるしかないのかと思ってると、今度は禅を落として来いとか言われて、ホント何なのって感じなんだけど」

だとしても。

「でもまあ、好きだし、しょうがないかってのもあって。速水航海なんてさ、私に危険がないとは言い切れないとか言いながら、頼むんだよ。それってどうなわけ」

だけどやっぱり。

「それでも、禅が私を好きだと思ってくれるなら、それもいいよ。あんな風に襲われるの思い出すと、怖くないわけじゃないけど、禅が好きになってくれるってのとは比べられないしね」

本当にそう思うから。

「ねえ、可愛くない？　自分で言うのもどうかと思うけど、でも健けな気げでしょ。私、耐えるよ。色んなこと。仁内君が反対しても負けないし、禅が好きだった子に会っても、嫉妬しない。噓、きっと嫉妬するけど、でも口には出さない」

禅が鬱陶しいと思うようなことは、しないようにする。

「童貞ってのもいい。だって私もしたことないし、だったら一緒でしょ。別にそんなことがしたいわけじゃないし、私はただ禅が好きなだけなんだし」

本気でそこはどうでもいいから。

「禅に心配させるようなこと私ならしないよ？　絶対に誰にも取られないし、お得だと思うんだけどな。安心して付き合えるはずだよ。あ、でもダメか。そもそも私だから無理なんだもんね」

禅は私だから受け入れない。

「ねえ、禅……聞こえてる？　私どうすればいい？」

こんなに好きなのに、届かない場合、どうすればいいのだろう。

一体誰に聞けば、教えてくれるのか。

一方通行の想いは、成り立たないはずなのに、この想いはやっぱり恋だと思えるから。

「好きだよ、禅。ずっと会ってなかったのに、私の世界には禅しかいないの。初めはあれほど嫌いだったのに。人って不思議だね」

メガネがあってクリアなはずの視界なのに、目に見える景色がぼんやりと歪ゆがみ。

「禅も泣いたりした？　彼女を想って……やっぱり泣いたりしたの？」

何だか想像できないけど、もしそうだとしたら、私が抱き締めてあげたいと思った。

どんな禅も、好きだから。

初めの頃は仲が険悪だったからか、基本的に禅への理想ってのが私にはない。

だからこそ、全ての禅が好きだと思えるんじゃないかと。

こうして私を拒否する今だって、けして想いはなくならず。

「龍輝が、禅は落ちないって言ってた。煌は落ちる方に１万賭けてたけど、今回は龍輝の勝ちだね。童貞ってのが本当なら、まだ忘れてないのかもって。でもさ、それでもいいんだけど。本当は嫌だけど、そこ諦めて禅が私に落ちてくれるなら……」

ふいにガチャリと開いたドア。

突然そんなことになると、私の背中は支えをなくし。

「何回も言うな」

転がった私の視界には、反対の向きからこちらを見下ろす禅の顔が見えた。

その距離がやけに遠いのは、禅の身長分離れているからで。

立ったまま見下ろす禅と、部屋に仰向けで倒れた私。

「だって好きだから」

何度言ってもいいんじゃ……。

「それじゃねえ、童貞ってのだ」

ああ、そっちかと思うと同時に笑えて。

「気にしてるの？」

「別に」

「ホントなの？」

「だったらどうすんだ」

どうするとは？

よくわからず見上げていると、その距離が近づき。

その場にしゃがんだ禅が、私の顔を覗き込んでふっと笑い。

「乃愛」

信じられないほど、優しく聞こえる声で呼ばれると、胸がギュウっと締めつけられた。

涙が、押し出されるかのように溢れ。

「禅、好き……」

「お前って、そんな女だったか？」

「可愛くなった？」

「ああ、どうしたんだってくらいにな」

「じゃあ、もっとなる」

禅がそう思ってくれるなら。

「いい、なるな」

私のメガネを外す男が、そんなことを言うから。

「ダメなの？　やっぱり私じゃ……」

「そうじゃねえよ。可愛くなったりしたら、男が寄ってくるだろ」

「禅……」

「煌の言う通り、実はビビってんだよ。わかるだろ？」

「うん」

「お前って、どうなんだってな」

「そうだね」

「よりによって、お前顔いいし」

「顔って関係ある？」

「俺はねえけど、他の男にはあるだろ」

「禅は関係ないの？　私の顔嫌い？」

それって致命的なんじゃないかと思っていると、禅が立ち上がり私を跨ぎ。

「嫌いでもねえけど、別に好きでもねえな」

「そう……まあ、仁内君に似てるしね」

「ねえよ」

そう呟いた禅が腕を摑み、引っ張られると、嫌でも身体が起き上がり。

「お前が雨宮に似てると思ったこと、一度もねえ」

「でも……言ったよ、ここで」

ちょうど目の前にあるソファに座っていた禅に似ているかどうか聞いたとき、かもなとか何とか答えてたのに。

そう思い、目の前でしゃがむ禅に視線を向けると。

「適当に答えただけだ」

適当って、どうして適当に答えたりなんか……。

「あのとき、自覚してたんだよ」

自覚してた？　一体何を……。

「お前が好きだってな。どう考えても、マズイ相手なのに好きって何だよってな」

「そうなの？」

「ああ、だからお前が飯断ってくれて、正直助かったと思った」

あのとき、私も同じことを考えていた。

だからこそ断ったわけで。

「乃愛」

「うん……」

「さっき言ってたこと、全部本気なんだろうな」

「うん」

「わかってんのか？　俺とお前って、どう考えてもやりにくいぞ」

「うん」

「俺が雨宮と会う状況があるってことは、好きだった女とも会う可能性もあるってことだ」

「わかってる」

「嫉妬しねえのか？」

「する。でも言わない」

「もう忘れてるっての、信じられるか？」

「うん、信じる」

「だったら、絶対に言うなよ」

「わかった、約束する」

「マジで俺なんかでいいのか？」

「禅がいいから、ここにいるんでしょ」

「航海の言う通り、危険がないとは言い切れ……」

「いい。それでもいい。どれだけ襲われても、たとえ何かされても、禅が責任取ってくれるなら、我慢する」

だって私の世界は、禅が全てなんだから。

禅の腕が私を抱き締めるから、また涙が溢れて来て。

「お前、マジで誰なんだよ」

「可愛い？」

「そうだな」

「好きになってくれる？」

「もうなってる。何があっても、責任は取る。そこは信じてろよ」

きっと禅は全力を尽くしてくれるはず。

下にいる、禅の仲間も。だから大丈夫。

でも、もしもがあれば、禅に責任をとってもらえばいい。

「好きっての、ずっと思ってられんのか？」

「うん、想ってる。禅が嫌になるくらい、好きでいるよ」

しゃがんで座る禅の身体に腕を回すと、幸せという感情が胸に溢れ。

「また龍輝の負けだね」

私がそう言うと、禅が笑い。

「どうかな。落ちたわけじゃねえしな、もうとっくに落ちてたってことで、煌の勝ちってわけでもねえよ」

「だったら、もっと早く部屋、出て来てくれてもよかったのに」

不満げに言うと、抱き締める腕が緩み。

「お前、俺が嫉妬しねえってマジで思ってんのか？」

「え……」

「煌とはもう話すな。それに誠二君ってのもだ」

「話さないって……そんな極端なこと」

「できねえなら、今すぐ帰ってくれていい」

「本気で言ってる？」

「そうだな」

「禅って、ときどきビックリすること言うよね」

私の言葉に、なぜか笑う男が、顔を覗き込み。

「お前には、好きなこと言えるしな」

「そうだね」

「んな女と出会うとは、思ってもみなかった」

「禅……」

「ん？」

「もしかして、キスするつもり？」

「そうだな」

「ねえ」

「何だ」

「まさかキスも初めてとか……」

そこで言葉が途切れたのは、禅の唇で塞がれたからで。

軽く触れただけのキスを離す男が、優しい顔を見せ。

「童貞じゃねえとしたら、嫌なのか？」

嫌なわけない。私はどんな禅でも好きなんだから。

「いいよ、何でもいい」

禅を強く抱き締めながら言うと、同じように返してくれる男が呆れたように笑い。

「やっぱお前って、ここいち適当だな……」




きっと、全く合っていないだろう私達。

だけどそれもいい。

穏やかな世界に現れた、異質な男が、そこに居座ってくれるのなら。

それがどんな世界であろうと、私は幸せでいられる。

これから訪れるだろう幾多の危機も、間違いなく乗り越えられるし、乗り越えてみせる。

人が人を想う気持ちを、私に教えてくれた禅。

どこまでも一途で、どこまでも真摯な男が、今度は幸せになれるように私が頑張ろうと思う。

惜しむことなく、好きだと伝え、惜しむことなく、一途でいようと。

私と出会えてよかったと、心から思ってもらえるように。











【END】
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